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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、飛泉寺跡遺跡の調

査成果をまとめたものです。

飛泉寺跡遺跡は、西置賜郡小国町大字市野々字寺ノ前に所在します。置賜地方でも、新

潟の県境に近いこの町は、豊かな自然に恵まれ、新潟と米沢を結ぶ越後街道の宿場として

発展してきました。

この度横川ダム建設事業に伴い、工事に先だって飛泉寺跡遺跡の発掘調査を実施しまし

た。調査では、中世から近世にかけての掘立柱建物跡を中心とした集落跡が確認され、飛

泉寺を中心として栄えた門前町としての様相が明らかになりました。遺物では、中世の輸

入陶磁器、江戸時代では、北前船によって運ばれ、越後街道を通ってもたらされた肥前産

陶磁器などが出土しました。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育ててきた貴重な国民的財産といえます。

この祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫へと

伝えていくことが、私たちの重要な責務と考えます。その意味で、本書が文化財保護活動

の啓発・普及、学術研究、教育活動などの一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各位に心から感謝申し上げま

す。

平成１６年３月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰



例 言

１ 本書は、国土交通省北陸地方整備局横川ダム建設事業に係る「飛泉寺跡遺跡」の発掘調査報告書である。

２ 調査は、国土交通省北陸地方整備局横川ダム工事事務所の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財セン

ターが実施した。

３ 調査要項は下記の通りである。
ひ せ ん じ あ と

遺 跡 名 飛泉寺跡遺跡

遺 跡 番 号 平成９年度登録

所 在 地 山形県西置賜郡小国町大字市野々字寺ノ前

事業委託者 国土交通省北陸地方整備局横川ダム工事事務所

調 査 主 体 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理 事 長 木村 宰

受 託 期 間 平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日

平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日

平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日

現 地 調 査 平成１３年８月２０日～平成１３年１１月２日（第１次調査）

平成１４年５月１３日～平成１４年１０月２５日（第２次調査）

平成１５年５月１２日～平成１５年７月４日（第３次調査）

調査担当者

第１次調査 調査第一課長 野尻 侃（国土交通省関連事業担当・調査主任）

主任調査研究員 黒坂 雅人

調 査 員 大村 和弘

副 調 査 員 黒沼 幹男

第２次調査 調査第一課長 野尻 侃（国土交通省関連事業担当）

主任調査研究員 黒坂 雅人・伊藤 邦弘

調 査 研 究 員 菅原 哲文（調査主任）・佐竹 弘嗣・山口 博之・高桑 弘美・

水戸部秀樹

副 調 査 員 石垣 岳彦

第３次調査 調査第一課長 野尻 侃（国土交通省関連事業担当）

主任調査研究員 須賀井新人

調 査 研 究 員 菅原 哲文（調査主任）

副 調 査 員 関根 桂子

４ 本書の作成・執筆は、Ⅰ～Ⅴ・Ⅶ章を菅原哲文が担当し、佐竹弘嗣、石垣岳彦がこれを補佐した。Ⅵ章は、

パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。全体については、野尻 侃が監修した。

５ 委託業務は下記のとおりである。

遺構写真実測 国際航業株式会社・アジア航測株式会社



基準点測量 寒河江技術コンサルタント

出土遺物保存処理（金属製品） 株式会社京都科学

理化学分析（放射性炭素年代測定・樹種同定） パリノ・サーヴェイ株式会社

６ 出土遺物、調査記録類については、報告書作成終了後、山形県教育委員会に移管する。

７ 発掘調査及び本書を作成するにあたり、以下の方々や関係機関から御指導・御協力をいただいた。ここに

記して感謝申し上げる。（敬称略）

小国町教育委員会、置賜教育事務所、山形県教育庁社会教育課文化財保護室、八戸市博物館

佐々木浩一、大橋 康二、宮本長二郎、関根 達人、吉田 款

凡 例

１ 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記の通りである。

ＳＡ…杭列 ＳＢ…掘立柱建物跡 ＳＤ…溝跡

ＳＫ…土坑 ＳＸ…性格不明遺構 ＥＰ…柱穴

ＲＰ…登録陶磁器・土器 ＲＱ…登録石器・石製品 ＲＷ…登録木製品

Ｐ…陶磁器・土器 Ｓ…石 Ｗ…木・木製品

２ 遺構番号は、現地調査段階での番号を、そのまま報告書の番号として踏襲した。

３ 遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第Ⅹ系（日本側地系）により、高さは海抜高で表す。

４ 遺構実測図は１／４０・１／１００・１／２００の縮図で採録し、各々スケールを付した。なお、実測図中の網

は柱痕を表す。

５ 土層観察においては、遺構を覆う基本層序をローマ数字で示し、遺構覆土については算用数字を付して区

別した。また、「Ｘ－０」は出土地点・層位が共に不明であることを示す。

６ 本文中の遺物番号は、遺物図版・写真図版とも共通のものとした。

７ 遺物実測図・拓影図は、原則的に１／２、１／３、１／５で採録し、各々スケールを付した。

８ 遺物挿図中の網は、特に指示しないものについては、以下の通りである。

…炭化物付着 …漆付着

９ 遺物観察表中の（ ）で示した計測値は、図上復元による推定値、〔 〕で示した計測値は残存値である。

出土地点欄の層位では「Ｆ」は遺構覆土内出土、「Ｙ」は遺構底面出土を示す。

１０ 遺物図版については任意の縮尺とした。

１１ 基本層序及び遺構覆土の色調の記載については、１９９８年度農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新

版標準土色帳」に拠った。
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写真図版１９ 在地系陶器・墨書赤外線写真他

写真図版２０ 肥前系磁器

写真図版２１ 肥前系磁器

写真図版２２ 肥前系磁器

写真図版２３ 肥前系磁器他

写真図版２４ 近代の陶磁器・瓦器・かわらけ・石製品

写真図版２５ 礎石

写真図版２６ 礎石

写真図版２７ 礎石・金属製品・木製品・縄文土器・

石器・石製品

写真図版２８ 石器

写真図版２９ 木材・炭化材・種実遺体（１）

写真図版３０ 木材・炭化材・種実遺体（２）



Ⅰ 調査の経緯

１ 調査に至る経過

小国町市野々地区を流れる横川は、飯豊連峰に水源を発し、小国町内で一級河川である荒川

と合流し、新潟県を通り日本海へと注ぐ。昭和４２年８月に、荒川流域では死者・行方不明者が

９０名に及ぶ「羽越水害」が発生し、流域の市町村も大きな打撃をうけた。このため、翌年荒川

水系工事実施基本計画が制定され、この経緯の中で横川ダムは、洪水調節・発電や水資源の有

効活用の多目的ダムとして、平成２年から建設に着手されることとなった。

建設省（現国土交通省）の横川ダム建設事業計画に伴って、県教育委員会は平成７年度にダ

ムに関わる遺跡詳細分布調査を実施し、市野々向原遺跡・野向遺跡・千野遺跡等の存在を確認

した。山形県埋蔵文化財センターは、平成９年度にこの３遺跡の発掘調査を行っている。

飛泉寺跡は、昭和５５年に小国町教育委員会に町指定史跡として登録されていたが、横川ダム

建設事業が計画されたため、ダム水没区域にかかることとなった。町教育委員会は、遺跡の保

護をはかるため、遺跡の存在確認を県教育委員会に依頼した。これを受け、県教育委員会は、

平成８年に表面踏査・一部試掘調査を行い、平成９年５月１２～１４日、１１月１１・１２日に試掘調査

を実施した。その結果、飛泉寺跡とされる拡張区では遺構は確認されなかったが、寺院北側の

周辺に多数の柱穴等の遺構が確認されたため、「飛泉寺跡遺跡」として、平成９年度に県の遺

跡に登録された。山形県埋蔵文化財センターでは、横川ダム工事事務所の委託を受け、平成１３

年から発掘調査を実施することとなった。

２ 調査の方法と経過

発掘調査は、平成１３年から１５年にかけて、第１次～第３次調査を実施した。調査面積は、第

１次調査１，７００㎡、第２次調査６，５００㎡、第３次調査８２０㎡、合計９，０２０㎡である。調査区は（第

１図）、第１次調査時に表土除去を行った部分の、調査区中央を南北に走る溝跡（ＳＤ５１０）を

境に、東側をＡ区、西側をＢ区とし、それぞれを南北に分けている。第２次調査時に新たに拡

張した部分をＣ区とし、Ａ区北の柱穴密集部分の東側にあたる部分をＣ区北、南側の斜面上方

をＣ区南とした。Ｄ区は、第３次調査区に該当する。調査区のグリッドは、国土座標の平面直

角座標系第Ｘ系：Ｘ＝－２２０４２０．０００・Ｙ＝－８９１７０．０００を原点（Ａ－０）とし、東西軸、南北

軸を基準に５ｍ方眼で設定した。グリッド番号は、原点から東と南に向かってそれぞれ５ｍご

とに、アルファベットでＡ、Ｂ、Ｃ…、アラビア数字で０、１、２…と順に番号を振り、「Ａ

－１」のように表記した。グリッドの帰属は、北西隅の杭を基準にした。遺構番号については、

第１次調査では、１～３００番台の遺構番号を設定し、第２次調査では、５０１～７００番台を、第３

次調査では、８００番台を設定した。第３次調査後の整理作業で設定した建物番号については、

９０１～１０００番台を設定している。遺物番号は、第１次調査は１～２４、第２次調査では、１０１～１１９

を設定している。次に、調査の経過について以下に述べる。

横 川

飛 泉 寺 跡
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《第１次調査》

平成１３年８月２０日より調査を開始する。環境整備と、調査区内の立木の伐採や除草を行う。

２７日より、重機による表土除去作業を開始し、併行して南部の面整理に入る。９月中旬まで遺

構検出をほぼ終了する。掘立柱建物跡、柱穴、土坑、溝跡等の多数の遺構を確認する。

２１日、小国町教育委員会、文化財保護室担当者が来跡する。これまで確認された遺構より、

町教育委員会から、町の文化財として飛泉寺跡遺跡の性格と内容を明らかにするため、さらな

る拡張調査の要請をうける。これを受けて、文化財保護室との調整後、横川ダム事務所と協議

を行うことにする。雨の日が予想以上に多く、作業の進行が遅れる。検出遺構も多く、当初の

調査の終了予定が困難になってきたため、１０月２２日に今後の調査日程について横川ダム工事事

務所、小国町教育委員会、埋蔵文化財センターの三者で協議する。その結果、１１月２日まで調

査を延期し、調査区を拡張することの了解を得た。Ａ区の東側（平成１４年度調査のＣ区）にＴ

１～Ｔ４の試掘トレンチを入れることとする。

遺構の精査、記録を進めるとともに、１０月２３日に調査説明会をに開催する。３１日にトレンチ

に重機を入れ、遺構確認面まで掘り下げる。多数の遺構を検出する。１１月１日に空中写真撮影

を実施し、２日に第１次調査を終了した。

《第２次調査》

平成１４年５月１３日に調査を開始する。２０日から重機によりＣ区の表土除去と、面整理作業を

開始する。２４日、叶水中学校生徒と教職員１４名が発掘作業見学に訪れる。

３１日、Ｃ区の表土除去を終了。遺構の分布は、北側にかけて密度が高く、北側の調査区外へ

分布が拡大する可能性が高いと考えられた。６月１０、１１日、北東部調査区域外（Ｄ区）にＴ１

～Ｔ３トレンチを入れる。その結果、柱穴等の遺構が確認された。

１４日、Ｃ区遺構検出状況の空中写真撮影を実施。Ｃ区南の精査を開始する。掘立柱建物跡３

棟を検出。建物の主軸は南北方向と考えられ、参道を意識した配置になっている。

７月上旬からＢ区の遺構精査に入る。Ｂ区南で掘立柱建物跡２棟を検出。柱穴から肥前産の

陶磁器が出土し、江戸時代の建物と判断した。８月上旬から、Ａ区及びＣ区北の遺構精査にか

かる。昨年、Ａ区で掘り方の直径が１ｍに及ぶ大型の掘立柱建物跡、ＳＢ２が検出されていた

が、Ｃ区にかけてさらに柱穴が検出され、桁行の総長約２０ｍに及ぶことが確認された。８月６

日、八戸市博物館佐々木主査学芸員に来跡を仰ぎ、調査全般にわたっての指導助言を受ける。

８月２３日、調査期間の延長とＤ区の調査を横川ダム工事事務所に要請し協議を行い、大筋で

合意を得る。９月１０日、第２次調査説明会を開催した。９月２０日、２回目の空中写真撮影を実

施。１０月４日、置賜教育事務所管内社会教育協議会４０名が現場見学に来跡。１０月５日より１８日

まで、Ｄ区の重機による表土除去、併せて面整理を行う。南側は、Ａ区北から続く柱穴が密に

分布するが、北側は希薄である。道路以北には広がらないと推測される。２５日、越冬のためＤ

区の保護を施し、第２次調査を終了した。

《第３次調査》

平成１５年５月１２日に調査を開始する。１５日からＤ区の遺構の精査にとりかかる。西側から柱

穴の精査を行い、併行して平板測量により平面図の作成作業を進めた。新たに３棟の掘立柱建

物跡（ＳＢ８４０・８４１・８４２）を確認する。昨年度の調査区についても遺構清掃を行い、掘立柱

調 査 を 延 期

肥前産の陶磁器

大 型 の
掘立柱建物跡
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建物跡の検出に努めた。Ａ区では、柱穴の検討の結果、ＳＢ２大型掘立柱建物跡が少なくとも

４回の建替えを行っていたことが確認された。

６月２７日、空中写真撮影を実施する。２９日、調査説明会を実施する。３カ年にわたる調査区、

Ａ～Ｄ区について調査の成果を公開した。７月４日、機材を撤収し調査を終了する。

《掘立柱建物跡の調査と検討》

当遺跡では、同じ地点に何度も建物が建替えられており、柱穴が密集して分布する。このた

め、Ａ・Ｂ区などでは、調査中に個々の掘立柱建物跡を確認することが困難であった。現場段

階で確認した建物は、わずか２０数棟ほどである。第２次調査時に、膨大な数の柱穴の調査を、

迅速かつ有効に進めるために、八戸市博物館の佐々木学芸員より指導を仰ぎ、柱穴の検出、柱

穴の新旧関係の把握、柱痕の位置の記録に重点を置いて調査を進めた。柱穴の新旧関係の決定

の際は、新旧を判断できるまで１段ずつ平面的に下げ、平面のプランで新旧を判断した。

整理作業では、１／１００の平面図を基に、図面上で掘立柱建物跡の検討を行った。建物の検

討の際には、建物の桁・梁のラインが、柱穴の柱痕の位置を通るように考慮しながら作業を進

めた。第１・３遺構ブロックは、柱穴の分布が最も密で重複も著しいため、この地区の建物跡

の検討は佐々木氏より全面的な指導と助言をいただいた。検討の結果、合計１９７棟の建物跡を

抽出した。主要な建物については、１／１００の図面で提示し、柱穴の深さ、建物の柱心心間の

距離を記載した。柱痕が確認された柱穴間の距離は、実際の距離を記載している。柱痕が確認

できなかった柱穴間の距離は、尺に換算した場合の切れの良い値で推定し、メートルに換算し

て提示している（１尺＝０．３０３ｍとして換算）。

第１図 調査区概要図

１９７棟の建物跡
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

１ 地理的環境

遺跡の所在する小国町は、山形県の南西部に位置しており、西側で新潟県と県境を接する。

北側には、標高１８７０ｍの大朝日岳を中心とした朝日連峰が連なり、南側には、標高２１０５ｍの飯

豊山を中心とした飯豊連峰がそびえ、福島県との県境を分けている。町内には、飯豊連峰に源

流をもつ横川と、朝日連峰から流れる荒川が合流し、西の新潟へと流れ日本海に注ぐ。横川と

荒川の合流地点は、小国盆地となっている。町の面積は、約７３７�と県内市町村では最大の広

さである。このうち、平野部の面積は約４％にしか満たず、大部分が山地と丘陵から構成され

る。森林面積は約９０％を占め、このうち約７８％がブナを主体とする広葉樹林であり、豊かな自

然に恵まれている。また、この地域は寒暖の差が大きく全国有数の豪雪地帯である。

地質について述べる。山地及び丘陵の表層地質は、町の北半で花崗岩質岩石、南半は新第三

系中新統から構成される。荒川流域には第四系の河成段丘堆積物が分布しており、横川流域の

地質は礫・砂および粘土からなる未固結の堆積物である。さらに山間地に向かうと「箱ノ口塁

層」と呼ばれる砂岩や珪岩から成る古生層に当たり、横川の中流部では珪質頁岩が採取される。

また、横川と明沢川との合流地点までの間に、南北約４㎞にわたり河岸段丘が発達する。

飛泉寺跡遺跡は、横川とその支流明沢川との合流地点から南へ約４㎞の市野々地区に所在す

る。地番は小国町大字市野々字寺ノ前である。横川右岸の河岸段丘上に立地し、横川から南へ
つ く し ぐ ら

約１００ｍ程の地点である。標高は２５０ｍ前後を測る。横川の対岸北には、角子崛がそそりたち、
いづるぎ

その麓には出生の滝が流れる風景が望まれる。

詳細は後述するが、本遺跡の南東部に隣接して、室町時代創建と伝えられる曹洞宗の「飛泉

寺」があった。飛泉寺跡遺跡は、街道から寺へ向かって登る参道の右側に広がる。参道をはさ

んで遺跡の向かい側には、樹齢２００年を超えると言われる大銀杏がそびえ、市野々のシンボル

となっている。市野々は米沢から新潟へと通じる、越後街道の宿場町として発展・存続してき

た歴史的経緯がある。

２ 歴史的環境

小国町の主な遺跡と、その歴史的経緯について、その概要を時代順に述べていきたい。

旧石器時代の遺跡は、縄文時代との複合遺跡も含め現在まで１０カ所が確認されている。荒川

の河岸段丘上位面には、東山遺跡・平林遺跡・湯の花遺跡・東山紺野遺跡、低位面には横道遺

跡・鳥谷沢遺跡・岩井沢遺跡等が分布する。これらの遺跡群は昭和３５年以降、山形大学を中心

とした調査が行われた。横道遺跡からは「杉久保型ナイフ形石器」が出土しており、また東山

遺跡は、「東山型ナイフ形石器」の標準遺跡である。これらの遺跡からは、東日本の後期旧石

器時代研究の上で、貴重な成果が上げられた。

縄文時代の遺跡は、これまでに朝篠遺跡・蟹沢遺跡・団子山遺跡（小国町教育委員会）、下

市 野 々 地 区

大 銀 杏

旧 石 器 時 代

縄 文 時 代
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野遺跡・暮窪遺跡・谷地遺跡（山形県教育委員会）、古屋敷遺跡・市野々向原遺跡・野向遺跡・

千野遺跡（山形県埋蔵文化財センター）の発掘調査が実施されている。

古屋敷遺跡では、早期前葉から前期前葉にかけての住居跡６棟が検出された。墓窪遺跡では、

前期の大木１式、中期の大木７ｂ式～１０式土器と共に、３３棟の竪穴住居跡が検出された。谷地

遺跡は中期中葉の時期で、出土土器には、北陸の馬高式系の土器が見られる。下野遺跡は中期

末で、複式炉をもつ竪穴住居跡が確認されている。蟹沢遺跡は、中期後半から後期初頭にかけ

ての集落跡で、北陸の三十稲場式土器が多量に出土した。

飛泉寺跡遺跡に隣接する野向遺跡では、縄文時代中期末の竪穴住居跡１棟、陥し穴１１基が検

出された。市野々向原遺跡では、早期から晩期に至るまでの遺構が確認された。千野遺跡は、

中期末葉から後期前葉の時期が中心で、敷石住居１棟を含む竪穴住居跡４棟が確認された。こ

のうち敷石住居跡は、県内初の検出事例である。朝篠遺跡は、後期から晩期にかけての遺跡で、

晩期の竪穴住居跡が３棟検出されている。

これらの調査内容から、小国町の縄文時代の遺跡は北陸方面の影響が強くみられ、古くから

日本海側と内陸を結ぶ交通路としての性格が表われている。

弥生時代では、市野々向原遺跡で土坑が検出され、前期後葉から中期前葉にかけての土器が

出土している。古墳時代・奈良・平安時代の遺跡は、現時点では確認されていないが、今後の

調査の進展により確認される可能性が十分考えられる。

古代以降の経緯について述べる。律令制下の小国盆地は、『和名抄』に見える置賜郡七郷の

内の余部郷に比定され、東方の宇津峠で長井盆地と分断され、越後方面に通じる交通の要衝で

あった。古代末になると、置賜郡は奥州藤原氏の配下にあり、藤原清衡の系統である橋爪太郎

俊衡が小国山城に拠ったとされ、越後との関門として軍事上の要衝であった。

文治５年（１１８９）、源頼朝の奥州征伐により藤原氏は滅亡し、大江時広はその功によって置

賜郡を賜り、長井庄の地頭となった（後、長井氏を名乗る）。小国地方はその支配下に入った。

北村館は、『米沢里人談』によると、長井備中守秀広がここに居たとし、長井氏一族の居館と

されている。

南北朝時代の康暦２年（天授６年、１３８０）に伊達宗遠は、長井広房を攻め、米沢を攻略し置

賜は伊達氏の所領となる。以後、政宗が陸奥岩出山に移封される天正１９年（１５９１）まで伊達領

であった。当初小国は、粟生田氏の所領となったが、後に上郡山氏に代わり、小国城を構築し、

光岳寺をはじめ曹洞文化の導入があった。大永元年（１５２１）、伊達氏十四代の伊達稙宗が、小

国から玉川を経て沼に至る、大里峠越えのルートを開削した。これに伴い、白子沢から桜峠、

市野々、黒沢峠を通って小国に入る道が主要な街道となってゆく。天文７年（１５３８）、小国の

郷名が初めて文献に現れる。天文２２年（１５５３）の『（伊達）晴宗公采地下賜録』には、小国郷

における二十数カ所の在家名が載せられ、その中に、箱ノ口や市野々、叶水などの在家名が確

認される。市野々の名の由来は諸説あるが、平家の落ち武者を「一布」といったので「いちの

の」となったという説と、山野に自生する麻で布を作っていたことからという説がある。江戸

時代初期慶長年間（１５９６～１６１５）の記録に「一布」という記載がみられることから、古くは「一

布村」と呼ばれていたと思われる。

天正１９年から慶長３年（１５９８）までの７年間、小国は蒲生氏統治の時代であった。文禄４年

野 向 遺 跡

市野々向原遺跡

小 国 山 城

大里峠越えの
ル ー ト
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（１５９５）の『邑鑑』による市野々の戸籍は、総戸数２１、人口８９人、肝煎・小走・役屋が５軒、

諸職人・寺・山伏・問脇あわせて１６人、石高は百十三石で、桑の栽培が少しあるという村であっ

た。

慶長３年（１５９８）上杉景勝が越後から会津に移封され、重臣の直江兼続は伊達、信夫、米沢

の三郡を領して米沢に入った。以後、小国は上杉領となる。慶長５年（１６００）の関ヶ原の戦い

の後、上杉氏は減俸され、伊達、信夫、米沢の三十万石のみとなる。兼続は米沢と中山間の主

要な村々に駅場を設け、物資の輸送に当たらせた。米沢藩では大町札の辻を起点として各村へ

の里程を定め、玉川口や折戸、荒沢の三カ所に口留番所を設置した。この時期に米沢と越後を

結ぶ越後街道は、宿駅・伝馬などの制度を整えた本格的な街道へ整備されてゆく。越後街道は、

宇津峠や桜峠、大里峠など十三もの峠を有することから十三峠路とも呼ばれている。兼続はさ

らに街道の整備を進め、駅場と伝馬宿送りの制度を敷いて円滑な物資の輸送に当たらせた。

寛永２１年（１６４４）、越前松平直基が最上に移封となった際、越後街道を通過するにあたって、

越後街道沿道の六宿駅（玉川・小国・市野々・白子沢・手ノ子・小松）に布令を発している。

この後、寛文年間（１６６１～１６７３）に沼沢宿と松原宿が加わり、通称「西通八ヶ宿」と呼ばれる

宿駅体制が整えられた。市野々は、小国から黒沢峠を越した所の宿駅であるが、定宿場となっ

たのは享保３年（１７１８）からである。宿屋が１４軒と桜峠に茶店が１軒あったという。

幕末期の天保１０年（１８３９）、安政５年（１８５８）、慶応３年（１８６７）には、三度にわたって峠の

敷石道が整備されている。これは米沢城下の豪商や青苧を生産する在郷の有力者や手ノ子の問

屋横山五郎左右衛門らが施主となって普請人夫を供出して行われたものである。

明治以降の経緯について述べる。慶応４年（１８６８）、戊辰戦争で米沢藩は新政府軍に降伏し、

明治４年（１８７１）の廃藩置県で藩は米沢県となり、後に置賜県と改められた。その後、山形県

に併合され、初代山形県令には三島通庸が就任した。

明治１７年（１８８４）、「小国新道」が完成する。桜川渓谷の難所に新しく道路が開かれ、翌年に

は県道山形・新潟線が小国まで開通した。この新設道路によって、小国から黒沢峠を越えて市

野々に向かう道、また子持峠から叶水にいたる道など旧来の街道や峠は次第に衰退してゆく。

またこの頃、明治１１年（１８７８）に英国人旅行家のイザベラ・バードが、東北・北海道など日

本各地を旅行し、その際の記録を『日本奥地紀行』に記した。この時、新潟から越後街道を通

り小松に抜ける際、７月１２日に市野々宿を通っている。旅行記には、当時の市野々の様子につ

いて、「蚕を飼うのに精を出しており、どこへ行っても純白と硫黄色の繭が日さしのよい蓆の

上に乾かしている」と記述している。

明治２２年（１８８９）の町村制施行により小国本村、南小国村、津川村の四カ村が誕生した。市

野々は叶水、白子沢、大石沢、新股、河原角、東滝、西滝、沼沢などと津川村に属した。

昭和３５年（１９６０）津川村は、小国町に編入合併した。

市野々において、歴史上注目される飛泉寺について述べる。飛泉寺は曹洞宗の寺院で、越後

村上の耕雲寺の末寺として、応永３４年（１４２７）に、楠木正成の四男、正儀の子である正勝、傑

堂能勝和尚により開山されたと伝えられる。しかし傑堂和尚が事実上楠氏の子孫にあたるのか、

開山の年代については諸説あり伝説の域を出ない。飛泉寺は、宝暦４年３月に火災にあって焼

失したが再建されている。明治１２年の記録によれば、飛泉寺の本尊は阿弥陀如来、堂の規模は

越 後 街 道

十 三 峠 路

黒 沢 峠

イ ザ ベ ラ
・ バ ー ド

傑堂能勝和尚
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第２図 遺跡位置図（国土地理院発行５万分の１地形図「小国」・「手の子」・「飯豊山」・「玉庭」を�縮尺にして使用）

（国土地理院発行２万５千分の１地形図「小国東部」を�縮尺にして使用）

小小国国町町

１ 飛泉寺跡遺跡 中世～近世 集落跡 ２２ 金比羅砦 砦
２ 野向遺跡 縄文 集落跡 ２３ 平林遺跡 旧石器 集落跡
３ 市野々向原遺跡 縄文 集落跡 ２４ 東山遺跡 旧石器 集落跡
４ 市野々砦 砦 ２５ 岩井沢遺跡 旧石器 集落跡
５ 城ノ口遺跡 館 跡 ２６ 兵庫館跡 館 跡
６ 火山遺跡 砦 ２７ 北村館跡 館 跡
７ 下叶水遺跡 縄文 集落跡 ２８ 小国城跡 中世～近世 館 跡
８ 小叶水遺跡 縄文 集落跡 ２９ 小国山城跡 館 跡
９ 中田遺跡 縄文 集落跡 ３０ 墓窪遺跡 縄文 集落跡
１０ 叶水城山遺跡 館 跡 ３１ 横道遺跡 旧石器 集落跡
１１ 城ノ平遺跡 館 跡 ３２ 鳥谷沢遺跡 縄文 集落跡
１２ 白子沢城山遺跡 中世 館 跡 ３３ 下野遺跡 縄文 集落跡
１３ 的場遺跡 縄文 集落跡 ３４ 団子山遺跡 縄文 集落跡
１４ 千野遺跡 縄文 集落跡 ３５ 才頭遺跡 縄文 集落跡
１５ 綱木沢向遺跡 縄文 集落跡 ３６ 谷地遺跡 縄文 集落跡
１６ 古屋敷遺跡 縄文 散布地 ３７ 小渡館跡 館 跡
１７ 小妻坂遺跡 縄文 集落跡 ３８ 若山館 館 跡
１８ 朝篠遺跡 縄文 集落跡 ３９ 蟹沢遺跡 縄文 集落跡
１９ 黒沢遺跡 縄文 集落跡 ４０ 古田遺跡 縄文 集落跡
２０ 中平山遺跡 縄文 集落跡 ４１ 古田山城跡 館 跡
２１ 杉沢城跡遺跡 館 跡 ４２ 門松遺跡 縄文 集落跡
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東西七間半、南北五間半、境内の坪数２５６坪、檀徒人員は２２名となっている（山形県管轄社寺

明細調）。しかし、大正２年３月２日に、再度火災に遭い、伽藍什器はことごとく焼失してし

まった。ただ、寺院内に安置されていた子育地蔵尊は焼失をまぬがれたため、寺の跡地に堂を

建て地蔵尊を安置した。平成５年、横川ダム建設事業により、市野々では離村式を行い町内の

東原に移転した。地蔵尊も、平成７年に市野々より町内東原へ遷座している。

表１ 飛泉寺跡遺跡関連年表

大正２年に焼失

文治５年（１１８９） 源頼朝、奥州藤原氏を滅ぼす。

建久３年（１１９２） 頼朝、征夷大将軍となる。大江時広、置賜郡を賜り、長井庄の地頭となる。

文中元年（１３７２） 市野々熊野神社が建立される。

康暦２年（１３８０） 伊達宗遠、米沢を攻略し、置賜は伊達氏の領地となる。

応永３４年（１４２７） 傑堂能勝和尚、飛泉寺を創建すると伝えられる。

大永元年（１５２１） 伊達氏十四代の伊達稙宗が、大里峠越えのルートを開削する。これ以降、白子沢から桜峠、市野々、黒沢峠を通って小国
に入る道が主要な街道となる。

天文２２年（１５５３） 『晴宗公采地下賜禄』にて、はじめて「市野々」の在家名認められる。

天正１９年（１５９１） 小国、蒲生氏領地となる。

文禄４年（１５９５） 『邑鑑』に、市野々の戸籍、総戸数２１、人口８９人、肝炒・小走・役屋が５軒、諸職人・寺・山伏・問脇あわせて１６人、石
高は百十三石の記述。

慶長３年（１５９８） 上杉景勝、越後から会津に移封される。直江兼継、伊達・信夫・米沢の三郡を領する。小国は上杉領となる。

慶長３年（１５９８） 領内の主要街道の整備が開始される。市野々が宿場となる。

元和元年（１６１５） 『邑鑑』に、市野々村、戸数２１（役屋四・肝煎一・間脇十六）、人口８９人の記述。

慶安４年（１６５１） 当時の市野々の問屋兼肝煎は、伊藤甚九朗。

元禄５年（１６９２） 小国城が御役屋と改められ、城代を廃止して御役屋将とされる。

享保３年（１７１８） 市野々、定宿場となる。宿屋が１４軒、桜峠に茶屋が１軒。

宝暦４年（１７５４） 飛泉寺焼失する。その後、享和３年（１８０３）に再建。
宝暦年間

（１７５１～１７６４） 高井七右エ門、問屋兼肝煎となる。伊藤氏の後援を得て職務を行う。

宝暦１１年（１７６１） 市野々熊野神社再建される。
天保１０年（１８３９）～
安政元年（１８５４） 黒沢峠付近で、敷石の切り出し、新道の開削、敷石工事と集中的な改修が行われる。

藩政時代末期 市野々宿、問屋一軒、宿屋九軒、背負子宿三軒、牛馬宿二軒、店が二軒、茶屋が一軒。

慶応２年（１８６６） 市野々の大火、２２戸の内５戸１１棟焼失する。

明治元年（１８６８） 熊野神社、神仏分離令で熊野神社として祭祀。

明治４年（１８７１） 廃藩置県、米沢県設置、上杉茂憲知事に任じられる。

明治４年（１８７１） 米沢県を置賜県と改める。

明治９年（１８７６） 置賜・鶴岡２県を山形県に併合する（置賜県は置賜郡となる）。

明治１１年（１８７８） イザベラ・バード、市野々に宿泊する。

明治１７年（１８８４） 小国新道が完成する。翌年、県道山形・新潟線が小国まで開通する。

明治２２年（１８８９） 町村制施行により、小国本村、南小国村、津川村誕生する。市野々は、津川村に入る。

明治３４年（１９０１） 市野々に津川村役場庁舎建築（木造２階建６５坪）。

大正２年（１９１３） 飛泉寺再度焼失する（３月２日）。
飛泉寺跡に地蔵尊堂宇を建築する（５月）。

昭和７年（１９３２） 夏、大水により、市野々大橋、津川橋、才の神橋流される。

昭和８年（１９３３） 仙野街道（市野々～箱ノ口）完成する。

昭和１１年（１９３６） 米坂線全線開通する。

昭和１３年（１９３８） 市野々熊野神社再建される。

昭和１７年（１９４２） 小国町制施行される。

昭和２９年（１９５４） 小国町、南小国村、北小国村合併する。

昭和３５年（１９６０） 津川村が小国町に編入合併する。

昭和４２年（１９６７） 羽越水害起こる。

昭和４５年（１９７０） 滝集落３６戸の集団移転決まる。

昭和４６年（１９７２） 熊野神社、寺ノ前の飛泉寺跡の裏へ移転する。

昭和６２年（１９８７） 横川多目的ダム実施計画調査始まる。

平成２年（１９９０） 横河ダム工事事務所開設される（建設着手）。

平成３年（１９９１） 横川ダム基本計画告示。

平成５年（１９９３） 市野々離村式 市野々と下叶水の熊野神社、合祀をして東原へ移転する。

平成６年（１９９４） 飛泉寺、東原へ建立される。

平成１３年（２００１） 飛泉寺跡遺跡第一次発掘調査（山形県埋蔵文化財センター）を実施する。
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Ⅲ 遺跡の概要

１ 遺跡の層序

遺跡の基本層序については、第３図にＡ区とＢ区南の土層断面図を示し、これを基に内容を

述べる。基本層序は、Ⅰ～Ⅴ層を設定した。調査区北側のＡ区では、田地の造成のため盛土さ

れており、表土が厚い。遺構検出面までの深さは、地表から約１ｍ程で、旧表土からは３５～５０

㎝程である。調査区南側のＢ区では、検出面までの深さは、約４０～７０㎝である。

Ⅰ・Ⅱ層は、表土で畑の耕作土と思われる。Ⅰ層は耕作の撹乱を受けており、しまりが無い。

Ⅱ層はややしまりがある。Ⅲ層は、黒褐色の細砂質シルト層で、地山由来の亜角礫の混入が多

く、固くしまる。旧表土と思われる。壁面では、Ⅲ層上面から掘り込みをもつ、遺構と思われ

る落ち込みが観察されるが、近現代の所産と推測される。Ⅳ層は、下層のⅤ層と上層のⅢ層と

の漸移層である。Ⅴ層は、上面で江戸時代から中世にかけての遺構が検出された層である。Ａ

区北では、黒褐色粘土層であるが、Ｂ区では、部分的に暗褐色粗砂のⅤａ層、その下層の灰黄

褐色粘土層のⅤｂ層に細分される。Ⅴ層は、層内容が多様であり、部分的には礫層や粗砂とな

り、それらを除去するとシルト質や粘土質の層となる。横川による沖積層と考えられる。なお

調査区内では、遺構の検出されたⅤ層内の礫層や砂層から、縄文時代の石器等の遺物が出土し

ている。しかし、Ⅴ層より下層に遺構面は確認されていない。

２ 遺構と遺物の分布

当遺跡には、掘立柱建物跡を中心とした遺構が多数検出され、これらの建物跡の分布する地

点には、特に集中が認められる幾つかのまとまりがある。これらの建物・柱穴の集中する、あ

る一定の広がりをもつ区域を、「遺構ブロック」と仮称する。この遺構ブロックは、遺跡内に

６カ所確認される（第４図）。

これらの遺構ブロックは、ちょうど遺跡の中央部分を南北に走るＳＤ５１０を境に、大きく東

西に分割され、その中で段々畑状の地形に沿ってそれぞれ３カ所の区域に分けられる。その広

がりは、東西に長い短冊状を呈し、地形や参道を意識した配置を取っていると思われる。最も

遺構が集中する調査区北東の区域を第１遺構ブロックとし、そこから反時計回りに、それぞれ

の遺構ブロックに、第２～６のブロック名を与えることとする。

第１遺構ブロックは、Ａ区北・Ｃ区北・Ｄ区に相当する。最も掘立柱建物跡が集中する。こ

こでは、桁行の総長が２０ｍを超え、遺跡内で最も規模が大きい、ＳＢ２大型掘立柱建物跡が確

認された。この建物跡は数度にわたって建替えが行われており、柱穴から１６世紀代の陶磁器が

出土している。北側（Ｄ区）は、開田の際の削平のためか、柱穴の分布が希薄である。

第２遺構ブロックは、Ｂ区北に相当する。ブロック南端に牛舎のコンクリート基礎があり、

撹乱を受けている。牛舎に近い南側に、小規模な建物跡の集中地点があり、その北側に、東西

方向に長軸を持ち、桁行が長大な建物跡が分布する。遺物の出土はほとんど認められない。

基 本 層 序

遺構ブロック
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第３遺構ブロックは、Ｂ区南の北半部に相当する。遺跡で２番目に遺構が集中する地点であ

る。柱穴の掘り方直径が１ｍを超える大型の柱穴が集中する。出土遺物は、建物の柱穴から近

世の肥前産を中心した陶磁器片が出土している。中世の遺物は少ない。

第４遺構ブロックは、Ｂ区南の南端にある。第３遺構ブロックとの間には、約１ｍ程の段差

がある。平坦面には、ＳＢ５１７を中心とした掘立柱建物跡が分布する。出土遺物は、中世から

近世の陶磁器が柱穴や溝跡から出土している。

第５遺構ブロックは、Ｃ区南の南東隅の小規模な柱穴の集中地点である。西側に建物（高井

氏家屋）のコンクリート基礎の撹乱をうけており、この部分には柱穴は検出されない。

第６遺構ブロックは、Ｃ区南、Ａ区南に相当する。参道の銀杏の木のすぐ西側に隣接し、Ｓ

Ｂ６１７、ＳＢ７２３を中心とした建物の分布が認められる。北側には、ＳＢ１などの建物跡が認め

られるものの、遺構の分布が希薄である。第５・６遺構ブロックでは、柱穴を中心に、少量な

がらも中世から近世にかけての陶磁器が出土している。また、近現代のＳＸ３２４などのゴミ棄

て穴からは、この集落の移転の際に廃棄したと思われる陶磁器片が多量に出土している。

調査区基本層序
Ⅰ ７．５YR２／１黒色シルト 径１０㎜未満の風化礫、径１０㎝未満の亜角礫を多量に含む、しまりなくぼそぼそ
Ⅰａ ７．５YR３／２黒褐色シルト 粗砂・径１㎝未満の風化礫を多量に含む、ぼそぼそ
Ⅰｂ ７．５YR３／１黒褐色シルト 粗砂多量、径５㎝未満の亜角礫を含む、しまりなくぼそぼそ
Ⅱ １０YR３／２黒褐色シルト Ⅰ層に比べ、若干粘質が強くしまりあり、径５㎝未満の亜角礫多量、径１㎝未満の風化礫、炭化物含

む、現代
Ⅱａ ７．５YR３／１黒褐色シルト 質的にⅡ層に同じ、亜角礫の混入密度Ⅱ層より高い、固くしまる
Ⅱｂ ７．５YR３／１黒褐色シルト Ⅱ、Ⅱａ層に比べ粘質弱い、粗砂やや多く混入、亜角礫・風化礫の混入少ない、固くしまる
Ⅲ ７．５YR３／１黒褐色細砂質シルト Ⅰ、Ⅱ層に比べ径５㎝未満の亜角礫の混入密度が非常に高い、径１㎝未満の風化礫を若干含む、微細

な炭化物を含む、固くしまる
Ⅳ ７．５YR３／１黒褐色シルト 径１㎝未満の風化礫を含む、固くしまる
Ⅴ １０YR３／２黒褐色粘土 径１０㎝未満の亜角礫を若干含む、固くしまる
Ⅴａ １０YR３／３暗褐色粗砂 径１２㎝未満の亜角礫を多量に含む、固くしまる
Ⅴｂ １０YR４／２灰黄褐色粘土 粗、細砂多量に混入、径５㎝の亜角礫・円礫を含む、固くしまる
Ｆ１ 細砂質シルト 径１５㎝未満の角礫を含む、しまりなくぼそぼそ
Ｆ２ シルト 微細な風化礫を含む、炭化物を若干含む、固くしまる
Ｆ３ シルト 径５㎝未満の亜角礫を含む、若干粘質、しまりなくぼそぼそ

第３図 遺跡層序図

１ｍを超える
大 型 の 柱 穴

Ｂ区南土層断面図

Ａ区土層断面図
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第４図 遺構配置図

Ａ区ＳＢ２精査状況（東から）

Ｂ区精査状況（北東から）

Ｃ区ＳＢ６１７柱穴精査状況（北から）

Ａ区記録作業状況（東から）
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Ⅳ 中・近世の遺構

１ 第１遺構ブロック（Ａ区北・Ｃ区北・Ｄ区）

第１遺構ブロックの概要

第１遺構ブロック（第５図）では、８８棟の掘立柱建物跡と、１基の柵列が確認された。掘立

柱建物跡には、桁行が４間以上で梁行が２～３間の大型の建物、桁行３～４間で桁行が２間の

中規模の建物跡、桁行２間×梁行２間または、梁行１間で桁行が５～２間の小規模の建物跡が

ある。

主な大型建物跡は、第１ブロック南東側に、ＳＢ２・９０１・９０３・９０４・９０５、やや西側にＳＢ

９０６・９０８、ブロック中央やや北よりにＳＢ９１３がある。第１遺構ブロック建物重複関係図を第

５４・５５図に示した。南東側の大型建物跡は柱穴の新旧関係から、ＳＢ９０３→ＳＢ９０１→ＳＢ９０５

→ＳＢ２→ＳＢ９０４の変遷が推定される。この変遷の系列に加わるのがＳＢ９０６・９１３で、ＳＢ

９０５→ＳＢ９０６→ＳＢ９１３の新旧関係がある。ＳＢ９０８は、南西側に位置し、これらの建物と地点

を異にする。新旧関係は、ＳＢ９０８→ＳＢ９０６である。ＳＢ９０１・９０３と併行して建っていた可能

性がある。柱穴の重複では、大型建物跡の変遷は５期確認されたが、変遷は７期を想定できる。

また、主な住居としての規模を考慮し、大型及び中型建物跡の変遷と分布を考えると、２棟

１組となって建替えが推移していったことが想定される。１つは、ブロック南東・東側に展開

する、ＳＢ２を中心としてそれに前後する建物の変遷であり（Ａ系列とする）、２つ目は、Ｓ

Ｂ９０８とそれに前後する建物の変遷（Ｂ系列とする）である。Ａ系列は、大型建物跡の出現す

る以前の建物群（Ａ１系列）と、大型建物跡群（Ａ２系列）、大型建物跡以後の建物群（Ａ３

系列）の変遷が想定できる。主なＡ１系列の建物では、ＳＢ８４１・９０９・９１１・９１５・９１６・９１８・

９２４がある。Ａ２系列の建物は、前述したＳＢ２・９０１・９０３・９０４・９０５・９０６・９１３の大型建物

跡である。Ａ３系列の建物として、ＳＢ９１７・９２４がある。Ｂ系列の建物跡は、ＳＢ９０７・９０８・

９１４・９２５・９２６・９２９がある。Ａ１系列・Ａ２系列の途中までＢ系列が併行し、その後Ａ３系列

に収束してゆくと思われる。

大型建物跡の構造であるが、北や南に庇を持つものがしばしば見受けられ、ＳＢ９０４・９０５以

外は間仕切りを持ち、身舎内は２～３に区切られる。最も大型になるのはＳＢ２で、桁行の総

長は２１．６９ｍである。間尺であるが、８・９・９．５・１０尺が主に認められる。柱穴は、ＳＢ９０３・

９０１は柱穴の底に根石を用いず、直径も１ｍを超えないが、ＳＢ９０４・９０５・２は、柱穴の底に

根石を用い、さらに柱痕の周囲を礫で根固状に組むものも見られ、柱の掘り方直径も１ｍを超

えるものがある。ＳＢ９０６・９０８・９１３の柱穴では、根石を用いないものが主体である。古い段

階の建物には根石を用いないが、ある時期になると柱穴が大型化し根石を用いるようになり、

その後再び根石を伴わなくなるという時期的な傾向が窺われそうである。

出土遺物の傾向と、建物の時期について述べたい。遺構からは、中国産の青花、瀬戸・美濃

系陶器、珠洲が出土している。表土中からは、中国産の青磁碗、白磁皿、近世の肥前や波佐見

大 型 建 物 跡

変 遷 は ７ 期

中国産の青磁碗

Ⅳ 中・近世の遺構

１３



産の陶磁器が出土した。遺物の時期は、最も古いものが青磁碗で、１３世紀末から１４世紀前半で

あるが、表土の出土である。珠洲は、１５世紀代と考えられるが、２点のみの出土である。１６世

紀代の遺物では、青花、白磁、瀬戸・美濃系陶器で、特に瀬戸・美濃系陶器が約１０点ほどとこ

の中では最も多い。江戸時代の肥前・波佐見産の陶磁器は、１７世紀から１８世紀までのものが出

土しているが、表土中からの出土であり、遺構からの出土はほとんど見られない。

出土遺物と、遺構の新旧関係から推定される遺構の時期は、ＳＢ２が１６世紀末から１７世紀初

頭以降、新旧関係よりＳＢ９０４・９５９も、１６世紀末から１７世紀初頭以降となる。ＳＢ９０６は１６世

紀以降で、新旧関係よりＳＢ９１３・９１７・９２４・９４１・９４９・９５３・９７４・９８８も、この時期以降であ

る。ＳＢ９３２は珠洲片口鉢を出土し、１５世紀以降の年代が考えられる。新旧関係により、ＳＢ

９０８・９２５・９３１・９３４もこの時期以降になる。ＳＢ９４８は、出土遺物により１６世紀末から１７世紀

前半以降、ＳＢ９７８は、１６世紀代以降である。

遺物の年代を考慮すると、このブロックは、１５世紀から始まり、１６世紀から１７世紀初頭には、

ＳＢ２を中心とする大型建物が建てられ、江戸時代も、遺構に伴わないが遺物が出土している

ことから、建物の存続が考えられる。系列に当てはめて考えると、Ａ１系列とＢ系列が１５世紀

以降に始まり、１６世紀から１７世紀初頭以降には、Ａ２系列とＢ系列が存続し江戸時代に入り、

Ａ３系列となって小規模ながら建物が存続してゆくと考えられる。

掘立柱建物跡・柵列

ＳＢ９０１（第６図・第５図黒） Ｓ～Ｖ－５～７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行３間、東側から１間目に間仕切りの柱がある。身舎の北側の東側から１・２間に、

張り出し部分を持つ。規模は、桁行１１．５２ｍ（３８尺）、梁行は、西側で６．２１ｍ（２０．５尺）、東側

で張り出し部分を含めると、９．３９ｍ（３１尺）を測る。柱心心間の距離は桁で、８．５・９・１０・

１０．５尺があるが、中心となる間尺は９・１０尺である。梁は西側で、北側から７尺－５尺－８．５

尺である。主軸方向は、Ｎ－９．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径４０～９０㎝の円形・楕円形である。

掘り方覆土は、黒色・暗褐色シルトに、小礫や黄褐色・暗褐色シルトブロックを多量含む。重

複は、ＳＢ９１０・９４２→ＳＢ９０１→ＳＢ９０５・９６２の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、

ＳＢ９１０・９２２と重複する。出土遺物はない。

ＳＡ９０２（第６図・第５図黒） Ｕ・Ｖ－５～７グリッドに位置する。４本の柱穴から構成

される。規模は、総長９．２４ｍ（３０．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－９．０゚ －Ｅである。柱穴は、

直径３５～５５㎝の円形である。当初は、ＳＢ９０１の一部を構成すると考えていたが、柱穴の並び

が合わない部分があるため、分離して建物に付随する柵あるいは塀と考えた。

ＳＢ９０３（第７図・第５図黒） Ｒ～Ｕ－５～７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

６間、梁行２間、庇が北側１面に付く。西側から２間目に間仕切りの柱がある。規模は、桁行

１６．５２ｍ（５４．５尺）、梁行６．８１ｍ（２２．５尺）を測る。柱心心間の距離は、身舎の桁で７．５・８．５・

９・９．５尺があるが、９．５尺が中心である。梁は東西それぞれ１８尺である。主軸方向は、Ｎ－

９．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径約２０～６５㎝の円形で、掘り方覆土は、黒褐色・暗褐色シルト

が主体である。重複は、ＳＢ９１６・９３０→ＳＢ９０３→ＳＢ９０４・９１３・９４２・９５９の新旧関係がある。

また、新旧は不明であるが、ＳＢ２・９２４・９２７・９６２・９８５・９８６と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ２（第８図・第５図黒） Ｒ～Ｖ－４～８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行８

珠 洲

肥前・波佐見産

柵あるいは塀
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間、梁行３間、曲屋状に、北側桁の西から１・２間目から、北へ３間建物が伸びる。規模は９．０９

ｍ×５．３ｍである。また、北側桁の東から１・２間目に、北へ２間延びる張り出し部分がある。

庇は南側の１面に付く。規模は、身舎については、桁行２１．６９ｍ（７１．５尺）、梁行７．７９ｍ（約２５

尺）を測る。柱心心間の距離は桁で、８・８．５・８．８・９・１１尺が確認されるが、主な間尺は８．５

尺である。身舎の梁は、西側で、北から５．５尺－８尺－７尺、東側で北から６尺－８．５尺－５．５

尺である。主軸方向は、Ｎ－８．０゚ －Ｅである。北西張り出し部の、東・西側桁の柱心心間の

距離は、各１０尺等間隔で、北側梁の柱間隔は、西から８尺－９．５尺である。北東張り出し部分

は、北側に９尺延びる。柱穴は、直径３０～１４０㎝の円形・楕円形である。柱穴ｄ・ｇ・ｉ・ｎ・

ｓの底面には、根石が認められる。特に、柱穴ｎ（ＥＰ６５３）では、柱穴底面に根石を据え、

その周囲を礫で根固状に補強を行っている。柱穴ｌでは、断面で直径２５㎝の柱痕が確認され、

掘り方の覆土は褐色や暗褐色シルトで、礫を多く含みしまりは強い。重複は、ＳＢ９０５・９８５・

９８９→ＳＢ２→ＳＢ９０４・９５９の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９０３・９２７・

９２８・９４６・９６６・９８６と重複する。出土遺物であるが、陶磁器は、柱穴ｄ（ＥＰ８４）から第５７図

１６・１７の瀬戸・美濃系陶器灰釉小皿が出土した。木製品は、柱穴ｗ（ＥＰ２４８）から、第７０図

１５８の杭が、柱穴ｐ（ＥＰ５５）から、第７０図１５９の柱材が出土した。礎石は、柱穴ｔ（ＥＰ６２）

出土の第６９図１５１、柱穴ｉ（ＥＰ６５５）出土の第６９図１５２、柱穴ｓ（ＥＰ１３０）出土の第６９図１５０

を図化した。最も新しい遺物の年代は１６世紀末から１７世紀初頭である。

ＳＢ９０４（第９図・第５図赤） Ｓ～Ｕ－５～７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行３間、庇が南北２面に付く。規模は、桁行９．９２ｍ（３２．５尺）、梁行９．１６ｍ（３０．３尺）

を測る。柱心心間の距離は桁で、約７．５・８・８．５尺が確認され、８・８．５尺が中心である。梁

は西側で、北から５．５尺－６．５尺－約６．５尺、東側は撹乱のため、柱穴は不明である。主軸方向

は、Ｎ－７．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径２５～１００㎝の円形・楕円形である。柱穴ａ・ｆには、

根石が認められる。特に、柱穴ａ（ＥＰ６８）では、柱痕の周囲を丸く扁平な自然礫で囲い、根

固状に補強を行っているのが確認された。これらの礎石・根固石は、第６７～６９図１４３～１４９に提

示している。断面で観察された柱痕の直径は約３０㎝程で、掘り方の覆土は黒褐色シルトが主体

で、褐色シルトブロックと小礫を多く含む。重複は、ＳＢ２・９０３・９７８→ＳＢ９０４の新旧関係

がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９１６・９３０・９４２と重複する。出土遺物については、

柱穴ｅ（ＥＰ８５）から、第５７図１７の瀬戸・美濃系陶器灰釉小皿が、柱穴ｋ（ＥＰ９４）から第５７

図２１の珠洲壺が出土した。建物の年代は、新旧関係により１６世紀末から１７世紀初頭以降と考え

られる。

ＳＢ９０５（第９図・第５図赤） Ｒ～Ｕ－５～８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行３間、庇が西と南の２面に付く。身舎の北側桁の東側から１・２間目に、北へ１間

延びる張り出し部分がある。規模は、桁行１２．６０ｍ（４１．５尺）、梁行８．０９ｍ（２６．５尺）を測る。

柱心心間の距離は桁で、８．５・９尺が確認される。梁は西側で、北から１１尺－１２．５尺、東側で

北から約８．５尺－７尺－７尺である。庇と身舎の間隔は、約４尺である。北東部分の張り出し

部分は、身舎から１４尺である。主軸方向は、Ｎ－６．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径３０～１４０㎝の

円形・楕円形である。柱穴ａ・ｂ・ｅ・ｊ・ｖには根石が認められる。柱穴ｊ（ＥＰ５７）の詳

細な平面図を第９図に示した。大きさ４５㎝の扁平な自然石を底面に据えている。出土した礎石

根 石
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は、第６６・６７図１３９～１４１に示した。柱穴の掘り方覆土は、暗褐色シルトで小礫を多く含む。柱

穴ｃ・ｄ・ｋでは、断面で直径約２０～３０㎝の柱痕跡が確認された。重複は、ＳＢ９０１・９２７・９２８・

９４０・９４５→ＳＢ９０５→ＳＢ２・９０６・９２２・９２７・９３５・９６０・９７４の新旧関係がある。また、新旧

は不明であるが、ＳＢ９１０と重複する。

ＳＢ９０６（第１０図・第５図黒） Ｑ～Ｓ－４～７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行３間、庇が南側１面に付く。桁の北から１間目・梁の西から１間目以外は、全て間

仕切りの柱が入り、総柱状になる。規模は、桁行１４．０７ｍ（４６．５尺）、梁行８．０４ｍ（２６．５尺）を

測る。柱心心間の距離は桁で、８．５・９．５・１０・１０．５尺が確認され、８．５・１０・１０．５尺が主に使

用される。庇と身舎の距離は６．５尺である。梁は北側で、西から９尺－９尺－８．５尺である。主

軸方向は、Ｎ－９．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～８０㎝の円形・楕円形で、掘り方覆土は、

黒褐・暗褐色シルトで、にぶい黄褐色シルトブロックや礫を多く含む。断面で観察された柱痕

は、柱穴ｈ・ｉ・ｆで直径約２０～２５㎝程である。重複は、ＳＢ９０５・９０８・９１１・９３７・９４０・９６０・

９７６・９８１・９８２→ＳＢ９０６→ＳＢ９７４の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９２６・

９８４と重複する。他に建物の西・南辺に巡る溝跡、ＳＤ２３３がある。出土遺物は、柱穴ｏ（ＥＰ

７９）から第５７図１１の瀬戸・美濃系陶器天目茶碗が、柱穴ｇ（ＥＰ４５）から第６６図１３７の礎石が

出土した。遺物の年代は１６世紀である。

ＳＢ９０７（第１０図・第５図赤） Ｏ～Ｒ－３～５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行２間である。東側から２間目の建物中央に間仕切りの柱がある。規模は、桁行１１．８２

ｍ（３９尺）、梁行５．３ｍ（１７．５尺）を測る。柱心心間の距離は、北側桁で、西から９尺－１０尺－

９．５尺－１０．５尺、南側桁で、東から１１尺－９尺、梁は東側で、北側から９．５尺－８尺である。主

軸方向は、Ｎ－１．０゚ －Ｗである。柱穴は、直径３０～９０ｍの円形である。重複は、ＳＢ９５２・９７６

→ＳＢ９０７→ＳＢ９１３の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９０８・９２６・９３２・９６９

と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９０８（第１１図・第５図赤） Ｎ～Ｑ－４～６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行３間、西側から１間目の桁の列と、北側から１間目の列に間仕切りの柱（柱穴ｏ・

ｐ・ｑ・ｒ）が入る。庇は南側の１面に付く。規模は、桁行１１．５２ｍ（３８尺）、梁行９．５４ｍ（３１．５

尺）を測る。柱心心間の距離は、北側桁で、西から８．５尺－９尺－１０尺－１０．５尺、梁は西側で、

北側から８．５尺－８尺－１０尺、東側で北から、８尺－９尺－１０．５尺である。庇の身舎からの距

離は、西側梁で１．４４ｍ（約４．７尺）、東側梁で１．２１ｍ（４尺）である。主軸方向は、Ｎ－９．５゚

－Ｅである。柱穴は、直径４５～１１０㎝の円形・楕円である。重複は、ＳＢ９１４・９２６・９２９・９３２・

９４７・９５５・９６３・９６９→ＳＢ９０８→ＳＢ９０６・９２５の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、

ＳＢ９０７・９３４・９７１・９８６と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９０９（第１１図・第５図黒） Ｓ～Ｖ－４・５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行２間である。東側の梁に１間幅の張り出し部分を持つ。西側から１・２間目に間仕

切りの柱を持つ。規模は、桁行１１．２２ｍ（３７尺）、梁行５．４６ｍ（１８尺）を測る。張り出し部分は、

北側の桁側で７尺、梁側で９尺である。柱心心間の距離は、北側桁で、西から９．５尺－９．５尺－

９尺－９尺、南側桁も北側桁と各々の柱心心間距離は同じである。梁は、東西とも７尺等間隔

である。主軸方向は、Ｎ－５．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～１１０㎝の円形・楕円形で、掘り
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方覆土は黒褐色シルトで、にぶい黄褐色シルトブロックや小礫を多く含む。断面で観察された

柱痕は、柱穴ｆ・ｎで直径約１５㎝である。重複は、ＳＢ９０９→ＳＢ９１５・９３８・９６２・９８０の新旧

関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９１０・９１３・９１６・９２０・９３９・９８７と重複する。出

土遺物はない。

ＳＢ９１０（第１２図・第５図黒） Ｔ～Ｖ－５～７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行２間、庇が北側１面に付く。身舎の北側から１・２間目に間仕切りの柱がある。規

模は、桁行１０．６１ｍ（３５尺）、梁行５．１５ｍ（１７尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－９．０゚ －Ｅである。

柱穴は、直径３０～７０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９１０→ＳＢ９０１の新旧関係がある。

また、新旧は不明であるが、ＳＢ９０５・９０９・９４５と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９１１（第１２図・第５図黒） Ｑ～Ｓ－３～５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行２間、西側梁の１間に張り出し部分を持つ。規模は、桁行が北側で８．９３ｍ（２９．５尺）、

梁行が西側で５．９１ｍ（１９．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１１．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５

～７０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９１２・９１５・９４３→ＳＢ９１１→ＳＢ９０６・９５１・９８１の

新旧関係がある。新旧は不明であるが、ＳＢ９１３・９１７と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９１２（第１２図・第５図黒） Ｏ～Ｑ－４・５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行２間、庇が北側に付くが、東側の１間が欠ける。西側から１間目に間仕切りの柱が

ある。規模は、桁行１０．６７ｍ（３５．２５尺）、梁行７．１７ｍ（２３．７５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－５．０゚

－Ｅである。柱穴は、直径３５～９０㎝の円形である。重複は、ＳＢ９１４・９３７・９７７→ＳＢ９１２→Ｓ

Ｂ９１１・９５７・９７０の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９２４・９３４と重複する。

出土遺物は、柱穴ｈ（ＥＰ７１８）から第６５図１２６の徳利が出土した。遺物は明治から大正の時期

であるため、柱穴に撹乱が入ったと思われる。

ＳＢ９１３（第１３図・第５図黒） Ｑ～Ｔ－４・５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

６間、梁行２間、庇が北側１面に付く。西側から１～３間目に間仕切りの柱がある。また、東

側梁に１間幅の張り出し部分がある。規模は、桁行１４．８４ｍ（４９尺）、梁行５．４５ｍ（１８尺）を測

る。身舎の柱心心間の距離は、主に８尺が用いられる。主軸方向は、Ｎ－６．５゚ －Ｅである。

柱穴は、直径４０～１００㎝の円形で、掘り方覆土は黒褐色シルトで小礫を含む。断面で観察され

た柱痕の直径は、柱穴ｅで約１５㎝である。重複は、ＳＢ９０３・９０７・９０９・９１５・９１７・９１８・９２０・

９２６・９４０・９４１・９４３・９５２・９７２・９８０・９８１・９８７・９８８・ＳＤ２３３→ＳＢ９１３の新旧関係がある。

また、新旧は不明であるが、ＳＢ９１１・９１６・９４７・９６２・９７６と重複する。出土遺物はない。建

物の年代は、新旧関係により１６世紀以降と考えられる。

ＳＢ９１４（第１３図・第５図青） Ｏ～Ｑ－３～５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行２間、東側から１間目に間仕切りの柱がある。規模は、桁行１０．１５ｍ（３３．５尺）、梁

行５．４５ｍ（１８尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－８．０゚ －Ｗである。柱穴は、直径４５～６０㎝の円形

である。重複は、ＳＢ９３３・９７１→ＳＢ９１４→ＳＢ９０８・９１２・９２９の新旧関係がある。また、新旧

は不明であるが、ＳＢ９３７と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９１５（第１４図・第５図青） Ｒ～Ｕ－４・５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

５間、梁行２間である。規模は、桁行１１．５１ｍ（３８尺）、東側の梁行４．２４ｍ（１４尺）を測る。西

側の梁行は、３．９４ｍ（１３尺）と１尺短い。主軸方向は、Ｎ－２．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径

間仕切りの柱
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３０～８０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９０９→ＳＢ９１５→ＳＢ９１１・９１３・９３９・９６２・９８３

の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９５９・９６７・９８４と重複する。出土遺物は

ない。

ＳＢ８４１（第１４図・第５図赤） Ｓ～Ｕ－２～４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行１間、庇が南北２面に付く。規模は、桁行８．４９ｍ（２８尺）、梁行７．８４ｍ（２５．５尺）

を測る。主軸方向は、Ｎ－６．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径２５～６５㎝の円形・楕円形である。

重複は、ＳＢ８４１→ＳＢ９４３→ＳＢ９４０の新旧関係がある。出土遺物であるが、柱穴ｈ（ＥＰ８１８）

から第７０図１５４の礎石と、柱穴ｐ（ＥＰ８１７）から第６９図１５３の礎石が出土した。

ＳＢ９１６（第１４図・第５図赤） Ｓ～Ｕ－４～６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行２間、庇が南側に付く。西側から１間目に間仕切りの柱が入ると推定される。規模

は、北側の桁行９．２４ｍ（３０．５尺）、東側の梁行７．３７ｍ（２４．４５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１３．５゚

－Ｗである。柱穴は、直径３５～９０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９３９・９５０→ＳＢ９１６

→ＳＢ９０３の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９０４・９０９・９１３・９１８・９６７・９８１・

９８７と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９１７（第１５図・第５図赤） Ｑ・Ｒ－４・５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行２間、庇が北側１面に付く。規模は、北側の桁行７．４３ｍ（２４．５尺）、梁行６．６６ｍ（２２

尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３０～６０㎝の円形・楕円形であ

る。重複は、ＳＢ９２３・９５２・ＳＤ２３３→ＳＢ９１７→ＳＢ９１３・９２４の新旧関係がある。また、新旧

は不明であるが、ＳＢ９１１・９４１と重複する。出土遺物はない。建物の年代は、新旧関係により

１６世紀以降と考えられる。

ＳＢ９１８（第１５図・第５黒） Ｓ・Ｔ－４・５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３

間、梁行２間である。西側から１間目に間仕切りの柱がある。規模は、南側の桁行７．２３ｍ（２３．９

尺）、梁行５．００ｍ（１６．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１５．０゚ －Ｗである。柱穴は、直径３５～

６０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９３８・９４３→ＳＢ９１８→ＳＢ９１３・９２０・９２４・９３９・９５１・

９５９・９８１・９８３の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９１６・９４０・９６７・９８７・９８９

と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９１９（第１５図・第５図黒） Ｓ～Ｕ－８・９グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行２間と推定される。西側から１間目に間仕切りの柱がある。規模は、桁行７．８８ｍ（２６

尺）、梁行５．４６ｍ（１８尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１９．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３０～４５

㎝の円形・楕円形である。重複、出土遺物はない。

ＳＢ９２０（第１５図・第５図黒） Ｒ～Ｔ－４・５グリッドに位置する。構造は、西側の１間

を庇と考えると、身舎の桁行２間、梁行２間となる。中央に間仕切りの柱がある。規模は、南

側の桁行８．４１ｍ（２７．５尺）、東側の梁行６．０６ｍ（２０尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－３．５゚ －Ｅで

ある。柱穴は、直径３０～６０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９１８・９４２・９８７→ＳＢ９２０→

ＳＢ９１３の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９０９・９８０・９８１と重複する。出土

遺物はない。

ＳＢ９２１（第１６図・第５図赤） Ｏ・Ｐ－３～５グリッドに位置する。構造は、北側の１間

を身舎とすると、桁行３間、梁行２間となる。規模は、桁行７．４３ｍ（２４．５尺）、北側の梁行６．２１
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ｍ（２０．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－５．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～８０㎝の円形・楕

円形である。重複は、ＳＢ９６９→ＳＢ９２１→ＳＢ９４４の新旧関係がある。また、新旧は不明であ

るが、ＳＢ９３１・９７５と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９２２（第１６図・第５図青） Ｓ～Ｕ－７・８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行２間である。西側から１間目に間仕切りの柱がある。規模は、桁行６．４５ｍ（２１尺）、

東側の梁行４．５５ｍ（１５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－２．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径３０～５０

㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９０５・９２８→ＳＢ９２２の新旧関係がある。また、新旧は

不明であるが、ＳＢ９０１・９４５と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ８４２（第１６図・第５図赤） Ｔ～Ｖ－１・２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行２間である。規模は、南側の桁行９．２４ｍ（３０．５尺）、梁行４．７０ｍ（１５．５尺）を測る。

主軸方向は、Ｎ－４．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径２５～５０㎝の円形である。重複、出土遺物は

ない。

ＳＢ９２３（第１６図・第５図赤） Ｏ～Ｑ－５・６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行２間である。規模は、桁行７．２６ｍ（２４尺）、梁行４．５４ｍ（１５尺）を測る。主軸方向

は、Ｎ－６．５゚ －Ｗである。柱穴は、直径３０～５５㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９２３→

ＳＢ９１７・９３１・９３５の新旧関係がある。出土遺物はない。

ＳＢ９２４（第１７図・第５図黒） Ｑ～Ｓ－４～６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行２間である。中央に柱が２本あり、総柱状になる。規模は、桁行６．０６ｍ（２０尺）、

梁行６．２１ｍ（２０．５尺）を測る。主軸方向は、真北となる。柱穴は、直径３０～７０㎝の円形・楕円

形である。重複は、ＳＢ９６０→ＳＢ９２４→ＳＢ９１７・９１８・９３７の新旧関係がある。また、新旧は

不明であるが、ＳＢ９０３・９１２・９４１・９４３・９８９と重複する。出土遺物はない。建物の年代は、

新旧関係により１６世紀以降と考えられる。

ＳＢ９２５（第１７図・第５図黒） Ｏ・Ｐ－４～６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行２間である。北側から１間目に間仕切りの柱がある。規模は、桁行７．２７ｍ（２４尺）、

梁行５．００ｍ（１６．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－２．５゚ －Ｗである。柱穴は、直径４５～８０㎝の

円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９０８・ＳＤ３３５→ＳＢ９２５の新旧関係がある。出土遺物はな

い。

ＳＢ９２６（第１７図・第５図赤） Ｐ・Ｑ－４～６グリッドに位置する。構造は、北側１間目

を身舎に含めると、身舎の桁行３間、梁行２間である。北側から１間目に間仕切りの柱がある。

規模は、西側の桁行６．６６ｍ（２２尺）、梁行５．１５ｍ（１７尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１．０゚ －Ｅ

である。柱穴は、直径２５～５０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９２６→ＳＢ９０８・９１３・９３２

の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９０６・９０７・９３４・９４７・９６０と重複する。

出土遺物はない。

ＳＢ９２７（第１７図・第５図黒） Ｒ～Ｔ－５～７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行２間である。規模は、桁行８．４９ｍ（２８尺）、梁行６．０６ｍ（２０尺）を測る。主軸方向

は、Ｎ－７．５゚ －Ｗである。柱穴は、直径約２０～６０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９０５・

９６２→ＳＢ９２７の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ２・９０３・９６０・９８１と重複

する。出土遺物はない。

総 柱 状

Ⅳ 中・近世の遺構

１９



ＳＢ９２８（第１７図・第５図赤） Ｓ・Ｔ－７・８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行２間である。規模は、桁行６．８１ｍ（２２．５尺）、梁行３．５６ｍ（１１．７５尺）を測る。主軸

方向は、Ｎ－８．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径２０～４５㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ

９２８→ＳＢ９０５・９２２の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ２・９７４と重複する。

出土遺物はない。

ＳＢ９２９（第１８図・第５図黒） Ｎ・Ｏ－４～６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

２間、梁行２間で、南側に庇を持つ。中央に間仕切りの柱がある。規模は、西側の桁行８．７９ｍ

（２９尺）、梁行６．１３ｍ（２０．２５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－４．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径

５０～８５㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９１４・９６４→ＳＢ９２９→ＳＢ９０８の新旧関係がある。

出土遺物はない。

ＳＢ９３０（第１８図・第５図黒） Ｓ・Ｔ－７・８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

２間、梁行２間である。中央に間仕切りの柱がある。規模は、南北を桁とすると、桁行５．７６ｍ

（１９尺）、梁行４．８４ｍ（１６尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－６．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～

６５㎝の円形である。重複は、ＳＢ９３０→ＳＢ９０３の新旧関係がある。また、ＳＢ９０４と重複する

が、新旧関係は不明である。出土遺物はない。

ＳＢ９３１（第１８図・第５図赤） Ｏ・Ｐ－４・５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

２間、梁行２間である。建物中央に間仕切りの柱がある。北側に庇が付く。南側には、１間幅

で張り出し部分がある。規模は、桁行６．６７ｍ（２２尺）、梁行５．１５ｍ（１７尺）を測る。主軸方向

は、Ｎ－６．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径４０～８０㎝の円形である。重複は、ＳＢ９２３・９３４・９６１

→ＳＢ９３１の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９２１・９４９と重複する。出土遺

物はない。

ＳＢ９３２（第１８図・第５図黒） Ｏ～Ｑ－４・５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

２間、梁行２間である。建物中央に間仕切りの柱がある。規模は、東西を桁とすると、桁行５．６１

ｍ（１８．５尺）、梁行４．７０ｍ（１５．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－９．５゚ －Ｅである。柱穴は、直

径４０～７５㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９２６・９３２→ＳＢ９０８・９３４の新旧関係がある。

また、新旧は不明であるが、ＳＢ９０７・９４７と重複する。出土遺物は、柱穴ｃ（ＥＰ７２１）から

第５７図２２の珠洲片口鉢が出土した。遺物の年代は１５世紀代と考えられる。

ＳＢ９３３（第１８図・第５図赤） Ｐ・Ｑ－３・４グリッドに位置する。構造は、南側の１間

を身舎に含めると、身舎の桁行２間、梁行２間である。建物中央に間仕切りの柱がある。規模

は、東西を桁とすると、桁行４．３６ｍ（約１４．４尺）、梁行３．７９ｍ（１２．５尺）を測る。主軸方向は、

Ｎ－４．０゚ －Ｗである。柱穴は、直径２５～４０㎝の円形である。重複は、ＳＢ９３３→ＳＢ９１４の新

旧関係がある。出土遺物はない。

ＳＢ９３４（第１９図・第５図赤） Ｐ・Ｑ－３～５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

２間、梁行２間である。建物中央に間仕切りの柱がある。規模は、桁行７．４３ｍ（２４．５尺）、梁

行６．０６ｍ（２０尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１４゚ －Ｗである。柱穴は、直径３５～４０㎝の円形で

ある。重複は、ＳＢ９３２→ＳＢ９３４→ＳＢ９３１の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、

ＳＢ９０８・９１２・９２６・９６９・９７０と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９３５（第１９図・第５図黒） Ｐ～Ｒ－５・６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行
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３間、梁行１間である。南側に庇があるが、南西隅の１間が欠ける。規模は、桁行９．０９ｍ（３０

尺）、梁行５．３０ｍ（１７．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－３．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径２５～４５

㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９０５・９２３・９４２・９５５→ＳＢ９３５の新旧関係がある。出

土遺物はない。

ＳＢ９３６（第１９図・第５図黒） Ｑ～Ｓ－６～８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

２間、梁行２間である。建物中央に間仕切りの柱がある。規模は、南北を桁とすると、桁行５．３０

ｍ（１７．５尺）、梁行５．００ｍ（１６．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１２．５゚ －Ｅである。柱穴は、

直径３５～８０㎝の円形・楕円形である。新旧は不明であるが、ＳＢ９５５と重複する。出土遺物は

ない。

ＳＢ９３７（第１９図・第５図赤） Ｐ・Ｑ－４・５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

２間、梁行２間である。規模は、桁行６．８１ｍ（２２．５尺）、梁行４．７０ｍ（１５．５尺）を測る。主軸

方向は、Ｎ－６．０゚ －Ｗである。柱穴は、直径３０～５０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ

９３７→ＳＢ９０６・９１２・９２４・９４１の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９１４・９５７・

９７７と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９３８（第１９図・第５図赤） Ｔ・Ｕ－３～５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

２間、梁行２間である。規模は、桁行５．７６ｍ（１９尺）、梁行４．５４ｍ（１５尺）を測る。主軸方向

は、Ｎ－１３．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～６０㎝の円形である。重複は、ＳＢ９０９・９６５→Ｓ

Ｂ９３８→ＳＢ９１８・９８３の新旧関係がある。また、新旧は不明であるがＳＢ９３９・９８１と重複する。

出土遺物はない。

ＳＢ９３９（第２０図・第５図青） Ｓ～Ｕ－４・５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行１間である。北側に庇をもつ。規模は、北側の桁行で８．９３ｍ（３０．５尺）、西側の梁

行で４．４０ｍ（１４．５尺）を測る。柱心心間の距離は、主軸方向は、Ｎ－１３．０゚ －Ｅである。柱穴

は、直径３５～７０㎝の円形である。重複は、ＳＢ９１５・９１８→ＳＢ９３９→ＳＢ９１６・９５１・９８３・９８９

の新旧関係がある。また、ＳＢ９０９・９３８と重複するが、新旧は不明である。出土遺物はない。

ＳＢ９４０（第２０図・第５図赤） Ｓ・Ｔ－３～６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

５間、梁行１間である。規模は、桁行１１．９７ｍ（４０尺）、梁行３．３３ｍ（１１尺）を測る。主軸方向

は、Ｎ－１１．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～６０㎝の円形・楕円形である。

重複は、ＳＢ８４１・９４３→ＳＢ９４０→ＳＢ９０５・９０６・９１３の新旧関係がある。また、新旧は不明

であるが、ＳＢ９１８と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９４１（第２０図・第５図黒） Ｑ・Ｒ－４～６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行１間である。規模は、桁行１０．００ｍ（３３尺）、梁行３．４８ｍ（１１．５尺）を測る。主軸方

向は、Ｎ－７．０゚ －Ｗである。柱穴は、直径３５～６５㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９３７・

９６０・９８８→ＳＢ９４１→ＳＢ９１３の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９１７・９２４・

９５９と重複する。出土遺物はない。建物の年代は、新旧関係により１６世紀以降と考えられる。

ＳＢ９４２（第２０図・第５図赤） Ｒ～Ｔ－５・６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行１間である。規模は、桁行１０．１５ｍ（３３．５尺）、梁行３．６３ｍ（１２尺）を測る。主軸方

向は、Ｎ－１０．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径４０～６５㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９０３

→ＳＢ９４２→ＳＢ９０１・９２０・９３５の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９０４と重

桁 行 ２ 間 、
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複する。出土遺物はない。

ＳＢ８４０（第２０図・第５図黒） Ｏ・Ｐ－２・３グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行１間である。規模は、南側の桁行７．５８ｍ（２５尺）、梁行３．７９ｍ（１２．５尺）を測る。

主軸方向は、Ｎ－０．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径３０～５０㎝の円形である。重複、出土遺物は

ない。

ＳＢ９４３（第２１図・第５図黒） Ｒ～Ｔ－４・５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

４間、梁行１間である。規模は、桁行１１．０６ｍ（３６．５尺）、梁行３．３３ｍ（１１尺）を測る。主軸方

向は、Ｎ－１０．０゜－Ｗである。柱穴は、直径３０～８０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ

８４１・９８７→ＳＢ９４３→ＳＢ９１１・９１３・９１８・９４０の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、

ＳＢ９２４・９５０・９８９と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９４４（第２１図・第５図黒） Ｏ・Ｐ－３・４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行１間である。規模は、桁行８．６４ｍ（２８．５尺）、梁行４．０９ｍ（１３．５尺）を測る。主軸

方向は、Ｎ－４．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径３０～５０㎝の円形である。重複は、ＳＢ９２１→ＳＢ

９４４の新旧関係がある。出土遺物はない。

ＳＢ９４５（第２１図・第５図赤） Ｓ・Ｔ－７・８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行１間である。規模は、南側の桁行７．９２ｍ（２６尺）、梁行３．１０ｍ（１０尺）を測る。主

軸方向は、Ｎ－６．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３０～４０㎝の円形・楕円形である。重複は、Ｓ

Ｂ９４５→ＳＢ９０５の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９１０・９２２と重複する。出

土遺物はない。

ＳＢ９４６（第２１図・第５図赤） Ｓ～Ｕ－７・８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行１間である。規模は、北側の桁行６．６７ｍ（２２尺）、西側の梁行３．３３ｍ（１１尺）を測

る。主軸方向は、Ｎ－９．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～７０㎝の円形・楕円形である。新旧

は不明であるが、ＳＢ２と重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９４７（第２１図・第５図赤） Ｐ・Ｑ－３～５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

３間、梁行１間である。規模は、桁行７．２６ｍ（２４尺）、梁行３．９４ｍ（１３尺）を測る。主軸方向

は、Ｎ－６．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～７５㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ９７０→

ＳＢ９４７→ＳＢ９０８の新旧関係がある。また、新旧は不明であるが、ＳＢ９１３・９２６・９３２・９５７と

重複する。出土遺物はない。

ＳＢ９４８（第２１図・第５図黒） Ｕ・Ｖ－７・８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行

２間、梁行１間である。規模は、北側の桁行５．５４ｍ（約１８．３尺）、梁行２．１２ｍ（７尺）を測る。

主軸方向は、Ｎ－９．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径２５～５０㎝の円形・楕円形である。重複はな

い。出土遺物は、柱穴ｂ（ＥＰ６１５）から第５７図７の青花小坏が出土した。遺物の年代は１６世

紀末から１７世紀前半である。

以上のように、１／１００の平面図を掲載した掘立柱建物跡について述べた。ＳＢ９４９～９８９に

ついては、梁間が１間で桁行が数間の規模の建物であるが、これについては表４で内容を提示

することとした。平面図は第５図に示した。

青 花 小 坏
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２ 第２遺構ブロック（Ｂ区北）

第２遺構ブロックの概要

第２遺構ブロック（第２２図）では、１５棟の掘立柱建物跡を確認した。南側には、やや小規模

な掘立柱建物跡が集中し、北側には桁行が１５ｍ近くに及ぶやや大型の掘立柱建物跡が分布する。

このブロックからは、遺物の出土がほとんどないため、建物跡の時期的位置づけが困難である。

第２遺構ブロック建物重複関係図を第５６図に示した。建物跡の配置状況であるが、ブロックの

南側に最も柱穴の集中する地点がある。この地点には、桁行が３・４間の建物跡、ＳＢ７１４・

７２６・７２７・９９１・９９２があり、小型の建物跡では、身舎の規模が２×１間のＳＢ９９０・９９３がある。

この中の遺構では、ＳＢ７２６→７１４の新旧関係がある。これらのまとまりを、第２遺構ブロック

南としておく。

第２遺構ブロック南より北側に、建物の規模が５×２、４×２間などのやや大型の建物があ

る。第２遺構ブロック南に重複して、ＳＢ７１９・９９４がある。柱穴の重複があるが、新旧関係は

不明である。この２棟は、時間的に前後するものと推定される。この建物よりさらに北側に、

重複してやや大型のＳＢ７１５・８４４があり、小型の建物跡ＳＢ９９５・９９６がある。この建物の新旧

関係は、ＳＢ７１５→ＳＢ８４４、ＳＢ９９５→ＳＢ９９６である。これらを第２遺構ブロック中央とする。

第２遺構ブロックの北端には、ＳＢ９９７・９９８の２棟の建物跡がある。

互いのブロックは新旧関係に乏しく、時期的な変遷は不明であるが、あえて推測すれば、第

２遺構ブロック南は、重複する建物が多く、規模や柱穴がやや小型であること、第２遺構ブロッ

ク中央が、建物の規模が大型で柱穴の掘り方もやや大きいことより、第２遺構ブロック南から

中央へ、建物の規模を大型化しながら建替えられていったと考えられる。

掘立柱建物跡

ＳＢ７１４（第２４図） Ｊ～Ｌ－５～７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

２間、庇が南側と東側の２面に付く。東側から１間目に間仕切りの柱がある。規模は、桁行１０．９０

ｍ（３６尺）、梁行７．６８ｍ（約２５．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－７．５゚ －Ｅである。柱穴は、直

径４０～６０㎝の円形である。重複は、ＳＢ７２６→ＳＢ７１４の新旧関係がある。出土遺物はない。

ＳＢ９９０（第２４図） Ｉ・Ｊ－６・７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

１間、庇が南北２面に付く。規模は、桁行６．６６ｍ（２２尺）、梁行４．５５ｍ（１５尺）を測る。柱穴

は、直径２５～７０㎝の円形である。主軸方向は、Ｎ－５．０゚ －Ｅである。重複、出土遺物はない。

ＳＢ７２６（第２５図） Ｊ～Ｌ－５～７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

２間である。規模は、桁行１０．３９ｍ（３４．５尺）、梁行６．２１ｍ（２０．５尺）を測る。庇が東・西・南

側の３面に付くが、４面庇の可能性も考えられる。柱穴は、直径４０～７０㎝の円形・楕円形であ

る。主軸方向は、Ｎ－７．０゚ －Ｅである。出土遺物はない。重複は、ＳＢ７２６→ＳＢ７１４の新旧

関係がある。

ＳＢ７２７（第２５図） Ｊ～Ｌ－５・６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

１間、南北２面に庇がつく。規模は、桁行８．１９ｍ（２７尺）、梁行６．００ｍ（１９．８尺）を測る。柱

穴は、直径３５～６０㎝の円形である。主軸方向は、Ｎ－８．５゚ －Ｅである。重複関係、出土遺物

はない。

桁行が３・４間
の 建 物 跡

Ⅳ 中・近世の遺構

２３



ＳＢ９９１（第２６図） Ｊ～Ｌ－５～７に位置する。構造は、身舎の桁行４間、梁行１間で、

北側に庇が付く。規模は、桁行１２．７２ｍ（４２尺）、梁行６．２１ｍ（２０．５尺）を測る。柱穴は、直径

３５～６５㎝の円形である。主軸方向は、Ｎ－５．５゚ －Ｅである。重複関係、出土遺物はない。

ＳＢ９９２（第２６図） Ｊ～Ｌ－５～７に位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行１間であ

る。規模は、桁行７．８８ｍ（２６尺）、梁行５．４５ｍ（１８尺）を測る。柱穴は、直径３５～５０㎝の円形

である。主軸方向は、Ｎ－９．５゚ －Ｅである。重複関係、出土遺物はない。

ＳＢ９９３（第２６図） Ｌ・Ｍ－６・７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

１間で、南側に庇が付く。規模は、桁行４．５４ｍ（１５尺）、梁行４．７０ｍ（１５．５尺）を測る。柱穴

は、直径３０～５５㎝の円形である。主軸方向は、Ｎ－５．０゚ －Ｅである。他の遺構との重複関係

であるが、ＳＤ６８５→ＳＢ９９３の新旧関係がある。出土遺物はない。

ＳＢ７１９（第２７図） Ｉ～Ｌ－４～６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行５間、梁行

２間で、東側から１間目と２間目に間仕切りがある。庇は、南北と東の３面に付く。規模は、

桁行１６．８５ｍ（５５．５尺）、梁行９．４４ｍ（約３１尺）を測る。柱穴は、直径３０～９５㎝の円形である。

主軸方向は、Ｎ－４．０゚ －Ｅである。ＳＢ９９４と柱穴ａ・ｌで重複するが、新旧関係は不明であ

る。出土遺物はない。

ＳＢ９９４（第２８図） Ｈ～Ｋ－４～６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行５間、梁行

２間である。東側から１間目に間仕切りがある。南側と西側の２面に庇が付く。規模は、桁行

１５．９２ｍ（５２．５尺）、梁行６．５１ｍ（２１．５尺）を測る。柱穴は、直径３０～９０㎝の円形・楕円形であ

る。主軸方向は、Ｎ－８．５゚ －Ｅである。出土遺物はない。ＳＢ７１４と柱穴ｂ・ｒで重複するが、

新旧関係は不明である。遺物はない。

ＳＢ９９５（第２８図） Ｋ・Ｌ－３・４に位置する。構造は、身舎が桁行２間、梁行１間で、

北側に庇が付く。規模は、桁行６．３６ｍ（２１尺）、梁行３．６３ｍ（１２尺）を測る。柱穴は、直径３５

～７５㎝の円形である。主軸方向は、Ｎ－０．５゚ －Ｅである。ＳＢ９９５→ＳＢ９９６の重複がある。

出土遺物はない。

ＳＢ９９６（第２８図） Ｋ・Ｌ－３・４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

１間である。規模は、桁行５．４５ｍ（１８尺）、梁行３．４８ｍ（１１．５尺）を測る。柱穴は、直径３０～

３５㎝の円形である。主軸方向は、Ｎ－１．０゚ －Ｗである。ＳＢ９９５→ＳＢ９９６の重複がある。出

土遺物はない。

ＳＢ７１５（第２９図） Ｈ～Ｋ－３・４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行４間、梁行

２間である。東から１間目と２間目に間仕切りの柱があり、田の字状になる。規模は、南側の

桁行１１．９７ｍ（３９．５尺）、西側の梁行７．５８ｍ（２５尺）を測る。柱穴は、直径４０～１１５㎝の円形・

楕円形である。主軸方向は、Ｎ－１．０゚ －Ｗである。ＳＢ７１５→ＳＢ８４４の重複関係がある。出

土遺物はない。

ＳＢ９９７（第２９図） Ｋ～Ｍ－１・２に位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行１間であ

る。規模は、桁行５．５６ｍ（１８．５尺）、梁行３．９４ｍ（１３尺）を測る。柱穴は、直径３０～６０㎝の円

形・楕円形である。主軸方向は、Ｎ－９．０゚ －Ｅである。重複関係、出土遺物はない。

ＳＢ８４４（第３０図） Ｋ～Ｍ－３・４に位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行２間であ

る。南北と東側の３面に庇が付く。規模は東西（桁行）７．５７ｍ（２５尺）、南北（梁行）８．０３ｍ

桁 行 ５ 間 、
梁 行 ２ 間
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（２６．５尺）を測る。さらに西側に建物が延びる可能性も考えられる。柱穴は、直径４０～８５㎝の

円形・楕円形である。主軸方向は、Ｎ－１．０゚ －Ｅである。ＳＢ７１５→ＳＢ８４４の重複関係があ

る。出土遺物はない。

ＳＢ９９８（第３０図） Ｌ・Ｍ－０～２に位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行２間であ

る。規模は、桁行９．０９ｍ（３０尺）、梁行４．５４ｍ（１５尺）を測る。柱穴は、直径３５～７５㎝の円形・

楕円形である。主軸方向は、Ｎ－７．０゚ －Ｅである。重複関係、出土遺物はない。

溝跡（第２２図）

ＳＤ６８５ 第２遺構ブロック東端に位置する。南北に走る溝跡である。２つに分かれるが同

一の溝とした。南側の溝は長さ１０．５ｍ、北側の溝は長さ１０．７ｍで、現代の撹乱、ＳＤ７００に切

られている。幅は、３５～６０㎝、深さは約２０～３０㎝である。覆土は暗褐色・黒褐色シルトで礫・

粗砂を含む。自然堆積と考えられる。性格は、区画溝としての役割が考えられる。ＳＤ６８５→

ＳＢ９９３の重複関係がある。

土坑（第３０図）

ＳＫ６０５ Ｄ－４グリッドに位置する。平面形は不整楕円形で、大きさは９５×８４㎝、深さは

２６㎝である。地山の砂礫層を掘り込んでいる。覆土中から、第５９図３５の肥前産陶器皿が出土し

ている。完形品である。遺物の年代は、１５８０～１６１０年代である。

３ 第３・４遺構ブロック（Ｂ区南）

第３遺構ブロックの概要

第３遺構ブロック（第２３図上半）では、５６棟の建物跡を検出した。柱穴の分布は、第１遺構

ブロックに次いで密集している。ブロック中央部分には、直径１ｍに及ぶ大型の掘り方の柱穴

が集中している。出土遺物は、特に１７世紀代のものが多い。それ以前の１６世紀末から１７世紀前

半の肥前陶器も少量ながら認められる。１６世紀代の白磁・青花も出土しているが、僅かである。

遺物から考えると、この遺構ブロックは１６世紀前後から始まり、１７世紀から１９世紀に至るまで

存続したと考えられる。次に出土遺物と遺構の新旧関係から推定される建物の時期を以下に述

べる。建物の新旧関係は、第５６図の第３遺構ブロック建物重複関係図と、表４に示した。

１６世紀から１７世紀以降の建物跡…１棟（ＳＢ１０００）

１６世紀末から１７世紀前半以降の建物跡…２棟（ＳＢ１００３・１０４５）

１７世紀前半以降の建物跡…４棟（ＳＢ１０１０・１０１２・１０１３・１０３５・１０３７）

１７世紀中葉から末葉以降の建物跡…１０棟（ＳＢ１００４・１００６・１００７・１０１８・１０１９・１０２２・

１０２３・１０２５・１０２８・１０４７）

１７世紀後半から１８世紀前半以降の建物跡…１棟（ＳＢ１０１５）

１８世紀から１９世紀以降の建物跡…３棟（ＳＢ１００２・１００５・１０１１）

江戸時代と考えられるが、詳細な時期が不明の建物跡…１棟（ＳＢ１０１６）

時期の推定可能な建物は、１７世紀中葉から後葉以降にかけてが最も多い。傾向としては、Ｓ

Ｂ１００２・１００４・１０１５・１０２３・１０２５・１０２８など、柱穴の掘り方の直径が１ｍ近くに及ぶ建物は、

１７世紀代の遺物を伴う傾向がある。遺物を伴わないが、同様の柱穴を持つ建物として、ＳＢ

１００１・１００８などは、１７世紀代以降の時期と推定される。また、ＳＢ１０３５は、礎石建物になると
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推定され、これを切る建物跡もないため、江戸時代でも新しい時期と考えられる。

中世の建物の存在も考えられるが、具体的にどの建物跡が相当するか不明である。しかしな

がら、ＳＢ９９９などは、柱穴の掘り方が小さく、近世以前の可能性が考えられる。

掘立柱建物跡

ＳＢ９９９（第３１図） Ｇ～Ｊ－１２・１３グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行４間、梁行

は２間である。南側に庇が付く。庇は、南西隅の１間が欠ける。規模は、桁行１１．３６ｍ（３７．５

尺）、梁行７．１２ｍ（２３．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－４．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～６０

㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ１０３３（柱穴ｄ）→ＳＢ９９９の新旧関係がある。他にＳ

Ｘ５５１と重複するが、新旧関係は不明である。出土遺物はない。

ＳＢ１０００（第３１図） Ｉ～Ｋ－１３・１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行４間、梁行

は２間である。東側の桁から１・２間目に間仕切りの柱がある。規模は、南側の桁行１１．５１ｍ

（３８尺）、梁行５．６１ｍ（１８．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１４．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径

３０～９０㎝の円形・楕円形である。重複はない。出土遺物であるが、柱穴ｋ（ＥＰ５９９）から、

第５７図５青花皿（１６世紀前葉～中葉）が出土した。柱穴ｊ（ＥＰ５５０）からは瀬戸・美濃系陶

器（１６～１７世紀）が出土した。柱穴ｃ（ＥＰ５８９）からは、第５７図３白磁皿が出土した。遺物

の年代から考えると、１６世紀から１７世紀以降にかけての時期と考えられる。

ＳＢ１００１（第３２図） Ｈ～Ｋ－１０～１２グリッドに位置する。構造は、東端・西端の１間を身

舎に含めると、身舎の桁行４間、梁行は２間である。東側から１・３間目に間仕切りの柱があ

る。規模は、北側の桁行１１．９６ｍ（３７．５尺）、梁行５．１５ｍ（１７．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－

１２．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径４０～１２５㎝の円形・楕円形である。ＳＢ１００２・１００９・１０３３と

重複するが、新旧関係は不明である。出土遺物はない。

ＳＢ１００２（第３２図） Ｈ～Ｊ－１２～１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間である。北側から１間目に間仕切りの柱がある。規模は、桁行１０．００ｍ（３３尺）、梁行６．３６

ｍ（２１尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－８．０゚ －Ｗである。柱穴は、直径６０～１１０㎝の楕円形・隅

丸方形である。重複は、ＳＢ１００５（柱穴ｊ）・１００８（柱穴ａ）・ＳＸ５５１（柱穴ｉ）→ＳＢ１００２

の新旧関係がある。他に、ＳＢ１００１・１００７・１０２５・１０２８・１０３７・１０４６・１０５５と重複するが、新

旧関係は不明である。出土遺物であるが、柱穴ｉ（ＥＰ５５３）から第６１図６６の肥前磁器染付碗

と肥前陶器皿が出土した。柱穴ｇ（ＥＰ５５６）からは、写真図版２７の１７５、寛永通寳文銭が出土

している。ただし、この柱穴は、ＳＢ１０２５と重複している。建物の年代は、新旧関係より１８～

１９世紀以降と考えられる。

ＳＢ１００３（第３２図） Ｇ・Ｈ－１０～１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間である。北側から１間目に間仕切りの柱が付く。規模は、桁行７．８８ｍ（２６尺）、梁行４．５４

ｍ（１５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１６．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径３０～５０㎝の円形・楕円

形である。重複は、ＳＢ１０４５（柱穴ｆ）→ＳＢ１００３の新旧関係がある。他にＳＢ１０１７・１０３９と

重複するが、前後関係は不明である。出土遺物はない。建物の時期は、新旧関係より、１５９０～

１６１０年代以降と考えられる。

ＳＢ１００４（第３３図） Ｈ～Ｊ－１２～１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

２間である。南側に庇がつく。規模は、桁行７．８８ｍ（２６尺）、梁行７．５７ｍ（２５尺）を測る。主
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軸方向は、Ｎ－１７．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～８５㎝の楕円形である。重複は、ＳＢ１０２５

（柱穴ｋ）→ＳＢ１００４の新旧関係がある。他にＳＢ１００５・１００７・１０１１・１０１４・１０１５・１０３７と重

複するが、新旧関係は不明である。出土遺物であるが、柱穴ｃ（ＥＰ５８８）から第５９図４５の肥

前陶器呉器手碗と、第５８図３０の戸長里瓶が出土している。この柱穴は他の建物、ＳＢ１０１５・

１００７・１０１４と重複するため、この柱穴の遺物が建物の時期を反映しているのかは不明である。

建物の時期は、新旧関係から１７世紀中葉から末葉以降と考えられる。

ＳＢ１００５（第３３図） Ｇ～Ｉ－１２～１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行４間、梁行

は２間である。規模は、桁行９．６９ｍ（３２尺）、梁行４．５４ｍ（１５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－９．０゚

－Ｅである。柱穴は、直径４０～９０㎝の円形である。重複は、ＳＢ１０１１（柱穴ｂ）・１０２８（柱穴

ｆ）→ＳＢ１００５→ＳＢ１００２（柱穴ｅ）の新旧関係がある。他にＳＢ１００４と重複するが、新旧関

係は不明である。出土遺物は、柱穴ｋ（ＥＰ５５２）から肥前磁器染付碗が出土した。建物の年

代は、新旧関係より１８～１９世紀以降と考えられる。

ＳＢ１００６（第３３図） Ｇ～Ｉ－１１～１３グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間である。北側から１間目に間仕切りの柱が付く。規模は、桁行８．３３ｍ（２７．５尺）、梁行６．５１

ｍ（２１．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－８．０゚ －Ｗである。柱穴は、直径３０～９０㎝の円形・楕

円形である。重複は、ＳＢ１０２５（柱穴ｆ）→ＳＢ１００６の新旧関係がある。他に、ＳＢ１００８・１０１１・

１０４６の重複があるが、新旧関係は不明である。出土遺物は、柱穴ａ（ＥＰ６０８）から第５９図３７

の肥前陶器皿（１５９０～１６１０年代）が出土している。建物の時期は、新旧関係から１７世紀中葉か

ら末葉以降と考えられる。

ＳＢ１００７（第３３図） Ｉ・Ｊ－１２・１３グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

２間である。南に庇がつく。規模は、桁行５．４５ｍ（１８．５尺）、梁行５．９１ｍ（１９．５尺）を測る。

主軸方向は、Ｎ－７．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径４０～６０㎝の円形・楕円形である。ＳＢ１００２・

１００４・１００８・１０１４・１０１５・１０２５・１０３７と重複するが、新旧関係は不明である。出土遺物は、柱

穴ｊ（ＥＰ５８８）から第５９図４５の肥前陶器呉器碗と第５８図３０の戸長里瓶が出土した。柱穴ｅ（Ｅ

Ｐ５８７）からは、第５９図４５の肥前陶器呉器手碗と写真図版２７の１７８銭貨が出土した。また柱穴ｃ

は、ＥＰ５８５を切るが、ＥＰ５８５からは、肥前陶器呉器手碗が出土している。これより、最も新

しい遺物は、肥前陶器呉器手碗で、年代は１７世紀中葉から末葉にかけてである。

ＳＢ１００８（第３４図） Ｇ～Ｉ－１１～１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間である。中央の桁に柱が２本入り、各４間×１間の間取りとなる。規模は、桁行９．４０ｍ

（３１尺）、梁行７．８８ｍ（２６尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１５．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径４０

～１００㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ１００８→ＳＢ１００２（柱穴ｃ）・１０１４（柱穴ｄ）・

１０２５（柱穴ｆ・ｇ）の新旧関係がある。他にＳＢ１００６・１００７・１０１１・１０１９・１０３９と重複するが、

新旧関係は不明である。出土遺物はない。

ＳＢ１００９（第３４図） Ｊ・Ｋ－１１～１３グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間である。北側から１間目に間仕切りの柱がある。庇が東側に付く。規模は、桁行６．６６ｍ

（２２尺）、梁行６．５２ｍ（２１．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１７．５゚ －Ｗである。柱穴は、直径

２５～９０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ１０４６（柱穴ｅ）→ＳＢ１００９→ＳＢ１０３５（柱穴ｍ）

の新旧関係がある。他にＳＢ１００１・１０１３・１０４２との重複があるが、新旧関係は不明である。出
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土遺物はない。

ＳＢ１０１０（第３４図） Ｇ・Ｈ－１２・１３グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間である。間仕切りの柱が２本入り、総柱となる。規模は、桁行７．２８ｍ（２４尺）、梁行３．９４

ｍ（１３尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－４．５゚ －Ｗである。柱穴は、直径３０～６０㎝の円形・楕円

形である。重複は、ＳＢ１０１０→ＳＢ１０３７（柱穴ｆ）の新旧関係がある。出土遺物であるが、柱

穴ｄ（ＥＰ５９７）から、第６１図７１の肥前磁器染付碗が出土した。遺物の年代は、１６３０～１６５０年

代である。

ＳＢ１０１１（第３５図） Ｇ・Ｈ－１２～１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行４間、梁行

は２間である。間仕切りの柱が２本確認されるが、３本の可能性もある。規模は、桁行９．５４ｍ

（３１．５尺）、梁行５．１５ｍ（１７尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－８．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径４０

～８０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＸ５５１（柱穴ｄ）→ＳＢ１０１１→ＳＢ１００５（柱穴ａ）

の新旧関係がある。他にＳＢ１００４・１００６・１００８・１０４５と重複するが、新旧関係は不明である。

出土遺物であるが、柱穴ｆ（ＥＰ５８４）から第５９図３６の肥前陶器皿（１５９０～１６１０年代）と、第

７０図１５７の漆器鉢が出土した。柱穴ｈ（ＥＰ３３３）からは、在地系陶器で、１８～１９世紀の時期と

考えられる碗の破片が出土した。

ＳＢ１０１２（第３５図） Ｊ～Ｌ－１０・１１グリッドに位置する。構造は、南側１間を身舎に含め

ると、身舎の桁行３間、梁行は３間である。南側から１間目の桁に柱が２本入り、３間×２間

と３×１間に間仕切りされる。規模は、桁行６．５２ｍ（２１．５尺）、梁行５．４６ｍ（１８尺）を測る。

主軸方向は、Ｎ－８．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３０～６５㎝の円形・楕円形である。ＳＢ１０１３

と柱穴ｇで重複するが、新旧関係は不明である。出土遺物であるが、柱穴ｇ（ＥＰ３３２）から

第６１図６６の肥前磁器染付碗（１６１０～１６４０年代）が出土した。

ＳＢ１０１３（第３５図） Ｊ～Ｌ－１０～１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間である。庇が南側に付く。規模は、桁行７．８８ｍ（２６尺）、梁行６．２１ｍ（２０．５尺）を測る。

主軸方向は、Ｎ－８．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径４０～６５㎝の円形・楕円形である。

重複は、ＳＢ１０１３→ＳＢ１０３５（柱穴ｌ）の新旧関係がある。他に、ＳＢ１００９・１０１２と重複す

るが、新旧関係は不明である。出土遺物は、柱穴ｅ（ＥＰ３３２）から第６１図６６の肥前磁器染付

碗の同一個体が出土している。遺物の年代は、１６１０～１６４０年代である。柱穴は、ＳＢ１０１２と重

複している。

ＳＢ１０１４（第３５図） Ｈ～Ｊ－１１・１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間である。中央の桁に柱が２本入り、総柱となる。規模は、桁行８．０３ｍ（２６．５尺）、梁行５．７６

ｍ（１９尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－９．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～９５㎝の円形・楕円

形である。重複は、ＳＢ１００８（柱穴ｈ）→ＳＢ１０１４→ＳＫ６０６（柱穴ａ）の新旧関係がある。

他にＳＢ１００４・１００７・１０１５・１０３０と重複するが、新旧関係は不明である。出土遺物であるが、

柱穴ｆ（ＥＰ５８８）から第５９図４５肥前陶器呉器手碗と第５８図３０の戸長里瓶が出土している。し

かし、この柱穴は他の建物ＳＢ１００４・１０１５と重複しているため、この建物に関連するとは断定

できない。最も新しい遺物の年代は１７世紀中葉から末葉の時期である。

ＳＢ１０１５（第３６図） Ｉ～Ｋ－１２～１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間と推定される。規模は、桁行８．１９ｍ（２７尺）、梁行６．０６ｍ（２０尺）を測る。主軸方向は、
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Ｎ－１９．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～１１０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ１０１５→

ＳＢ１０２４（柱穴ｉ）・１０３１（柱穴ｇ）の新旧関係がある。他に、ＳＢ１００４・１００７・１０１４・１０１６・

１０２３・１０４１と重複するが、新旧関係は不明である。出土遺物であるが、柱穴ｃ（ＥＰ５８８）か

ら、第５９図４５の肥前陶器呉器手碗と第５８図３０の戸長里瓶が出土した。柱穴ｊ（ＥＰ５５７）から

第６２図１２９のかわらけと、肥前陶器碗が出土した。最も新しい遺物はＥＰ５５７の肥前陶器碗で、

年代は１７世紀後半から１８世紀前半である。

ＳＢ１０１６（第３６図） Ｊ～Ｌ－１２・１３グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間である。規模は、桁行７．７２ｍ（２５．５尺）、梁行４．８４ｍ（１６尺）を測る。主軸方向は、Ｎ

－７．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３０～７５㎝の円形・楕円形である。ＳＢ１０１５・１０２３と重複す

るが、新旧関係は不明である。出土遺物は、柱穴ｈ（ＥＰ３３１）から第６５図１３０の土器瓶が出土

した。柱穴ｇ（ＥＰ３３４）からは、肥前磁器染付瓶の破片が出土したが、年代は不明である。

ＳＢ１０１７（第３６図） Ｈ・Ｉ－１０～１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間である。規模は、桁行７．５７ｍ（２５尺）、梁行３．３３ｍ（１１尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－

１１．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径４０～７０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ１０１７→ＳＢ１０２１

（柱穴ｇ）・１０３９（柱穴ｂ）の新旧関係がある。他にＳＢ１００３と重複するが新旧関係は不明で

ある。出土遺物はない。

ＳＢ１０１８（第３６図） Ｊ・Ｋ－１１・１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間である。規模は、桁行７．２８ｍ（２４尺）、梁行４．７ｍ（１５．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－

１１．５゚ －Ｗである。柱穴は、直径２５～６０㎝の円形・楕円形である。ＳＢ１０４６と重複するが、新

旧関係は不明である。出土遺物はない。

ＳＢ１０１９（第３６図） Ｈ～Ｊ－１３・１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

２間である。規模は、桁行６．６６ｍ（２２尺）、梁行４．２４ｍ（１４尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－２３．０゚

－Ｅである。柱穴は、直径３０～７０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ１０２５（柱穴ｅ）・Ｓ

Ｘ５５１（柱穴ａ・ｂ）→ＳＢ１０１９の新旧関係がある。他にＳＢ１００８と重複するが新旧は不明で

ある。出土遺物であるが、柱穴ｇ（ＥＰ５９３）から、第５９図４２肥前または福岡産の壺・甕類の

体部破片と、第５９図４６の肥前陶器呉器手碗が出土した。最も新しい遺物の年代は、１７世紀中葉

から末葉になる。

ＳＢ１０２０（第３７図） Ｊ・Ｋ－１１・１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

は２間である。規模は、南北を桁とすると、桁行５．０１ｍ（１６．５尺）、梁行４．０９ｍ（１３．５尺）を

測る。主軸方向は、Ｎ－４．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３０～７５㎝の円形・楕円形である。重

複は、ＳＢ１０３２（柱穴ｉ）→ＳＢ１０２０→ＳＢ１０４２（柱穴ｉ）の新旧関係がある。出土遺物はな

い。

ＳＢ１０２１（第３７図） Ｈ・Ｉ－１１・１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

は２間である。規模は、東西が南北よりも長いので、東西を桁とすると、桁行４．５４ｍ（１５尺）、

梁行４．３９ｍ（１４．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１０．０゚ －Ｗである。柱穴は、直径２５～５５㎝の

円形・楕円形である。重複は、ＳＢ１０１７（柱穴ｃ）→ＳＢ１０２１の新旧関係がある。他にＳＢ１０１４・

１０３０と重複するが、前後関係は不明である。出土遺物はない。

ＳＢ１０２２（第３７図） Ｉ～Ｌ－１３・１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行４間、梁行
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は１間である。北側の桁で西から１・２間に庇が付く。規模は、桁行１０．６２ｍ（３５尺）、梁行４．３９

ｍ（１４．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径２５～６０㎝の円形・楕

円形である。重複は、ＳＢ１０２５（柱穴ｉ・ｋ）→ＳＢ１０２２の新旧関係がある。他にＳＢ１０２８と

重複するが、新旧関係は不明である。出土遺物はない。建物の時期は、新旧関係より１７世紀中

葉から末葉以降と考えられる。

ＳＢ１０２３（第３７図） Ｊ～Ｌ－１２～１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は１間である。南側に庇が付く。規模は、桁行１０．７５ｍ（３５．５尺）、梁行４．０１ｍ（約１３．２尺）を

測る。主軸方向は、Ｎ－１２．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径２５～１１５㎝の円形・楕円形である。

重複は、ＳＢ１０２３→ＳＢ１０４７（柱穴ｂ）の新旧関係がある。他に、ＳＢ１０１５・１０１６・１０４１と重

複するが新旧関係は不明である。出土遺物であるが、柱穴ｂ（ＥＰ３２９）から第５８図２７の戸長

里瓶が出土した。柱穴ｈ（ＥＰ５６２）から、第５８図３０の戸長里瓶と、第６１図７９の肥前磁器染付

碗（一重網目文）が出土した。最も新しい遺物は肥前磁器染付碗（１６５０～１７００年代）である。

ＳＢ１０２４（第３７図） Ｊ～Ｌ－１３・１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は１間である。規模は、桁行９．６９ｍ（３２尺）、東側の梁行２．８８ｍ（９．５尺）を測る。主軸方向は、

Ｎ－８．０゚ －Ｗである。柱穴は、直径２５～５０㎝の円形である。重複は、ＳＢ１０１５（柱穴ｇ）→

ＳＢ１０２４の新旧関係がある。出土遺物はない。建物の年代は、新旧関係により、１７世紀後半か

ら１８世紀前半以降と考えられる。

ＳＢ１０２５（第３８図） Ｈ～Ｊ－１３・１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は１間である。規模は、桁行９．０９ｍ（３０尺）、梁行３．０３ｍ（１０尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－

１８．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径７５～１４０㎝の円形・隅丸方形である。重複は、ＳＢ１００８（柱

穴ｇ・ｈ）→ＳＢ１０２５→ＳＢ１００４（柱穴ａ）・１００６（柱穴ａ）・１０１９（柱穴ｃ）・１０２２（柱穴

ｃ）の新旧関係がある。他にＳＢ１００２・１００７・１０２８と重複するが、新旧は不明である。出土遺

物は、柱穴ａ（ＥＰ６０１）から、第６１図７１肥前磁器染付碗が出土した。柱穴ｃ（ＥＰ５８７）から、

第５９図４４肥前陶器の呉器手碗、写真図版２７の１７８銭貨が出土した。柱穴ｄ（ＥＰ５８６）から、第

５８図２６戸長里擂鉢、第６１図７２肥前染付皿が出土した。柱穴ｆ（ＥＰ５５６）からは、写真図版２７

の１７５寛永通寳文銭が出土した。柱穴ｇ（ＥＰ５９８）からは、肥前陶器呉器手碗が出土した。最

も新しい遺物は、肥前呉器手碗で、１７世紀中葉から末葉になる。

ＳＢ１０２６（第３８図） Ｋ・Ｌ－１１・１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は１間である。規模は、南側の桁行７．２７ｍ（２４尺）、梁行２．７３ｍ（９尺）を測る。主軸方向は、

Ｎ－６．０゚ －Ｗである。柱穴は、直径３５～４５㎝の円形・楕円形である。ＳＢ１０４６が重複するが、

新旧関係は不明である。出土遺物はない。

ＳＢ１０２７（第３８図） Ｋ・Ｌ－１２～１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は１間である。規模は、桁行８．１８ｍ（２７尺）、梁行２．５８ｍ（８．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－

０．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径２５～６０㎝の円形・楕円形である。ＳＢ１０４６と重複するが、新

旧関係は不明である。出土遺物はない。

ＳＢ１０２８（第３８図） Ｈ～Ｊ－１３・１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は１間である。規模は、桁行８．７９ｍ（２９尺）、梁行３．３３ｍ（１１尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－

１５．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径６０～７０㎝の円形である。重複は、ＳＸ５５１→ＳＢ１０２８→ＳＢ

肥前磁器染付碗
（一重網目文）
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１００５（柱穴ａ）の新旧関係がある。他に、ＳＢ１００２・１０２２・１０２５が重複するが、新旧関係は不

明である。出土遺物であるが、柱穴ｅ（ＥＰ５５８）から第６１図７４の肥前磁器染付碗と、第５８図

３０の戸長里瓶が出土した。最も新しい遺物の年代は、肥前磁器染付で、１６５０～１６７０年代である。

ＳＢ１０２９（第３８図） Ｊ～Ｌ－１４・１５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は１間である。規模は、桁行８．３４ｍ（２７．５尺）、梁行３．４０ｍ（約１１．２尺）を測る。主軸方向は、

Ｎ－１１．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～７０㎝の円形・楕円形である。重複、出土遺物はない。

ＳＢ１０３０（第３８図） Ｈ・Ｉ－１１・１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は１間である。規模は、桁行５．４６ｍ（１８尺）、梁行２．７３ｍ（９尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－７．５゚

－Ｗである。柱穴は、直径４０～５５㎝の円形・楕円形である。ＳＢ１０１４と重複するが新旧関係は

不明である。出土遺物はない。

ＳＢ１０３１（第３９図） Ｋ・Ｌ－１２～１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は１間である。規模は、桁行９．０８ｍ（３０尺）、梁行２．４２ｍ（８尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－

２６．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～６０㎝の楕円形である。重複は、ＳＢ１０１５（柱穴ｄ）→Ｓ

Ｂ１０３１の新旧関係がある。出土遺物はない。建物の年代は、新旧関係により、１７世紀後半から

１８世紀前半以降と考えられる。

ＳＢ１０３２（第３９図） Ｉ～Ｋ－１１・１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は１間である。規模は、桁行６．３６ｍ（２１尺）、梁行２．１２ｍ（７尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－

１５．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径２０～４０㎝の円形である。重複は、ＳＢ１０３２→ＳＢ１０２０（柱穴

ｄ）の新旧関係がある。出土遺物はない。

ＳＢ１０３３（第３９図） Ｉ・Ｊ－１１・１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

は１間である。規模は、桁行４．８４ｍ（１６尺）、梁行１．９７ｍ（１．９７尺）を測る。主軸方向は、Ｎ

－２３．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径２５～５０㎝の円形である。重複は、ＳＢ１０３３→ＳＢ９９９（柱

穴ｄ）の新旧関係がある。他に、ＳＢ１００１と重複するが、新旧関係は不明である。出土遺物は

ない。

ＳＢ１０３４（第３９図） Ｋ・Ｌ－１１・１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

は１間である。規模は、桁行４．６６ｍ（約１５．４尺）、梁行３．０３ｍ（１０尺）を測る。主軸方向は、

Ｎ－２２．５゚ －Ｗである。柱穴は、直径３０～４０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ１０４３（柱

穴ｃ）→ＳＢ１０３４の新旧関係がある。出土遺物はない。

ＳＢ１０３５（第３９図） Ｋ・Ｌ－１１・１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行６間、梁行

は１間以上と推定される。規模は、桁行５．４６ｍ（１８尺）、梁行主軸方向は、Ｎ－６．０゚ －Ｅであ

る。柱穴の掘り方は、直径６０～８０㎝の円形で、５～２５㎝大の円礫を敷きつめている。厚さは、

１０㎝程度である。本来は、礎石建物であったと考えられる。重複は、ＳＢ１００９（柱穴ｉ）・１０１３

（柱穴ｉ）・１０４２（柱穴ｇ）→ＳＢ１０３５の新旧関係がある。出土遺物はない。

以上のように、第３遺構ブロックで１／１００で平面図を掲載した主要な掘立柱建物跡につい

て述べてきた。ＳＢ１０３６～ＳＢ１０４７については、表４で主な内容について示した。平面図につ

いては、第２３図の１／２００の平面図に掲載した。

土坑（第３９図）

ＳＫ６０６ Ａ－１１グリッドに位置する。平面形は楕円形で、大きさは１３０×９４㎝、深さは２５㎝
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である。覆土は、黒褐色シルトである。土坑底面から、大きさ１０～３０㎝の礫が十数点出土した。

この中には、縄文時代の遺物である、第６９図１７３・１７４の凹石、石皿が含まれる。覆土の状態か

ら考えると、中世～近世の廃棄土坑と考えられる。

ＳＫ７０４ Ｍ－１０グリッドに位置する。平面形は円形で、大きさは直径１４２㎝、深さは７５㎝で

ある。覆土は、５層に分かれる。４・５は、自然堆積と考えられるが、上層は人為堆積の可能

性がある。黒褐色シルトが主体である。遺物は、肥前磁器皿の小破片が出土している。年代は、

１６３０～１６４０年代である。

第４遺構ブロックの概要

ここでは、１４棟の掘立柱建物跡が確認された。第２３図下半に全体図を示し、建物の重複関係

は、第５６図の第４遺構ブロック建物重複関係図に示した。ブロックの内容であるが、中央部分

には、３×２間、４×２間の規模の建物跡が重複している。家屋としての建物が繰り返し建替

えられている場所と推定される。南側には、ＳＢ６１０・１０４８・１０４９などの、庇をもつ建物が重

複する。連続して建替えられていると推定されるが、柱穴の重複がないため、新旧は不明であ

る。ＳＢ１０４９の柱穴から珠洲焼が出土していることや、これらの３棟が比較的類似した構造を

もち、柱穴も小型であることより、中世の建物である可能性がある。

この建物跡の北側には、ＳＢ５１７・１０５２・１０５３・１０５５・１０５６がある。ＳＢ５１７・１０５２・１０５３に

ついては、ＳＢ１０４９→ＳＢ５１７→ＳＢ１０５２、ＳＢ６１０→ＳＢ１０５２、ＳＢ１０４８→ＳＢ１０５３の重複関

係がある。また、ＳＢ５１７からは、１７世紀後半の遺物が出土している。これらの建物は、江戸

時代になると考えられる。

ブロックの東側には、１×数間、３×２間の小型の建物跡が重複する。この場所は小屋など

の建物が配置される場所と考えられる。建物では、南端にＳＢ５７２・１０５０・１０５４が重複してい

る。このうち、ＳＢ１０５０→ＳＢ５７２の重複関係がある。ＳＢ５７２からは、１６世紀末～１７世紀前半

の遺物が出土している。北側には、ＳＢ１０５１・１０５７・１０５８があるが、新旧関係は不明である。

ＳＢ６１０（第４０図） Ｆ～Ｉ－１５～１７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行４間、梁行

は２間である。北・西・南側に庇が付く。規模は、桁行１２．９４ｍ（４３尺）、梁行７．８８ｍ（２６尺）

を測る。主軸方向は、Ｎ－７．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～７５㎝の円形・楕円形である。

建物の南側に溝跡が付く。中央が途切れているが本来は続いていたと考えられる。重複は、柱

穴Ｗ（ＥＰ５３１）でＳＢ１０５２と重複する。切り合いの前後関係は不明であるが、柱穴の掘り方

の規模がＳＢ１０５２の方が大型になることより、ＳＢ６１０→ＳＢ１０５２の新旧関係が推定される。

出土遺物はない。

ＳＢ１０４８（第４１図） Ｇ～Ｉ－１５～１７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

２間である。北側と西側の２面に庇が付く。現地調査では、北西隅の庇の柱穴を確認していな

いが、柱穴があった可能性もある。規模は、桁行１０．３７ｍ（３４尺）、西側の梁行６．１４ｍ（２０尺）

を測る。主軸方向は、Ｎ－１１．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～５５㎝の円形・楕円形である。

重複は、柱穴ｍでＳＢ１０５３と重複する。柱穴の掘り方規模がＳＢ１０５３の方が大型になること、

柱穴ｍで柱痕跡が検出されなかったことより、ＳＢ１０４８→ＳＢ１０５３の新旧関係があると推定さ

れる。出土遺物はない。

ＳＢ１０４９（第４１図） Ｇ～Ｊ－１５～１７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行
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２間である。庇が、東・西・南側に認められる。現地調査では、南西隅の柱穴を確認していな

いが、柱穴があった可能性もある。規模は、桁行１０．０１ｍ（３３尺）、梁行６．０６ｍ（２０尺）を測る。

主軸方向は、Ｎ－１０．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径２０～５０㎝の円形・楕円形である。重複は、

柱穴ｂでＳＢ１０５２に切られ、ＳＢ５１７の柱穴と重複する。ＳＢ５１７の柱穴掘り方は、ＳＢ１０４９よ

り大型である。以上より、ＳＢ１０４９→ＳＢ５１７（推定）・ＳＢ１０５２の新旧関係がある。出土遺

物は、柱穴ｍ（ＥＰ５４８）から、第５８図２４の珠洲擂鉢が出土している。柱痕をふさぐような出

土状況から、柱穴の抜き取り後などに落ち込んだものと思われる。

ＳＢ５７２（第４１図） Ｉ・Ｊ－１７・１８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間である。建物内に間仕切りの柱が２本入り、総柱状になる。規模は、桁行５．７２㎝（１９尺）、

西側の梁行３．９４ｍ（１３．０尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－４．５゚ －Ｗである。柱穴は、直径３５～

７５㎝の円形である。重複は、ＳＢ１０５０→ＳＢ５７２の新旧関係がある。柱穴ｂ～ｄで新旧が確認

される。柱穴ｆ～ｉでは、プランの重複は明瞭ではない。出土遺物は、柱穴ｂ（ＥＰ５７７）か

ら肥前陶器皿（１５９０～１６３０年代）が出土している。

ＳＢ１０５０（第４１図） Ｉ・Ｊ－１７・１８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

２間である。規模は、北側の桁行５．８７ｍ（１９尺）、梁行３．９４ｍ（１３尺）を測る。主軸方向は、

Ｎ－１．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～７５㎝の円形である。重複は、ＳＢ１０５０→ＳＢ５７２の新

旧関係がある。出土遺物はない。

ＳＢ５１７（第４２図） Ｈ～Ｊ－１５・１６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行４間、梁行

２間である。規模は、桁行９．０８ｍ（３０尺）、梁行４．８４ｍ（１６尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１２．５゚

－Ｅである。柱穴は、直径３０～１００㎝の円形・楕円形である。北側・南側の桁の柱穴には、抜

き取り跡がある。柱穴掘り方の覆土は、暗褐色シルトが主体で、黄褐色シルトブロックが少量

入る。建物の南・西辺にかけてＳＤ５１４が巡る。この溝跡の幅は、３０～６５㎝、深さは１５～３５㎝

である。覆土は２層に分かれ、黒褐色シルト・暗褐色シルトが主体である。ＳＤ５１５と重複す

るが、前後関係は不明である。また、ＳＢ１０５２に切られる。重複は、ＳＢ１０４９→ＳＢ５１７→Ｓ

Ｂ１０５２の新旧関係が推定される。出土遺物は、柱穴ｉ（ＥＰ５２５）から第５９図４７の肥前陶器擂

鉢（１７Ｃ前半）が、柱穴ｊ（ＥＰ５２６）から第６１図７７の肥前磁器染付碗（一重網目文・１６５０～

１７００年代）が出土した。ＳＤ５１４からは、第５７図９の青花皿（１６Ｃ後半～１７Ｃ初）、第６１図７５の

肥前磁器染付碗（１７Ｃ後半）が出土している。出土遺物から考えると、建物の時期は１７世紀後

半以降と考えられる。

ＳＢ１０５１（第４２図） Ｉ～Ｋ－１６～１８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

１間である。規模は、桁行８．７９ｍ（２９尺）、梁行２．７３ｍ（９尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－７．０゚

－Ｅである。柱穴は、直径２５～７０㎝の円形・楕円形である。南側桁の柱穴は、抜き取り痕があ

る。北側桁の柱穴は、南側に比して小さく浅い。削平のため、柱痕跡のみが残ったと考えられ

る。重複、出土遺物はない。

ＳＢ１０５２（第４３図） Ｈ～Ｊ－１５・１６グリッドに位置する。構造は、桁行４間、梁行３間で

ある。建物内に間仕切りの柱穴が６本入り、総柱状になる。規模は、桁行９．０８ｍ（３０尺）、西

側の梁行６．６６ｍ（２２尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１３．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径４０～７５㎝

の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ６１０・ＳＢ５１７→ＳＢ１０５２の新旧関係が推定される。出土
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遺物はない。建物の年代は、新旧関係により、１７世紀後半以降と考えられる。

ＳＢ１０５３（第４３図） Ｆ～Ｈ－１４～１６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間と推定される。北西側は、削平されたと考えられ、北西梁側の２本の柱穴は確認できな

かった。規模は、桁行７．４３ｍ（２４．５尺）、梁行４．５４ｍ（１５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－２７．０゚

－Ｅである。柱穴は、直径７５～８５㎝の円形・隅丸方形である。掘り方覆土は、暗褐色シルトで

ある。重複は、ＳＢ１０４８・ＳＤ５１５→ＳＢ１０５３の新旧関係が推定される。出土遺物はない。

ＳＢ１０５４（第４３図） Ｉ～Ｋ－１８・１９グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間以上と推定される。規模は、桁行７．４２ｍ（２４．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－８．０゚ －

Ｅである。柱穴は、直径４０～６５㎝の円形・楕円形である。重複、出土遺物はない。

ＳＢ１０５５（第４４図） Ｈ～Ｊ－１４～１６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行４間、梁行

２間である。規模は、桁行８．４８ｍ（２１尺）、梁行５．１６ｍ（１７尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１７．５゚

－Ｅである。柱穴は、直径５５～８５㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＤ５１５→ＳＢ１０５５の新

旧関係がある。出土遺物はない。

ＳＢ１０５６（第４４図） Ｈ～Ｊ－１４・１５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は２間以上と推定される。西側に庇が付く。規模は、桁行６．３７ｍ（２１尺）を測る。主軸方向は、

Ｎ－１４．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径４５～５５㎝の円形である。この建物跡の南・西側に沿って、

ＳＤ５５９がある。幅約２０～５５㎝、断面はＶ字状で、深さ約１０～４０㎝である。覆土は２・３層に

分かれ、上層は黒褐色シルト、下層は暗褐色シルトである。この建物跡に付随する溝跡の可能

性が考えられる。重複、出土遺物はない。

ＳＢ１０５７（第４４図） Ｊ・Ｋ－１５・１６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

は１間である。規模は、桁行４．３９ｍ（１４．５尺）、梁行２．２７ｍ（７．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ

－５．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径４０～５０㎝の円形・楕円形である。重複、出土遺物はない。

ＳＢ１０５８（第４４図） Ｊ・Ｋ－１６・１７グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

１間である。規模は、桁行５．７６ｍ（１９尺）、梁行２．７３ｍ（９尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－９．５゚

－Ｅである。柱穴は、直径１５～５５㎝の円形である。重複、出土遺物はない。

土坑（第４４図）

ＳＫ５７０ Ｊ－１７グリッドに位置する。平面形は不整楕円形で、大きさは１６５×１２０㎝、深さ

は３０㎝である。覆土は、黒褐色シルトが主体で、自然堆積と考えられる。出土遺物はない。

ＳＫ５７１ Ｊ－１６グリッドに位置する。平面形は楕円形で、大きさは１５６×１１２㎝、深さは２０

㎝である。東側を他の柱穴が切っている。覆土は、黒褐色シルトが主体で、自然堆積と考えら

れる。出土遺物はない。

溝跡

ＳＤ５１６（第２３図） Ｅ・Ｆ－１５グリッドに位置する。全長６．８ｍで東西方向に走る溝である。

幅は５０～９０㎝、深さ１０～２０㎝、覆土は、暗褐色シルトである。溝の底面に不規則な凹凸が認め

られた。生け垣などが植えられていた可能性が考えられる。遺物の出土はない。

ＳＤ５１５（第２３図） Ｇ・Ｈ－１４・１５グリッドに位置する。全長約５．５ｍで東西方向に走る、

浅く平坦な溝である。幅は６０～１２０㎝、深さ約１０～１５㎝、覆土は、暗褐色シルトである。重複

関係は、ＳＤ５１５→ＳＢ１０５３・１０５５の新旧関係がある。ＳＢ５１７と重複するが、新旧関係は不明
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である。遺物の出土はない。

４ 第５・６遺構ブロック（Ｃ区南・Ａ区南）

第５・６遺構ブロックの概要

第５遺構ブロック（第４６図）では、調査区南東隅の参道に面する部分である。ＳＢ１０５９～１０６２・

１０６４の５棟の建物跡が確認された。重複関係に乏しく、建物跡の変遷課程は不明である。遺物

を伴う建物としては、ＳＢ１０５９から、１６世紀末から１７世紀前葉の肥前陶器が出土している。ま

た、ＳＢ１０６０から、１６世紀後半の瀬戸・美濃系陶器と１８世紀中葉から末葉の肥前磁器が出土し

ている。このブロックの西側には、現代の建物による撹乱が入っているため、この部分には遺

構は確認されていない。明治以降の遺構として、ＳＤ５０１・ＳＤ５０３・ＳＸ５０８がある。

第６遺構ブロックは、第５遺構ブロックの北側、参道の東側に広がる。合計２１棟の建物跡が

確認されている。建物の新旧関係については、第５６図の第６遺構ブロック建物重複関係図に示

した。この中でも幾つかの建物のまとまりがある。銀杏の木のすぐ東隣に、９棟の建物、ＳＢ

６１７・７２３・７２４・１０６３・１０６５～１０６７・１０６９・１０７０がある。中央ブロックと呼称しておく。この

うち、重複関係が明らかな例としては、ＳＢ１０６９・１０７０→ＳＢ７２３がある。このうち、ＳＢ６１７・

７２３は、身舎が間仕切りをもつ２つの空間で構成され、四面に庇を持ち、柱穴の間尺が７尺を

主とする構造から、同時期か、近接した時期に建てられていた可能性が高いと思われる。建物

には関係しないが、ブロックを構成する柱穴（ＳＰ６６７）から、１６世紀の瀬戸・美濃系灰釉小

皿、また１８世紀後半、１９世紀の遺物が出土していることから、ブロックの時期もこの期間に関

係すると思われる。

中央ブロックの南西側に、ＳＢ１０７４～ＳＢ１０８０の７棟の建物が重複している。この場所を南

西ブロックと呼称しておく。この中で重複関係が明らかな例として、ＳＢ１０７６→ＳＢ１０７４があ

る。これらの建物は、柱穴の間尺が６・６．５・７尺であり、連続して建替えられたと思われる。

建物の時期については不明であるが、ＳＢ１０７４に重複する柱穴から１６世紀末から１７世紀前半の

陶磁器が出土していることより、この時期を含む前後する期間と考えられる。ＳＢ１０７４は、比

較的柱穴の掘り方が大きいため、このブロックの中でも新しい建物と推測される。

中央ブロックの北側に、小型の建物跡、ＳＢ１０７１・１０７３がある。この地点を北東ブロックと

呼称する。建物の時期や前後関係については不明である。ブロックを構成する柱穴の１つ（Ｅ

Ｐ５０９）から、珠洲の擂鉢が出土している。

中央ブロックの北西側に、ＳＢ１０６８・１０７２・１０８１の３棟がある。この地点を北西ブロックと

呼称する。ＳＢ１０７２がやや大型の建物で、その他は中型・小型の建物である。遺構の密度は薄

い。建物の時期や新旧関係については不明である。

以上第６遺構ブロックについてまとめると、中央ブロックには家屋となる主要な建物があり、

ある程度の時間幅が想定される。南西ブロックも重複が多いことより長期にわたると考えられ

るが、中央ブロックよりも建物規模が小型の建物になる。北東、北西ブロックは、遺構密度が

薄く、時折中央ブロックに平行して建物が断絶しながら建てられていたと思われる。

掘立柱建物跡

ＳＢ１０５９（第４５図） Ｓ・Ｔ－１８～２０グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行
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は２間以上と推定される。南側に庇が付く。規模は、桁行１０．３０ｍ（３４尺）、梁行の全長は不明

である。主軸方向は、Ｎ－３．０゚ －Ｅである。柱穴は円形で直径約３５～７０㎝である。重複は、

ＳＢ１０６２と柱穴ｂ・ｃで重複するが、新旧関係は不明である。出土遺物は、第５８図３２の肥前陶

器皿（１５８０～１６２０年代）、第５９図３９肥前陶器沓形碗（１５９０～１６２０年代）が出土している。

ＳＢ１０６０（第４５図） Ｒ～Ｔ－１９・２０グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間以上、

梁行１間である。規模は、桁行７．８８ｍ以上（２６尺以上）、梁行３．６４ｍ（１２尺）を測る。主軸方

向は、Ｎ－５．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３０～６５㎝の円形・楕円形である。重複はない。出

土遺物は、柱穴ｃ（ＥＰ５１２）から第５７図１２の瀬戸・美濃系陶器灰釉小皿（１６Ｃ後半）が、柱

穴ｇ（ＥＰ６６５）から、第６１図８８の肥前磁器染付小坏（１８Ｃ中葉～末葉）が出土した。

ＳＢ１０６１（第４５図） Ｓ・Ｔ－１８～２０グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

２間以上と推定される。規模は、桁行８．３３ｍ（２７．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－７．０゚ －Ｅ

である。柱穴は、直径６０～７５㎝の円形・楕円形である。重複、出土遺物はない。

ＳＢ１０６２（第４５図） Ｒ・Ｓ－１７・１８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

１間である。規模は、桁行５．４６ｍ（１８尺）、梁行は、南側で４．９０ｍ（１８尺）を測る。主軸方向

は、Ｎ－７．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径２５～７０㎝の円形・楕円形である。重複は、ＳＢ１０５９

と柱穴ｂ・ｄで重複するが、新旧関係は不明である。出土遺物はない。

ＳＢ１０６３（第４７図） Ｓ・Ｔ－１３～１６グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行６間、梁行

２間以上と推定される。規模は、桁行１１．８０ｍ（３９尺）を測る。柱心心間の距離は、西側桁で、

各 １々．９７ｍ（６．５尺）である。主軸方向は、Ｎ－２．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径約４０～６０㎝の

円形・楕円形である。重複、出土遺物はない。

ＳＢ１０６４（第４７図） Ｒ～Ｔ－１６～１８グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

２間である。規模は、桁行６．９７ｍ（２３尺）、梁行６．０６ｍ（２０尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－６．０゚

－Ｅである。柱穴は、直径４０～９０㎝の円形・楕円形である。重複、出土遺物はない。

ＳＢ１０６５（第４７図） Ｓ・Ｔ－１４・１５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

２間以上と推定される。規模は、桁行５．９１ｍ（１９．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１．５゚ －Ｅ

である。柱穴は、直径約４０～５５㎝の円形・楕円形である。重複、出土遺物はない。

ＳＢ１０６６（第４７図） Ｓ・Ｔ－１４・１５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

２間と推定される。規模は、桁行６．６６ｍ（２２尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－４．５゚ －Ｅである。

柱穴は、直径約２５～５５㎝の円形・楕円形である。重複、出土遺物はない。

ＳＢ６１７（第４８図） Ｐ・Ｑ－１３～１５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行５間、梁行

２間、庇が４面に付くが、東側の庇の北側から２間が欠ける。身舎は北側から２間目に間仕切

りの柱がある。規模は、桁行１１．５１ｍ（３８尺）、梁行６．６６ｍ（２２尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－

４．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径約５５～９０㎝の円形である。重複、出土遺物はない。

ＳＢ７２４（第４９図） Ｑ～Ｓ－１３～１５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

２間、庇が４面に付く。規模は、桁行８．３４ｍ（２８．５尺）、梁行８．０３ｍ（２６．５尺）を測る。主軸

方向は、Ｎ－４．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～８５㎝の円形・楕円形である。重複、出土遺

物はない。

ＳＢ１０６７（第４９図） Ｑ・Ｒ－１４・１５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行
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１間、庇が、西と南側に付く。規模は、桁行７．１３ｍ（２３．５尺）、梁行４．３９ｍ（１４．５尺）を測る。

主軸方向は、Ｎ－５．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径２５～６０㎝の円形・楕円形である。重複、出

土遺物はない。

ＳＢ１０６８（第４９図） Ｎ～Ｐ－１０～１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

２間と推定される。北側桁の柱穴は削平のため本来より浅く、消失したものもあると思われる。

規模は、桁行７．７４ｍ（２５．５尺）、梁行４．２４ｍ（１４尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１０．０゚ －Ｅで

ある。柱穴は、直径４５～７０㎝の円形・楕円形である。重複、出土遺物はない。

ＳＢ７２３（第５０図） Ｒ～Ｕ－１２・１３グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行４間、梁行

２間、庇が４面に付く。東側から２間目に間仕切りの柱がある。ＳＢ６１７と類似した構造であ

る。規模は、桁行１０．４５ｍ（３４．５尺）、梁行６．５１ｍ（２１．５尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－５．０゚

－Ｅである。柱穴は、直径４５～９５㎝の円形・楕円形である。柱穴ｉでＳＢ１０７０と重複し、柱穴

ｊ・ｋで１０６９と重複する。ＳＢ１０６９・１０７０→ＳＢ７２３の新旧関係がある。出土遺物は、柱穴ｌ

（ＥＰ６８１）から関西系の陶器（１８Ｃ後半～１９Ｃ）が出土しているが、この柱穴に重複する柱

穴があり、遺物がこの柱穴に帰属するのかは不明である。

ＳＢ１０６９（第５０図） Ｓ～Ｕ－１２～１４グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

２間、庇が南側に付く。規模は、桁行９．０９ｍ（３０尺）、梁行６．６６ｍ（２２尺）を測る。主軸方向

は、Ｎ－９．５゚ －Ｅである。柱穴は、直径２５～５５㎝の円形である。重複は、柱穴ａ・ｂでＳＢ

１０６９と重複し、ＳＢ１０６９→ＳＢ７２３の新旧関係がある。出土遺物はない。

ＳＢ１０７０（第５１図） Ｓ・Ｔ－１２・１３グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

２間である。規模は、桁行７．５７ｍ（２５尺）、梁行５．４６ｍ（１８尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１．５゚

－Ｗである。柱穴は、直径２５～８０㎝の円形・楕円形である。重複は、柱穴ｈでＳＢ７２３と重複

し、ＳＢ１０７０→ＳＢ７２３の新旧関係がある。出土遺物はない。

ＳＢ１０７１（第５１図） Ｔ～Ｖ－１０・１１グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

１間と推定される。庇が南側に付く。規模は、桁行５．７８ｍ（１９尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－

８．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径４５～８５㎝の円形・楕円形である。重複、出土遺物はない。

ＳＢ１０７２（第５１図） Ｎ～Ｑ－１１・１２グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行５間、梁行

３間と推定される。西側から３間目に間仕切りの柱が３本入る。建物の北西側の柱穴は削平さ

れたためか、検出されなかった。規模は、桁行１３．２５ｍ（４３．７尺）、梁行６．９６ｍ（２３尺）を測る。

主軸方向は、Ｎ－１０．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３０～７５㎝の円形で、掘り方覆土は、褐色・

暗褐色シルトで小礫を含む。柱穴ｉ・ｈでは直径約２０㎝の柱痕が確認された。重複、出土遺物

はない。

ＳＢ１（第５２図） Ｎ～Ｐ－９・１０グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行２

間である。規模は、桁行７．８９ｍ（２６尺）、梁行５．１６ｍ（１７尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－６．０゚

－Ｅである。柱穴は、直径４０～６０㎝の円形で、掘り方覆土は褐色・にぶい褐色のシルトや砂質

シルトである。柱痕の直径は、約１５～２０㎝である。重複、出土遺物はない。

ＳＢ１０７３（第５２図） Ｔ～Ｖ－９～１１グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行２間、梁行

２間と推定される。庇が、南側と東側の２面に確認されるが、４面になると推定される。規模

は、南北を桁とすると、桁行の残存長は、６．２１ｍ（２０．５尺）、梁行６．８２ｍ（２２．５尺）を測る。

関西系の陶器
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主軸方向は、Ｎ－６．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径３５～８５㎝の円形・楕円形である。重複、出

土遺物はない。

ＳＢ１０７４（第５２図） Ｍ・Ｎ－１４・１５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行

は不明である。庇が南側に認められる。北側の桁は、削平のため消失したと考えられる。規模

は、桁行６．３６ｍ（２１尺）を測る。主軸方向は、Ｎ－１７．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径約２０～７０

㎝の円形・楕円形である。柱穴ａ・ｂ・ｃ・ｄ・ｈは、他の柱穴と重複しており、ａ・ｂ・ｃ

では、抜き取り痕がある。しかしながら、重複する柱穴との新旧関係は不明である。柱穴ｅ・

ｈでＳＢ１０７６と重複する。ＳＢ１０７６→ＳＢ１０７４の新旧関係がある。出土遺物は、柱穴ｂ（ＥＰ

７２８）で、第５４図８の青花碗（１６Ｃ末～１７Ｃ前半）が出土している。しかし、帰属はこの建物

の柱穴ではなく、他の重複する柱穴と考えられる。

ＳＢ１０７５（第５２図） Ｍ・Ｎ－１５グリッドに位置する。構造は、身舎の桁行３間、梁行は２

間以上と推定される。南側桁は、撹乱のため検出されなかった。規模は、桁行５．０６ｍ（１６．５尺）

を測る。主軸方向は、Ｎ－７．０゚ －Ｅである。柱穴は、直径２５～４０㎝の円形である。重複、出

土遺物はない。

なお、ＳＢ１０７６～ＳＢ１０８１については、平面図を第５３図に示し、内容については、表４に記

載した。

青 花 碗
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Ⅴ 出土した遺物

１ 中・近世の遺物

中世陶磁器（第５７図１～第５８図２５）

青磁・白磁・青花などの中国からの輸入陶磁器と、瀬戸・美濃系陶器・珠洲などの国産陶器

が出土した。青花には、明末清初の時期のものがあり、瀬戸・美濃系陶器については、大窯期

の遺物が中心であるが、ここに併せて内容を述べることとする。

青磁は２点出土した。１は青磁碗で、鎬連弁文が施される。１３世紀末から１４世紀前半にかけ

ての時期と考えられる。２は、青磁碗の体部破片で、単位が多い細描連弁文と思われる文様が

あり、１５世紀後半から１６世紀にかけての時期と考えられる。共に龍泉窯産である。白磁は、３・

４の２点が出土した。端反の皿と考えられ、焼成は良好で、高台や底部に砂が付着している。

景徳鎮窯産である。青花には、碗・皿・小坏が見られる。５は、端反の小皿と考えられ、内面

に玉取獅子と思われる文様がある。６は小型の陶胎染付の皿で、焼成はやや不良で貫入が入る。

７は小坏で、胎土は緻密で、薄く焼成が良い。削り出し高台である。８は碗の体部破片で、胎

土・焼成は良好である。外面に龍の文様が描かれる。９は皿で、内面に菖蒲と思われる花の文

様が描かれる。焼成は良好で、高台と底面は露胎になる。底面に、「×」あるいは「十」状の

墨書がある。１０は、芙蓉手の皿である。内面に宝物の文様がある。高台付近に砂が付着してい

る。産地は、６・９は�州窯、他は景徳鎮窯である。年代は、５・６が１６世紀代、７～１０が１６

世紀末から１７世紀前半にかけてのものである。

次に、国産陶器について述べる。最も出土量が多いのは、瀬戸・美濃系陶器である。

１１は、天目茶碗である。１２～１８は、灰釉の小皿である。１４は、内面に丸彫りによる菊花文が

施される。１６は、口縁が折縁となる。１８の内面には、印花の菊文がある。１２・１７・１８の底面に

は、トチンの跡が認められる。１９は、小破片で全体の形状は不明であるが、体部に屈曲がある

ので、腰折の外反する皿と考えられる。２０は、志野の丸皿である。内面に、鉄絵の圏線がある。

ほどんどが大窯期の遺物と考えられる。

珠洲では、壺・片口鉢・擂鉢が見られる。２１は、壺の口縁である。焼成は良好である。２２は

片口鉢である。使用により、内面の卸目がかなり磨滅している。外面に漆の付着が見られ、補

修を行ったと思われる。２３・２４は、擂鉢の体部破片である。卸目は密に施される。２３は、胎土・

焼成はやや不良で、灰黄色を呈する。２４の焼成は良好である。概ねこれらは、珠洲第Ⅴ期の範

疇に含まれると考えられる。

２５は、産地不明の瓷器系陶器の擂鉢である。Ｄ区試掘トレンチ３のⅡ層から出土した。胎土

はにぶい橙色で、粗砂が混入し焼成はやや不良である。内底に卸目が見られる。

近世陶器（第５８図２６～第６０図６５）

近世の陶磁器で、最も出土量が多いのは、肥前産を中心とした陶磁器である。肥前以外の生

産地では、福岡・瀬戸・美濃、在地の窯として、米沢の戸長里・福島の岸・大堀相馬・会津本

青 磁 碗

芙 蓉 手 の 皿
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郷などが認められる。

米沢の戸長里窯の製品について述べる。２６・２７は、擂鉢である。内外面に薄く鉄釉が施され

る。２６は口縁部で、内面に１単位７条の卸目が施される。断面には漆接が見られる。２７は底部

である。内面は使用による摩耗が著しく、断面に補修の漆接が見られる。底部は回転糸切りと

思われる。２８は底部で、器種は不明である。底面には回転ヘラケズリが見られる。２９・３０は、

瓶である。外面に厚く鉄釉が施され、ロクロ目が目立つ。２９の体部下には、漆接がある。いず

れの製品も、胎土は軟質で気泡が入り、焼成はあまり良くない。

３１は、瀬戸・美濃系陶器と思われる。ロクロ成型で内面と底面にトチン痕が見られる。二次

的な熱を受けている。器種は壺と推定されるが不明である。

次に肥前系陶器について述べる。３２～３４は、胎土目積みの皿である。３２は、焼成は良好で灰

黄色に釉が施される。底面に墨書があり、文字が薄く不明瞭であるが「鬼」と推測される。３３

は体部に屈曲があり、焼成はやや不良で釉薬が白くなっている。底面に墨書があり、「神」と

推測される。３４も皿の底部と考えられ、釉が白く濁っている。底面に墨書があり、３３と同じ文

字と思われる。３５は完形の皿で、焼成は良く、緑色に釉薬が発色している。底部は回転糸切り

である。３６・３７は皿の口縁部で、胎土目積みの時期である。３６は焼成が良く、胎土は灰白色で

ある。３７は内面に段がつく。釉薬は透明である。３８は、体部中央に屈曲をもつ皿である。底部

は回転糸切りで、内面に胎土目跡がある。３９は、胎土目段階の沓形碗である。同一個体の口縁

部破片があり、鉄釉を施した上に長石釉で梅花文が施される。体部破片に漆接がある。４０は絵

唐津の皿である。４１は瓶の体部破片で、外面には平行タタキ目、内面には同心円状アテ痕があ

る。４２は壺または甕の体部破片で、外面に縄状の突帯が巡る。内面には同心円状アテ痕がある。

４１・４２の産地は、肥前あるいは福岡と考えられる。４３は、砂目積みの皿である。灰オリーブ色

に灰釉がかかる。４４～４６は、呉器手の碗で、このタイプは当遺跡から比較的出土が多い。４７は

擂鉢で、体部上半に鉄釉が施される。４９は瓶である。口縁から頸部にかけての部分で、釉は外

面と口縁内面にかかる。５０は、火入か線香立てと考えられる。口縁が肥厚する。

肥前以外の産地の陶器について述べる。４８は、福岡産の陶器碗である。焼成は良く、藁灰釉

により青く発色している。胎土はにぶい黄橙色で砂の混入が多くざらっとした感触がある。高

台内を荒くケズリ調整している。５１は茶入れと考えられ、産地は福岡産と思われるが、他の産

地の可能性もある。胎土は明るい褐色で、鉄釉が体部と口縁内面に施される。漆接がある。５２

は、瀬戸・美濃産の陶胎染付の広東碗である。外面と内面に花文がある。

５３・５４の碗と５５の小坏は、大堀相馬産である。５３は、緑色の釉で貫入が入る。５４は白濁した

釉がかかる。５５は、白く軟質な胎土で透明釉がかかる。５６は、産地不明の小坏である。褐灰色

の胎土で、透明釉がかかる。５７は水注で、白く軟質な胎土で淡い緑色に釉がかかる。５８は涼炉

で、流水文状の文様が青で描かれる。５９は、会津本郷産の擂鉢である。砂を多く含む胎土で、

荒いロクロ目があり、内外に薄く鉄釉が施される。６０は、関西系の鉢と考えられる。６１は、福

島県の岸窯産と考えられる擂鉢の口縁部破片である。６２～６５は在地産と考えられる陶器である。

６２は鉄釉が施される甕である。６３・６４は擂鉢である。６３は片口が付き、卸目が密に施される。

口縁部には厚く鉄釉をかけ、体部に鉄漿が塗られる。６５はこね鉢である。

近世磁器（第６１図６６～第６４図１２３）

米沢の戸長里窯

肥 前 系 陶 器

胎 土 目 積 み

底 面 に 墨 書

砂 目 積 み

福岡産の陶器
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近世の磁器の生産地は肥前が中心で、１８世紀以降は、波佐見の製品が多く見受けられる。瀬

戸・美濃産の磁器は、１９世紀以降のものが見られるが、少量で遺構には関係しない。

肥前産磁器から内容を述べる。６６～７３は、１７世紀前半代の磁器である。６６・７１は碗である。

文様は簡潔なものが描かれる。６７～７０・７２・７３は皿である。６７～６９は大きさ・文様がほぼ同じ

ことから、揃い物の皿と思われる。６８の見込みには、月に雁と思われる文様がある。７０は型打

ち成型の皿で、見込みに柳文がある。７３は手塩皿で、見込みに菊花文がある。

１７世紀後半代の磁器では、７４・７５～７９がある。いずれも碗である。７４は、口縁外面に２条の

染付圏線が巡る。７５も、内外面に２条の圏線が入り、外面に文様があるが意匠は不明である。

７６～７９は、一重網目文の碗である。この文様の磁器は、当遺跡から出土が多い。

１８世紀以降の磁器であるが、肥前の他に、波佐見の製品が多く見受けられる。８０～８３は、波

佐見産のくらわんか手の碗である。８０・８２は雪輪梅樹文が施される。８２の底面には崩れた「大

明年製」の銘がある。８１は、二重網目文が施される。８４～８６は肥前産の碗である。８４は雪持ち

笹が、８５は松竹梅文が施される。８７・８８は小坏で、共に笹文が施される。８９～９３は、湯飲碗で

ある。８９は外面に市松網目文が、見込みには崩した「壽」字文が入る。９０は、外面に矢羽根状

文、見込みに手描きの五弁花がある。９２には笹文が、９３には丸文が描かれる。

９４は、肥前産の猪口である。呉須が青黒く発色し、外面には山水文が、内面には四方襷文が

描かれる。９５は、青磁の香炉である。焼成は良く胎土は白い。外面にケズリ出しにより鎬状の

文様があり、口端の内側に返りが付く。９６は青磁染付の深皿で、口縁内面に波頭文が描かれる。

１８世紀以降の皿も、波佐見産が多い。９７は肥前の皿で唐草文を施し、見込にコンニャク印判

の五弁花が見られ、高台内に「大明年製」の銘がある。９８は肥前系の皿で、底部が厚く蛇ノ目

凹形高台である。内面に、扇と草花に蝶の文様がある。９９は、口縁が輪花状になる皿である。

外面に２本線描きの唐草文、内面に梅樹か松竹梅と思われる文様がある。１００～１０４は、波佐見

産の皿である。見込にコンニャク印判の五弁花が押され、蛇ノ目釉剥ぎがある。１０１の高台内

には、崩れた渦「福」の銘がある。１０３は手塩皿で、見込に雪持ち笹の文様がある。１０５は肥前

産の皿で、外面に唐草文が、内面には植物文がある。底部は蛇ノ目凹形高台である。

皿以外の器種について述べる。１０６・１０７は、肥前産の仏飯器で、１０６には菊花散らしが、１０７

には氷割菊文が描かれる。１０８は猪口で、山水文が施される。１０９は、氷割菊文が描かれる碗で

ある。１１０は広東碗で、外面に植物文がある。１１１は、広東形の猪口である。外面には、大きく

展開する山水文が、見込には岩波に東屋の文様がある。１１２は、端反の小碗で、宝珠の文様が

ある。産地は瀬戸・美濃または在地の可能性がある。１１３は湯飲碗で、籠を模した宝物と両脇

に扇を配した文様がある。１１４は、小碗である。詩文と思われる文字が書かれている。１１５は、

外面に青磁釉をかけた鉢である。見込に植物文が描かれる。底面に砂が熔着している。１１６・

１１７は小型の瓶である。仏花瓶になると思われる。１１６には笹文と思われる文様がある。１１７は

漆接がある。１１８は段重である。荒い太描の線にダミを施した草花文が描かれる。

１１９～１２１は蓋である。１１９は色絵の碗蓋で、内外面に松竹梅の文様が入る。つまみ部分の内

側には、金色の圏線が入る。１２０は蓋物の蓋で、外面に蛾と思われる昆虫を描く。１２１は、端反

碗の蓋である。線描きにより、外面に牡丹文を描く。

１２３は大皿である。口縁が輪花となる。外面の文様には七宝結びを４単位配置し、見込には

１７世紀前半代の
磁 器
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山水と魚と思われる文様がある。高台内には、「太明成化年製」の銘がある。

近代以降の陶磁器も出土している。これらは、ＳＸ３２４・３２５などを中心に出土している。こ

こに掲載するのはその一部である。１２２は明治以降の時期の染付磁器蓋である。外面に草花文

が、内面に雷文と崩れた環状の松竹梅文を描く。１２４は染付磁器鉢である。口縁に雷文があり、

「屋」の文字がある。内面には、線描きの牡丹文が描かれる。１２５は、平清水の陶器である。

焼成は良く器壁は薄い。徳利と考えられる。１２６は、外面と口縁内面に青磁釉がかかる磁器瓶

である。焼成は良好である。１２７は、端反の色絵磁器小坏である。見込に色絵の文様がある。

剥落しており文様の詳細は不明であるが、赤色で日を描き、山と思われる文様の痕跡がある。

土器（第６５図１２８～１３１）

素焼きの製品について述べる。かわらけ・瓦質陶器の類もここに含める。

１２８・１２９はかわらけの皿である。１２８の口径の推定値は１５０㎜でロクロ成型である。胎土は橙

色で焼成はあまり良くない。炭化物が薄く付着している。１２９は１２８と同一個体の可能性がある。

１３０は袋状の形態から瓶とした。無釉の素焼きで、ロクロ目が見られる。胎土は白色で、砂が

少量混入される。１３１は、瓦質陶器の火鉢である。全体を黒色処理している。

石製品（第６５図１３２～１３５）

砥石は３点出土した。１３２は直方体状で、研面は４面ある。表面はよく研磨されている。１３３

はやや歪んだ撥状で断面は台形状になる。石材は泥岩と思われ、軟質である。研面は４面と思

われるが、２面が特に良く使用されている。荒い擦痕が残る。１３４は、大部分が破損し全体の

形状は不明である。外面が黒変しており、熱を受けたと思われる。石材は、薄く割れる性質を

もつ。１３５は石臼である。上臼部分で、大部分を欠損するが、推定される直径は２８．３㎝である。

礎石（第６６図１３６～第７０図１５４）

掘立柱建物跡の柱穴の底面に据えられたもの、柱を据える際の根固めとして用いられた石で

ある。大型の柱穴にしばしば見受けられる。円形で扁平な自然石が多い。

１３６は円形でＳＢ９７８ＥＰ７２２出土である。扁平な石の両面に柱痕跡と思われる炭化物の付着

がある。１３７は、ＳＢ９０６ＥＰ４５の出土である。表面には人為的な凹があり、その周囲の炭化物

が付着する部分が柱痕跡と思われる。裏面には煤状のものが全面に薄く付着する。１３８はＥＰ

７５出土である。片面が平坦で滑らかで、研磨されたと思われる。１３９～１４１はＳＢ９０５ＥＰ５７出

土である。１３９は破損し、片面が平坦で煤状の付着物がある。柱穴側面の押さえに用いられた

と考えられる。１４０・１４１は柱穴底面にあり、柱痕跡が残る。１４０の中央には、周囲より白く境

界に酸化鉄が付着した円形の跡がある。１４１は、表裏に柱痕跡と思われる炭化物の付着がある。

１４２はＳＢ９０５ＥＰ８０の出土である。表面に柱痕跡と思われる炭化物の付着がある。１４３～１４９は、

ＳＢ９０４ＥＰ６８出土である。各々の礎石は、柱痕の周囲を囲むように配置されていた。柱穴側

面の根固めとして使用されたと考えられる。１４３は扁平で、黒変した柱痕跡がある。１４４は扁平

な円形で、片面に薄く炭化物の付着がある。１４５は、断面台形状で２つの平坦面をもつ。１４６は、

角柱状の石で片面に擦痕がある。１４７は、片面に薄く炭化物が付着し、側面が被熱により赤変

する。１４８は、両面に広い範囲で炭化物の付着がある。１４９は楕円形の扁平な自然石である。炭

化物等の付着はない。１５０は、ＳＢ２ＥＰ１３０出土である。表面に広い範囲で炭化物が付着し、

擦痕もある。１５１は、ＳＢ２ＥＰ６２出土である。扁平な楕円形の石で、両面に薄く炭化物が付

か わ ら け
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着する。赤変し、熱を受けたと思われる。１５２は、ＳＢ２ＥＰ６５５底面の根石である。三角状の

扁平な石で，柱痕跡と思われる円形のやや周囲より色が薄い部分がある。１５３は、ＳＢ８４１ＥＰ

８１７出土である。柱痕の側面を押さえるような出土状況であった。破損し、片面に炭化物が付

着する。１５４は、ＳＢ８４１ＥＰ８１８出土である。柱穴の根石である。大部分を破損し、全体の形

状は不明である。両面の平坦面に擦痕がある。

金属製品（第７０図１５５・１５６・写真図版２７－１７５～１７８）

金属製品では、刀子と銭貨が出土している。１５５は刀子の鞘で，片面に溝状の装飾を程して

いる。１５６も刀子で、鞘に入った状態で出土した。３片に破損し、両端を欠く。共に銅製と思

われる。銭貨は、江戸時代の寛永通寳である。１７５は文銭、１７６は古寛永、１７７は新寛永である。

１７８は、文字が不明瞭で銭種は不明である。渡来銭の可能性もある。

木製品（第７０図１５７～１５９）

漆器と、杭・柱材が出土している。１５７は漆器で丸底になることから鉢と思われる。体部下

半分から底部である。木胎部分は腐食しており漆膜部分が残っている。外面は赤色漆が塗られ、

内面は茶褐色の漆膜が厚く残っている。漆を入れる容器として使用されたと考えられる。

１５８は、杭と考えられ、幅４６㎜、厚さ２８㎜の角材の先端を加工し尖らせる。１５９は、柱材と思

われる。外皮は無く丸太材である。腐食が激しく外面の加工の有無は不明である。

２ 縄文時代の遺物

縄文時代の遺物は、縄文土器が１片、石器が十数点出土している。これらの遺物は、表土や、

中・近世の遺構に混入して出土し、縄文時代に帰属する遺構はないと思われる。周囲に、市野々

向原、野向遺跡など縄文時代の遺跡が存在し，これらの遺跡との関連が考えられる。

縄文土器（第７１図１６０）

深鉢または鉢の体部破片と考えられる。風倒木痕と考えられるＳＸ６７１から出土した。横位

に結節をもつＬＲ縄文が施文される。胎土はにぶい褐色で、胎土に粗砂を含む。晩期中葉に位

置づけられると思われる。

石器・石製品（第７１図１６１～第７２図１７４）

石器は、石箆・削器・凹石・石皿・剥片が出土した。１６１は、石箆である。背面と腹面のほ

ぼ全周に二次加工が入る。１６２・１６３は削器である。縦長の剥片を用いている。１６２は背面の両

側面と腹面の左側縁に二次加工が入る。１６３は破損し、剥片の打面側を欠く。二次加工は、背

面の左側縁と先端に入る。１６４～１６９は剥片である。１６４は石刃状の縦長剥片である。側面に微

小の剥離が見られる。１６５も同様の剥片である。縦長で白色の頁岩である。１６８は、自然面が残

る。１６９は白色の頁岩で節理が入る。１７０・１７１は二次加工のある剥片である。背面の左側縁に

二次加工が入る。１７１は、背面の右側縁と腹面の両縁に二次加工が入る。以上述べた剥片石器

は全て頁岩製である。

１７２は、石棒である。両端を欠き、半分に割れている。外面は、研磨されて仕上げられてい

る。１カ所に溝状に横方向に伸びる抉りが入る。１７３は、凹石である。凹以外には加工した痕

は認められない。１７４は石皿である。楕円形の石を用い、緩やかに窪んだ磨面がある。側面や

裏面には、成形時の敲打痕が残る。

晩 期 中 葉

石 棒

Ⅴ 出土した遺物

４３



Ⅵ 自然科学分析

１ はじめに

飛泉寺跡遺跡は、室町時代に創建されたとされる飛泉寺の周囲に発展した中世～近世の門前

町と考えられている。発掘調査により、多数の掘立柱建物跡に伴う柱穴が検出され、同一場所

に何度も建替えが行われたことが判明している。柱穴内からは、炭化材や種実遺体等が出土し

ている。

本報告では、柱穴内から出土した炭化材や種実遺体の放射性炭素年代測定を行い、遺構の構

築時期に関する資料を得る。また、炭化材の樹種同定と種実遺体の同定を行い、木材利用や植

物利用に関する資料を得る。

２ 試料

試料は、掘立柱建物跡の柱穴内から出土した木材１７点（試料番号１，３～１８）と種実遺体１

点（試料番号２）である。木材１７点のうち、試料番号５、６の２点を除く１５点は炭化材であっ

た。この中で、放射性炭素年代測定は、試料番号１～３、７の４点について行う。また、樹種

同定は木材１７点、種実遺体同定は試料番号２の１点を対象とする。

３ 方法

� 放射性炭素年代測定

測定は、加速器質量分析法（AMS法）で行い、放射性炭素の半減期は LIBBYの５５６８年を

用いる。なお、測定は、株式会社加速器分析研究所（IAA）の協力を得た。

� 樹種同定

剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の徒手切

片を作製し、ガム・クロラール（抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリセリン、蒸留水の

混合液）で封入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・

同定する。

炭化材は、３断面の破断面を作成し、双眼実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材

組織を観察し、種類を同定する。

� 種実遺体同定

試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、その形態的特徴および現生標本との比較から種類を同定

し、乾燥重量を求める。同定後の種実遺体は、乾燥剤、緩衝材と共にタッパーに詰め、保存す

る。

炭 化 材 や
種 実 遺 体
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４ 結果

� 放射性炭素年代測定

年代測定結果を表２に示す。各試料の年代測定値は、試料番号１～３が１７０ＢＰ（補正年代

２９０ＢＰ）～１９０ＢＰ（補正年代３４０ＢＰ）であった。一方、試料番号７は、４９０ＢＰ（補正年代

５８０ＢＰ）であり、他の３点よりも古い年代を示した。

� 樹種同定・種実遺体同定

同定結果を表３に示す。木材・

炭化材は、針葉樹１種類（マツ属

複維管束亜属）と広葉樹３種類

（クリ・モクレン属・トネリコ

属）に同定された。また、試料番

号７には、モクレン属の炭化材の

他に、炭化したイネ科タケ亜科の

微細片も認められた。一方、種実

遺体は、全てイネの胚乳に同定さ

れた。

木材・炭化材の主な解剖学的特

徴と種実遺体の形態的特徴を以下

に記す。

〈木材・炭化材〉

�マツ属複維管束亜属（Pinus subgen. Diploxylon） マツ科

軸方向組織は仮道管を主とし、晩材部には樹脂道が認められる。放射祖組織は、柔細胞、仮

道管、樹脂道等で構成される。分野壁孔は窓状となり、１分野に１個。放射仮道管内壁には顕

著な鋸歯状の突出が認められる。放射組織は単列、１～１５細胞高。

�クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.） ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は１～４列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しなが

ら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、

１～１５細胞高。

�モクレン属（Magnolia） モクレン科

散孔材で、管壁厚は中庸～薄く、横断面では角張った楕円形～多角形、単独および２～４個

が放射方向に複合して散在する。道管の分布密度は比較的高い。道管は単穿孔を有し、壁孔は

表２ 放射性炭素年代測定結果

１）年代測定は、加速器質量分析法（AMS法）による。
２）測定年代は、１９５０年を基点とした年数で、補正年代は δ１３Cの値を基に同位体効果による測定誤差を補正した値。
３）放射性炭素の半減期は、５５６８年を使用した。

表３ 植物遺体の同定結果

イ ネ の 胚 乳

１ ＳＢ９０５ＥＰ４０－Ｆ 炭化材 １９０±３０ＢＰ －１５．４８±０．８１‰ ３４０±３０ＢＰ ＩＡＡＡ－３０１０７

２ ＳＢ９０５ＥＰ４０－Ｆ 種実 １７０±３０ＢＰ －１８．２５±０．８４‰ ２９０±３０ＢＰ ＩＡＡＡ－３０１０８

３ ＳＢ９０４ＥＰ９４－Ｆ 炭化材 １８０±３０ＢＰ －１８．５２±１．１７‰ ２９０±４０ＢＰ ＩＡＡＡ－３０１０９

７ ＳＢ９０４ＥＰ４１ 炭化材 ４９０±３０ＢＰ －１９．２４±０．８９‰ ５８０±４０ＢＰ ＩＡＡＡ－３０１１０

１ ＳＢ９０４ＥＰ４０－Ｆ 炭化材 マツ属複維管束亜属
２ ＳＢ９０４ＥＰ４０－Ｆ 種実 イネ
３ ＳＢ９０５ＥＰ９４－Ｆ 炭化材 クリ
４ ＥＰ９５－Ｆ 炭化材 モクレン属
５ ＥＰ６５－Ｆ 生木 クリ
６ ＳＢ２ＥＰ２４８－Ｆ 生木 クリ
７ ＳＢ９０４ＥＰ４１ 炭化材 モクレン属

イネ科タケ亜科
８ ＳＢ９８８ＥＰ４９ 炭化材 クリ
９ ＳＢ９５３ＥＰ１８５ 炭化材 クリ
１０ ＳＢ９０８ＥＰ２３９ 炭化材 クリ
１１ ＥＰ７０１ 炭化材 クリ
１２ ＥＰ７０２ 炭化材 モクレン属
１３ ＥＰ７０５ 炭化材 マツ属複維管束亜属
１４ ＥＰ７０９ 炭化材 クリ
１５ ＥＰ７１１ 炭化材 モクレン属
１６ ＥＰ７１２ 炭化材 クリ
１７ ＥＰ７１６ 炭化材 クリ
１８ ＥＰ７１７ 炭化材 トネリコ属
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階段状～対列状に配列する。放射組織は異性Ⅱ型、１～２細胞幅、１～４０細胞高。

�トネリコ属（Fraxinus） モクセイ科

環孔材で、孔圏部は２～３列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。道管壁は厚く、

横断面では円形～楕円形、単独または２個が複合、複合部はさらに厚くなる。道管は単穿孔を

有し、壁孔は小型で密に交互状に配列する。放射組織は同性、１～３細胞幅、１～４０細胞高。

�イネ科タケ亜科（Gramineae subfam. Bambusoideae）

試料は厚さ１㎜～２㎜程度の破片である。横断面では維管束が基本組織の中に散在する不斉

中心柱が認められ、放射組織は認められない。

〈種実遺体〉

�イネ（Oryza sativa L.）

全て胚乳に同定された。完全に炭化した多数の胚乳が固結し、塊状。黒色を呈す。塊の大き

さ５㎜、乾燥重量は８．９８ｇ。胚乳は長楕円形でやや偏平。長さ３．５－５㎜、幅２．５㎜、厚さ１－

１．５㎜程度。一端には胚が脱落した凹部があり、両面には２～３本の縦溝がみられる。焼け膨

れや発泡した個体が多い。また、胚乳表面に穎の一部が残っている個体もみられる。穎表面に

は特徴的な顆粒状突起が規則的に縦列する。

５ 考察

� 遺構の年代

年代測定を行った試料のうち、試料番号１、２の２点は、第１遺構ブロックの大型掘立柱建

物跡（ＳＢ９０５）の柱穴から出土している。一方、試料番号３、７の２点は、ＳＢ９０４から出土

した。ＳＢ９０４はＳＢ９０５に隣接し、柱の配置が平行することから、ＳＢ９０５に前後して建替え

られた建物と考えられている。

ＳＢ９０５（試料番号１、２）の年代測定値は、炭化材が１９０ＢＰ（補正年代３４０ＢＰ）、種実遺

体が１７０ＢＰ（補正年代２９０ＢＰ）であった。炭化材の樹齢の問題や測定誤差の範囲を含めれば、

ほぼ同時期の試料であることが推定される。これらの試料の補正年代を用いて、INTCAL９８

（Stuiver et al.,１９９８）による暦年較正を行った。その結果、試料番号１の炭化材は、ＡＤ１５２０、

１５９５、１６２０に交点があり、誤差範囲も含めるとＡＤ１４８５～１６３５となる。また、試料番号２の種

実遺体は、ＡＤ１６４０に交点があり、誤差範囲も含めるとＡＤ１５２５～１６５０となる。このことから、

ＳＢ９０５の炭化材・種実遺体は、１６世紀～１７世紀前半頃の年代が推定される。

一方、ＳＢ９０４ＥＰ４１（試料番号３）は１８０ＢＰ（補正年代２９０ＢＰ）、ＳＢ９０４ＥＰ９４（試料

番号７）は４９０ＢＰ（補正年代５８０ＢＰ）であった。ＥＰ４１の年代値は、暦年較正を行うと、Ａ

Ｄ１６４０に交点があり、誤差を含めるとＡＤ１５２０～１６５０となる。この結果は、ＳＢ９０５の年代値

と一致しており、ほぼ同時期の木材であることが指摘できる。ＥＰ９４の年代値は、暦年較正を

行うと、ＡＤ１３３０、１３４０、１４００に交点があり、誤差を含めるとＡＤ１３１５～１４１０となる。この年

代値は、ＳＢ９０５の２点やＳＢ９０４ＥＰ４１と比較すると、約２００～３００年古い年代を示している。

この結果から、ＳＢ９０４ＥＰ９４の炭化材については、１４世紀代頃の年代が推定される。

以上のことにより、大型掘立柱建物跡ＳＢ９０４・９０５およびその周囲の建物は、１６世紀～１７世

紀前半頃の可能性がある。ただし、これらの炭化材については、柱穴内から出土しているが、

大 型 掘 立 柱
建 物 跡
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埋土の部分を区別していないため、柱材ではない可能性もあるとされる。また、建物の建替え

の際には、古い木材で再利用可能な木材が使われる可能性もある。木材を対象とした年代測定

は、その木材の組織が形成された年代を示しており、実際の伐採・使用年代とは必ずしも一致

しない。そのため、ＥＰ９４の炭化材の年代差が建物の時期差を示すかについても断定できない。

今後さらに他の試料の年代測定を行って、年代に関する資料を蓄積する必要がある。

� 木材利用について

柱穴内から出土した炭化材は、落葉広葉樹のクリが多く、他にモクレン属、トネリコ属、複

維管束亜属が認められた。

クリは、強度や耐朽性に優れた材質を有し、柱など土に直接触れるような部位としての使用

に適している。山形県内の民家の使用樹種に関する調査例は知られていないが、岩手県の南部

民家の調査例では、柱にはスギやクリが多く見られ、その他に複維管束亜属、ヒノキ類、ノグ

ルミ、オニグルミ等強度や耐水性に優れた木材が利用されている（布谷・中尾，１９８６）。この

ことは、本遺跡の結果とも一致する。これらのことを考慮すれば、本遺跡においても柱材にク

リを主とした木材利用が行われていたことが推定される。民家の調査では、トネリコ属は柱に

認められていないが、強度の高い材質を有することから、本遺跡ではクリと共に柱に利用され

た可能性がある。また、モクレン属については、ホオノキが鴨居や敷居等に利用されるが、柱

としての利用は確認されていない。クリと比較すると強度や保存性が劣るため、柱以外の部材

に利用された可能性もある。

また、日本に生育する複維管束亜属（ニヨウマツ類）には３種類（アカマツ・クロマツ・リュ

ウキュウマツ）がある。ただし、本州に生育するのはアカマツとクロマツの２種であることか

ら、今回の試料もアカマツまたはクロマツと考えられる。いずれも強度が比較的高く、松脂を

多く含むために耐水性も比較的高い。このような材質から、建築・土木材として適材とされる

（平井，１９８０）。このため本遺跡においても、大型掘立柱建物をはじめとした柱材に用いられ

たと考えられる。

今後、他の出土木材についても樹種同定を行って木材利用に関する資料を蓄積すると共に、

周辺地域での古民家の構築部材の樹種との比較・検討も行いたい。

� 種実遺体について

ＳＢ９０５の柱穴内から出土した種実遺体は、多量のイネが塊状に炭化したものであった。イ

ネの胚乳には、表面模様などが確認され、穎の一部が残存した個体も認められる。このことか

ら、胚乳が調理されて炭化したのではなく、脱穀前の稲籾の状態で塊状に炭化したことが推定

される。柱穴内から出土していることから、廃棄された可能性がある。

今後、柱穴内の被熱の有無や他の出土遺物の状況等も含めて炭化から廃棄に至る過程を検討

したい。

引用文献

平井信二 １９８０ 木の事典 第７巻．かなえ書房．
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Ⅶ 調査のまとめ

今回の調査は、国土交通省北陸地方整備局横川ダム建設事業に伴う飛泉寺跡遺跡の緊急発掘

調査である。１次から３次にわたる調査において、次のような内容が明らかとなった。

飛泉寺跡遺跡は、中世後期の室町時代から江戸時代にかけて、約５００年の間にわたり営まれ

た集落跡である。数多くの掘立柱建物跡が重複して検出され、この期間に建替えられた建物跡

の総数は、延べ１９７棟以上に及ぶ。

遺跡内には、建物が繰り返し建替えられ、柱穴が密集する場所が認められる。これらは、寺

の参道を中心として直交するように、６カ所ほどの区画に分けられる。当報告では、これらを

「遺構ブロック」と仮称し、１～６遺構ブロックを設定した。これらは、集落内の屋敷割り、

町割りに該当すると考えられる。

それぞれの遺構ブロックについては、次のような内容が明らかになった。

第１遺構ブロックは、８８棟の掘立柱建物跡と、１基の柵列が確認された。このブロックの中

で注目されるのは、桁行が４間以上で梁行が２～３間の大型掘立柱建物跡である。

このうち最も大型であるＳＢ２掘立柱建物跡は、身舎の桁行８間、梁行３間で、桁行総長２１．６９

ｍ、梁行総長７．７９ｍに及ぶ。また、北側桁の北西隅に曲屋状に３間張り出す構造をもつ。柱穴

は、１ｍを超える大型の掘り方を持ち、柱穴の底に根石を伴う。このような大型建物跡は、７

期の変遷があったことが想定された。また、中型及び大型建物跡の変遷を検討した結果、この

ブロックでは、２棟１組の建物が、建替えられながら存続していった可能性がある。このブロッ

クの存続期間は、出土遺物の年代より、１５世紀に始まり、１６世紀から１７世紀にかけて大型建物

跡が建てられ、以後の江戸時代も存続していたことが考えられる。

第２遺構ブロックは、１５棟の掘立柱建物跡が確認された。年代については不明な部分が多い

が、第１遺構ブロックと同様に、中世末から近世にかけて、一般的な家屋と考えられるような

中型の建物を中心として存続していったことが考えられる。

第３遺構ブロックは、５６棟の掘立柱建物跡が確認された。このブロックは、遺跡内で２番目

の規模をもつ。遺物の様相から判断すると、このブロックは１６世紀代から始まり、１７世紀以降

から１８世紀にかけて最も建物が頻繁に建替えられるようになる。この時期の建物の柱穴も直径

１ｍに及ぶ大型の掘り方を持つ。１８世紀から１９世紀にかけても存続したと推測される。

第４遺構ブロックは、１４棟の掘立柱建物跡が確認された。このブロックは、３×２間、４×

２間などの中型の建物跡が繰り返し建替えられた場所と考えられる。遺構の年代は、１５世紀頃

から開始し、１６世紀・１７世紀を通じて存続していたと考えられる。

第５・６遺構ブロックは、参道のすぐ東側の地点にあたる。第５遺構ブロックでは、５棟の

建物跡が、第６遺構ブロックでは２１棟の建物跡が確認された。第５・６遺構ブロックは、１５世

紀以降に始まり、１６世紀、江戸時代に入る１７・１８世紀も存続していたことが考えられる。第６

遺構ブロックでは、参道にすぐ面した地点に主な家屋としての建物が繰り返し建てられたと考

えられ、やや離れた南西側に付属的な建物があり、北側に時折建物が建てられていたと考えら

室町時代から
江 戸 時 代
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れる。

出土遺物であるが、主な中世の遺物として、中国産の輸入陶磁器、瀬戸・美濃系陶器、珠洲

などの国産陶器が出土した。輸入陶磁器では、１３世紀末から１４世紀前半にかけての青磁鎬連弁

文碗、１５世紀代と考えられる青磁細描連弁文碗、１６世紀代の白磁皿、１６から１７世紀前半にかけ

ての青花が出土している。国産陶磁器として最も出土が多いのは、瀬戸・美濃系陶磁器で、ほ

とんどが１６世紀代の大窯期になる。多くは灰釉小皿であり、他に天目茶碗が２点、志野小皿が

１点出土している。珠洲は４点出土し、壺・擂鉢・片口鉢が見られ、概ね１５世紀代と考えられ

る。

近世の遺物について述べる。この時期には、九州から北前船によって運ばれ、越後街道を通っ

てもたらされたと考えられる、肥前産陶磁器が多数出土した。肥前陶器は、１６世紀末から１７世

紀初頭にかけての古い段階のものから出土が確認される。肥前産の磁器も、１７世紀前半から出

土が確認され、肥前産の陶磁器の流通が、早い段階からこの地に浸透していたことが伺われる。

１８世紀から１９世紀にかけても、出土陶磁器の中心を占めている。また、肥前周囲の生産地では、

１６世紀末から１７世紀にかけての福岡産と考えられる陶器が見られ、１８世紀以降からは、波佐見

産のくらわんか手の磁器が比較的見受られる。逆に、瀬戸・美濃系陶磁器は、江戸時代を通じ

てほとんど出土が見られない。

また、在地産の陶器として、米沢の戸長里窯で焼かれた製品が認められた。他に、福島の岸、

会津本郷、大堀相馬などの製品も認められる。

このように当遺跡では、中・近世の陶磁器は日常什器が中心であるが、１６世紀代の天目茶碗

や、１６世紀末から１７世紀の沓形碗や、茶入と思われる陶器など、喫茶に関連する遺物が出土し

ていることが特筆される。また、街道沿いの集落にもたらされた陶磁器の流通の様相が伺われ

る事例として興味深い。

遺跡に隣接して建てられていた飛泉寺との関係であるが、出土遺物では、１５世紀代の遺物が

遺構から出土しており、１５世紀以降の、飛泉寺の創建とされる応永３４年（１４２７）に前後して集

落が開始されたと解釈しても、矛盾しないと考えられる。遺物の内容は、前述したように主に

碗・皿類など日常で使用する什器が中心であり、寺に関連するような調度品や仏具等は出土し

ていない。集落の推移を考えると、大型掘立柱建物跡が建てられ始めた、１６世紀から１７世紀前

半頃には、第１ブロックを中心として集落が構成され、１７世紀代から１８世紀前半頃には、第３

遺構ブロックに中心となる建物が移ったと推測される。また、当集落遺跡は飛泉寺を中心とし

た門前町的な性格をもつと考えられ、１７世紀から１８世紀にかけて越後街道が本格的に整備され、

市野々の集落が宿場としての形態が整って行く前段階的なものと考えられる。

大型掘立柱建物跡の性格については検討中であるが、市野々集落の有力者階級の屋敷跡の可

能性が想定される。

参考・引用文献
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番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ
深さ（５９）（６２）５２ ７３（２９）（３５）（７）（５８）７４（７２）７８ ６３（２５）
番号 ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ ｕ ｖ ｗ ｘ ｙ ｚ
深さ ２１ ３３（２６）（４２）（４８）４４（２０）（５）４９（５３）４７ ３７ ３５
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番号 ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ ｕ
深さ ８４ １９ ２６（４０）（６２）（３２）（２５）３０（２７）２４
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第１０図 第１遺構ブロック ＳＢ９０６・９０７

ＳＢ９０６

ＳＢ９０７

番号 深さ
ａ （２９）
ｂ （２３）
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ｄ ２７
ｅ －
ｆ ５９
ｇ （１２）
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ｉ ８０
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番号 深さ
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ｂ （１１）
ｃ （２０）
ｄ （６）
ｅ （１５）
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第１１図 第１遺構ブロック ＳＢ９０８・９０９

ＳＢ９０８

ＳＢ９０９

番号 深さ
ａ ４９
ｂ （２９）
ｃ （３）
ｄ （３４）
ｅ （３８）
ｆ （４９）
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ｈ ５４
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ｊ （６）
ｋ （９８）
ｌ （９６）
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ｑ （５７）
ｒ ４６
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ｏ （６６）
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第１２図 第１遺構ブロック ＳＢ９１０～９１２

ＳＢ９１０

ＳＢ９１２

ＳＢ９１１
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第１３図 第１遺構ブロック ＳＢ９１３・９１４

ＳＢ９１３ ＳＢ９１４
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第１４図 第１遺構ブロック ＳＢ８４１・９１５・９１６

ＳＢ９１５ ＳＢ８４１ ＳＢ９１６

番号 深さ
ａ ３４
ｂ （３３）
ｃ （３８）
ｄ （９）
ｅ ５９
ｆ （３５）
ｇ （３５）
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ｌ （３７）
ｍ （９）
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第１５図 第１遺構ブロック ＳＢ９１７～９２０
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第１６図 第１遺構ブロック ＳＢ８４２・９２１～９２３

ＳＢ９２１ ＳＢ９２２

ＳＢ９２３

ＳＢ８４２

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ
深さ（５８）（７０）（７１）１９（３９）４５（３２）（３４） －
番号 ｊ ｋ
深さ ３６ ４７

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ
深さ（１５）（３９）（６１）（２３）３１（１６）（４５）１４（１６）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ
深さ（２１）１４ － （５７）（６）４９（２４）２４ ３５（３３）３８

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ
深さ ３５ １７（２１）２６ １２（３３）（６４）（１６）（１２）（３１）（２９）
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第１７図 第１遺構ブロック ＳＢ９２４～９２８

ＳＢ９２４
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第２６図 第２遺構ブロック ＳＢ９９１～９９３

ＳＢ９９２

ＳＢ９９１

ＳＢ９９３

番号 深さ
ａ （４８）
ｂ ４２
ｃ ２９
ｄ ２８
ｅ （４２）
ｆ ７３
ｇ ７４
ｈ ５０
ｉ ２３
ｊ ３３
ｋ ２０
ｌ ２６
ｍ （２１）
ｎ （２２）

番号 深さ
ａ （２５）
ｂ （２０）
ｃ ２８
ｄ （３９）
ｅ ４７
ｆ （４４）
ｇ １２
ｈ ３９
ｉ （６０）

番号 深さ
ａ （２６）
ｂ （２１）
ｃ （４７）
ｄ （３０）
ｅ ４８
ｆ ５２
ｇ （５２）
ｈ （３３）

遺構実測図
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第２７図 第２遺構ブロック ＳＢ７１９

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ
深さ ５８（６４）５６ ５３ ４６ ３２（２５）６９ ７９ ９０ ３４ ３０（２０）６９（３８）
番号 ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ ｕ ｖ ｗ ｘ ｙ ｚ ａａ ａｂ ａｃ
深さ（３５）（２４）１０ ２６（３０）（３１）（３５）３７ ４３ ３５（６０）（４１）１９（５０）

遺構実測図

７８



5m

1：100

0

SB996

K

4

L

4

K

5

J

5

5

K
6

J

6

a
e

b

cd

A
′
 

A

A
′
 

A 25
4.
90
m

254.90m

5.45

3.48

3.48

o
h g

ip n e

f
0.91 3.03

2.73 3.64

2.732.73

3.64

j

k

lr

s m

t u v w

a

b

c

dq

2.73

2.73

2.73

3.03

2.73

5.30

3.18

1.06

1.06 1.67 3.64

1.06

3.03

2.73

2.73

2.73

5.45

2.42

3.03

2.27

SB995

SB994

K

4

L

4

a

d
e

f

g

hc b

6.36

3.48

2.27 1.36

1.82

1.67

2.73

3.64

B′ B

B′ 
B

ＳＢ９９４

第２８図 第２遺構ブロック ＳＢ９９４～９９６

ＳＢ９９６

ＳＢ９９５

番号 ａ ｂ ｃ ｄ
深さ（６５）（７０）（２３）（１３）
番号 ｅ ｆ ｇ ｈ
深さ（１６）（３２）（２６）（２４）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ
深さ（３１）（２７）２３（２２）（１３）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ
深さ ４１ ４６（５０）４２（４５）３３ １９ ４０（７０）（６４） － ９２
番号 ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ ｕ ｖ ｗ
深さ（５０）（２４）３７（４６）（４１）３０（３２）（２６）（２８）（２１）（１２）
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第２９図 第２遺構ブロック ＳＢ７１５・９９７

ＳＢ９９７

ＳＢ７１５

番号 深さ
a ４５
b （６６）
c （４５）
d （６７）
e （２５）
f （２３）
g １０３
h ７８
i ９１
j ４３
k ３７
l （３８）
m （２４）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ
深さ ２４（９）２３ ２４（４６）（２２）（３８）（１３）

遺構実測図
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第３０図 第２遺構ブロック ＳＢ８４４・９９８・ＳＫ６０５

ＳＢ９９８

ＳＫ６０５
１ １０YR２／２黒褐色シルト しまり弱い、粘性弱い、粗砂を少量含む
２ １０YR４／４褐色シルト しまり強い、粘性弱い、礫を多く含む

ＳＢ８４４

番号 深さ
ａ （４８）
ｂ （４９）
ｃ （２９）
ｄ （５７）
ｅ （７０）
ｆ ７７
ｇ （６１）
ｈ １５
ｉ （３８）
ｊ （２１）
ｋ （５）
ｌ （１０）
ｍ （３７）
ｎ （４２）
ｏ （６９）
ｐ ５４
ｑ ３２

番号 深さ
ａ （４７）
ｂ （３４）
ｃ （１８）
ｄ （６）
ｅ １９
ｆ ２５
ｇ （４１）
ｈ （３２）

遺構実測図
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第３１図 第３遺構ブロック ＳＢ９９９・１０００

ＳＢ１０００

ＳＢ９９９

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ
深さ（４８）５８（４７）（４１）２９ ４１（４６）（２５）
番号 ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ
深さ（８）（７１）（１５）（４３）２１ ２６ ２８（４０）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ
深さ（５５）（３９）（５３）（２０）（１３）（６０）（７）１４（５７）６６ ４８ １７ ７５ ２９

遺構実測図
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第３２図 第３遺構ブロック ＳＢ１００１～１００３

ＳＢ１００１

ＳＢ１００３

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ
深さ（３８）３９（６０）６４（１２）（３０）１０ １０６（２０）６６（３２）（３０）（６８）（１２）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ
深さ（４４）（４１）（２０）（５５）（４８）５１（１１１）（６１）７６（４５）（８２）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ
深さ（２７）（２４）（１５）１８ １１（１０）（１２）（８）（１９）１４

遺構実測図
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第３３図 第３遺構ブロック ＳＢ１００４～１００７

ＳＢ１００４

ＳＢ１００７

ＳＢ１００５

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ
深さ（１２）（１６）（３６）（２４）（２８）（６０）（２２）１４（２３） ８

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ
深さ（４５）２２（５０）（２７） － （３６）５１ － － － ２６

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ
深さ ３６（４６）８１ １６（２９）（１０２）（７１）（５３）（２０）（７０）８９

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ
深さ ４２ ３８ ３２（５３） ９ ８４（８０）
番号 ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ
深さ（３５）（４６）（７５）（５２）（５０）５８

遺構実測図
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第３４図 第３遺構ブロック ＳＢ１００８～１０１０

ＳＢ１００９
ＳＢ１０１０

ＳＢ１００８

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ
深さ（１１）（８）５５（１４）８３（５６）（１１）（１４）
番号 ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ
深さ（２３）（１８）（６６）（１２） － １７（４０）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ
深さ（１５）４０（２０）（２５）（３９）１６（５１）（２１）３４（２６）

番号 深さ
ａ （８６）
ｂ ９０
ｃ ５０
ｄ －
ｅ（１００）
ｆ （８１）
ｇ （６８）
ｈ ７９
ｉ ５０
ｊ （１４）
ｋ （２６）
ｌ ６７

遺構実測図
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第３５図 第３遺構ブロック ＳＢ１０１１～１０１４

ＳＢ１０１２

ＳＢ１０１４

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ
深さ － （１８）（２２）（４７）（２７）（８１）
番号 ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ
深さ（７２）５２（１４）３４（６５）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ
深さ（９）（１８）（１７）（１９）（１６） － （２４）（１４）（２９）（１４） － － （８）（２３）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ
深さ（９１）（７０）（１０１）（３９）（２９）（５４）（５５）２８ ２８ － （３９）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ
深さ（２４）（８）（３１）（７０）４８（６）（９１）（８０）（１９） － － （２７）
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第３６図 第３遺構ブロック ＳＢ１０１５～１０１９

ＳＢ１０１５

ＳＢ１０１７

ＳＢ１０１６

ＳＢ１０１９

ＳＢ１０１８

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ
深さ（２８）（１０）（１５）（７）（１２）（１５）（１３）（２３）（１７）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ
深さ １０（２３） － （３４）１９（３２）（１８）４０（２７）５９番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ

深さ（９２）（１６） － ７８ － （９０）（２１）（１３） － （４８）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ
深さ（２６）１８（７）６３（５４）（２５）５４

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ
深さ（１９）（１１）（１３）（１７）（２１）（２１）（２２）（１７）（１３）

遺構実測図

８７



SB1022

SB1024

SB1023

SB1021

SB1020

EP562

EP594

EP329

EP568

EP565

g

f

e
d c

h

a

b
i

h
l

h

j a
k

l

mc
h

i b

a

b

c

dei

f
j

k
g

a

e

a

i

h

g f

b c

d

b

bg

f
c

e d

3.48

3.03

3.18

3.63

3.03

3.03

2.88

2.27

2.58

1.67

2.27

2.42

1.97

1.97

2.28

2.73

1.97 2.12

2.12

2.27

2.58

2.27 2.27

1.21

3.45

2.42

2.73

2.73

2.73

2.42

2.73

2.73

2.73

2.58

g
d

ef

2.73

2.58

2.42

1.97

1.97

3.03

3.33 3.63

3.94 4.09

1.21 2.80

3.94

3.79

2.73

5m

1：100

0

K

12

K

13

11

12

14

K

13

K

13

L

14
L

14

J

14

K

14

L

s

ss

第３７図 第３遺構ブロック ＳＢ１０２０～１０２４

ＳＢ１０２２

ＳＢ１０２０

ＳＢ１０２３

ＳＢ１０２４

ＳＢ１０２１

番号 深さ
ａ （１３）
ｂ （８）
ｃ （１９）
ｄ （９）
ｅ （６５）
ｆ （１０）
ｇ ５７
ｈ １９
ｉ （１３）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ
深さ － ６５（４７）（２４）（２４）（２９）（３３）（６１）（２６）（２０）４３（１０）

番号 深さ
ａ －
ｂ （２５）
ｃ ６１
ｄ ２６
ｅ （２４）
ｆ （１７）
ｇ （１７）
ｈ （９）
ｉ （８）

番号 深さ
ａ ４６
ｂ －
ｃ （１３）
ｄ １９
ｅ （２１）
ｆ （３５）
ｇ －
ｈ －
ｉ ２３
ｊ （２５）
ｋ （６０）
ｌ （５０）
ｍ （１６）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ
深さ（１０）（１０）１７（３３）（２５）３２ ２７（７２）

遺構実測図

８８



SB1025

SB1026

SB1027

SB1030

SB1029

SB1028

EP587

EP601

EP598

EP556

EP586

EP561

EP587

EP569EP558

EP549

a

b

h

h

g

a

a

h

g
b

c

f

e

a

b

c

de

g

fh

a

b

c

g

f

e
d

e
b

c

d

a

f

d

b

c

d
e

f

g

f

e d

c

3.03

2.73 2.58

3.18

2.58

2.42

3.18

2.12

2.88

2.58

1.86

1.84

1.76

2.73

1.66

1.90

3.40

2.58

2.73

3.03

2.73

3.33

3.33

2.73

2.73

3.33

3.33

2.73

2.73

2.27

2.12

2.73

2.73

2.27
3.03

2.12

3.94

3.03

2.88

2.27

3.94

5m

1：100

0

14
J

12

L

11

L

L

13

14

L

12

15

L

15

K

14

14

J

14

5.00

第３８図 第３遺構ブロック ＳＢ１０２５～１０３０

ＳＢ１０２８

ＳＢ１０２５

ＳＢ１０２６

ＳＢ１０２７

ＳＢ１０３０

ＳＢ１０２９

番号 深さ
ａ １３９
ｂ ６５
ｃ １０４
ｄ ９９
ｅ （８６）
ｆ（１１１）
ｇ ８１
ｈ １２２

番号 深さ
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ｃ （２２）
ｄ （８）
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ｆ －
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ｈ （１３）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ
深さ ６５（４９）４８（６１）５９ ３９ ５３（６７）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ
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１ １０YR２／２黒褐色シルト しまり中、粘性中程度
ＳＫ７０４
１ １０YR２／２黒褐色シルト 炭化物を少量混入、粗砂、礫を含む
２ １０YR３／３暗褐色シルト 根の撹乱を含む、粗砂、礫を含む
３ １０YR２／３黒褐色シルト質砂 根の撹乱を含む
４ １０YR２／１黒色シルト 粗砂を含む
５ １０YR４／４褐色シルト 粗砂、小礫を含む
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深さ（１７）（８）（８）（１１）（２６）（１６）
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深さ ３９ ４９ ６０ ４３ ３７ ６７ ５２ ５４ ８２（２５）２４（６０）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ
深さ（３３）３８ ３７ ４３ ３７（６７）５２ ５４ ８２（２５）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ
深さ ３６ ４３（４７）（５２）（１６）６２ ５７（７５）４３
番号 ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ
深さ（３５）（３７）（４５）（５１）（２１）（４６）（２２）（２１）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ
深さ（４０）（２３）２５ ３９ ４８ ４４ ４７（４９）２３（１５）
番号 ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ
深さ（１５）（５３）（３５）（２３）（１５）（３２）（２５） － （９）

遺構実測図

９２



SB1051

SB517

EP538EP523

EP524

EP525

EP526

EP527

撹乱 

SD514

EP542

EP541

EP540

EP539

5m

1：100

0

17

K

16

J

16

16
H

18

K

a
b c d

e
f

2.88

k

m

j

i

h

g

2.42

2.27

2.27

2.27

2.27

2.42 2.42

l
a

b

c

d
n

e

f

2.42

2.27

2.42

2.12

2.27

2.88 3.12

2.73

3.03gh 3.032.73

2.73

B

B

256.80m B′ 

B′ 

A258.70mA′ 

A
A′ 

第４２図 第４遺構ブロック ＳＢ５１７・１０５１

ＳＢ５１７

ＳＢ１０５１

番号 深さ
ａ ５２
ｂ （６２）
ｃ ５７
ｄ ６７
ｅ ５８
ｆ （１６）
ｇ （９１）
ｈ １１１
ｉ ９０
ｊ ９２
ｋ（１２１）
ｌ （４０）
ｍ （２９）
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ｊ ２８
ｋ ２３
ｌ （１４）
ｍ ５９
ｎ （４８）
ｏ （４６）
ｐ （７０）
ｑ （３７）
ｒ ４５
ｓ （１１）

番号 深さ
ａ ２１
ｂ （２８）
ｃ １８
ｄ （４３）
ｅ ５３

番号 深さ
ａ （３８）
ｂ （４３）
ｃ （３５）
ｄ （３９）
ｅ （５１）
ｆ （３９）
ｇ （４８）
ｈ （２３）
ｉ （５０）
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第４６図 第５・６遺構ブロック 遺構配置図
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第４７図 第５・６遺構ブロック ＳＢ１０６３～１０６６

ＳＢ１０６３

ＳＢ１０６５

ＳＢ１０６４
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番号 深さ
ａ （３１）
ｂ １９
ｃ ３３
ｄ （４４）
ｅ （６２）
ｆ （３９）

番号 深さ
ａ （２３）
ｂ （３３）
ｃ （４１）
ｄ ２０
ｅ （２２）

番号 深さ
ａ （４７）
ｂ ２０
ｃ －
ｄ ３７
ｅ （４０）
ｆ （３９）
ｇ （６８）
ｈ （３９）
ｉ ５１
ｊ （５８）

番号 深さ 番号 深さ
ａ （４６） ｆ ４４
ｂ （４３） ｇ ３９
ｃ （５７） ｈ ２９
ｄ （４３） ｉ （４０）
ｅ ４８

遺構実測図
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第４８図 第６遺構ブロック ＳＢ６１７

ＳＢ６１７

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ
深さ ４４（５８）７１（９９）（８８）（１０８）（８８）６９ ７５（７０）５３（３３）（７４）（５４）（７０）５７ ５８
番号 ｒ ｓ ｔ ｕ ｖ ｗ ｘ ｙ ｚ ａａ ａｂ ａｃ ａｄ ａｅ ａｆ ａｇ
深さ（８７）６９ ８７（１０６）（１４２）６４（９８）（８１）（９２）（８２）７６（４４）（５４）３９ ４０ ３４
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第４９図 第６遺構ブロック ＳＢ７２４・１０６７・１０６８

ＳＢ１０６７

ＳＢ１０６８

ＳＢ７２４

番号 深さ 番号 深さ
ａ ６４ ｍ １８
ｂ （６５） ｎ （６３）
ｃ ８７ ｏ ４９
ｄ （５３） ｐ （２０）
ｅ （７６） ｑ （６７）
ｆ （２２） ｒ （１４）
ｇ ３７ ｓ （４３）
ｈ （１０） ｔ （１６）
ｉ （１８） ｕ （２６）
ｊ （２７） ｖ （２９）
ｋ （３０） ｗ －
ｌ － ｘ （３０）

番号 深さ
ａ －
ｂ （２５）
ｃ （１７）
ｄ （１４）
ｅ （５）
ｆ （２３）
ｇ （２４）
ｈ （２１）
ｉ （２５）
ｊ （２４）
ｋ （１４）
ｌ （３７）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ
深さ（５９）（６１）（５８）（６１） ８ １２ ７ ５
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第５０図 第６遺構ブロック ＳＢ７２３・１０６９

ＳＢ７２３

ＳＢ１０６９

番号 深さ 番号 深さ
ａ ７５ ｑ ６２
ｂ ５４ ｒ ７０
ｃ ８８ ｓ （７７）
ｄ － ｔ （６７）
ｅ （８４） ｕ （５８）
ｆ ７７ ｖ ４８
ｇ （６７） ｗ ４１
ｈ ２６ ｘ ４２
ｉ ３５ ｙ ３８
ｊ ５４ ｚ ５９
ｋ （４６）ａａ（３４）
ｌ ４６ ａｂ ２８
ｍ ４１ ａｃ ４５
ｎ ３４ ａｄ ５６
ｏ （６８）ａｅ（５２）
ｐ １４ ａｆ（３９）

番号 深さ
ａ １６
ｂ －
ｃ （２７）
ｄ －
ｅ ２３
ｆ （２３）
ｇ （２５）
ｈ （４７）
ｉ －
ｊ （１１）
ｋ （２５）
ｌ ４８
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番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ
深さ（２２）（２７）（２０）（１９）（４４）（６９）（６０）（４６）（５１）４４ ２９（１２）（４１）（５）
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第５２図 第６遺構ブロック ＳＢ１・１０７３～１０７５

ＳＢ１０７４

ＳＢ１０７５

ＳＢ１

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ
深さ（３９）（２３）（１９）（５５）（４３）（４３）（２３）（１２）（３０）（４３）（５４）（３６）３２

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ
深さ（５０）２７（３３）（３５）（３８）（３１）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ
深さ（５８）（５８）（５３）４８（４７）（３２）（２２）２８

番号 深さ
ａ （３３）
ｂ ３５
ｃ ２７
ｄ （２４）
ｅ （１５）
ｆ ２９
ｇ （４１）
ｈ （４５）
ｉ ４６
ｊ （２６）
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第５３図 第６遺構ブロック ＳＢ１０７６～１０８１

ＳＢ１０７９
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ＳＢ１０７６

ＳＢ１０７７
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番号 ａ ｂ ｃ ｄ
深さ － － （２４）２１

番号 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ
深さ（７０）（１３）（１８）（１３）（１８）

番号 ａ ｂ ｃ ｄ
深さ ２９（４２）（１９）（４）

番号 深さ
ａ （３８）
ｂ （３９）
ｃ （３１）
ｄ （１７）
ｅ （１３）
ｆ （２５）
ｇ ２９

番号 深さ
ａ （２６）
ｂ －
ｃ ２６
ｄ （５４）
ｅ （１２）
ｆ （６０）
ｇ （４２）
ｈ （２７）

番号 深さ
ａ （１４）
ｂ （１９）
ｃ ４８
ｄ （４２）
ｅ （５０）
ｆ （２５）
ｇ （７）

遺物実測図
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桁行４間以上で梁行が２～３間の大型建物跡

桁行３～４間で桁行２間の中型建物跡

桁行２間×梁行２間、または梁行１間で桁行数間の小型建物跡

※四角は建物跡を示す。数字は遺構番号である。旧→新
年代は、出土遺物の年代を示している。

第５４図 第１遺構ブロック 建物重複関係図１

遺構観察表
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第５５図 第１遺構ブロック 建物重複関係図２

遺構観察表
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第３遺構ブロック

第４遺構ブロック

第５６図 第２～６遺構ブロック 建物重複関係図

第６遺構ブロック

第２遺構ブロック

遺構観察表
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表４ 建物跡・柵列観察表

６ ＳＢ９０１ １ Ｓ～Ｖ－５～７ ４×３間 なし １１．５２×６．２１ Ｎ－９．０°－Ｅ ９１０・９４２→９０１→９０５・９６２（９１０・９２２）

６ ＳＡ９０２ １ Ｕ・Ｖ－５～７ ３間 － ９．２４ Ｎ－９．０°－Ｅ なし

７ ＳＢ９０３ １ Ｒ～Ｕ－５～７ ６×２間 １面 １６．５２×６．８１ Ｎ－９．５°－Ｅ ９１６・９３０→９０３→９０４・９１３・９４２・９５９（２・
９２４・９２７・９６２・９８５・９８６）

８ ＳＢ２ １ Ｒ～Ｖ－４～８ ８×３間 １面 ２１．６９×７．７９ Ｎ－８．０°－Ｅ ９０５・９８５・９８９→２→９０４・９５９（９０３・９２７・
９２８・９４６・９６６・９８６）１６Ｃ末～１７Ｃ初頭

９ ＳＢ９０４ １ Ｓ～Ｕ－５～７ ４×３間 ２面 ９．９２×９．１６ Ｎ－７．０°－Ｅ ２・９０３・９７８・→９０４（９１６・９３０・９４２）１５Ｃ末
～１６Ｃ前半（１６Ｃ末～１７Ｃ初頭）

９ ＳＢ９０５ １ Ｒ～Ｕ－５～８ ４×３間 ２面 １２．６０×８．０９ Ｎ－６．５°－Ｅ ９０１・９２７・９２８・９４０・９４５→９０５→２・９０６・
９２２・９２７・９３５・９６０・９７４（９１０）

１０ ＳＢ９０６ １ Ｑ～Ｓ－４～７ ４×３間 １面 １４．０７×８．０４ Ｎ－９．５°－Ｅ ９０５・９０８・９１１・９３７・９４０・９６０・９７６・９８１・
９８２→９０６→９７４（９２６・９８４）１６Ｃ

１０ ＳＢ９０７ １ Ｏ～Ｒ－３～５ ４×２間 なし １１．８２×５．３０ Ｎ－１．０°－Ｗ ９５２・９７６→９０７→９１３（９０８・９２６・９３２・９６９）

１１ ＳＢ９０８ １ Ｎ～Ｑ－４～６ ４×３間 １面 １１．５２×９．５４ Ｎ－９．５°－Ｅ
９１４・９２６・９２９・９３２・９４７・９５５・９６３・９６９→
９０８→９０６・９２５（９０７・９３４・９７１・９８６）（１５Ｃ以
降）

１１ ＳＢ９０９ １ Ｓ～Ｖ－４・５ ４×２間 なし １１．２２×５．４６ Ｎ－５．０°－Ｅ ９０９→９１５・９３８・９６２・９８０（９１０・９１３・９１６・
９２０・９３９・９８７）

１２ ＳＢ９１０ １ Ｔ～Ｖ－５～７ ４×２間 １面 １０．６１×５．１５ Ｎ－９．０°－Ｅ ９１０→９０１（９０５・９０９・９４５）

１２ ＳＢ９１１ １ Ｑ～Ｓ－３～５ ４×２間 なし ８．９３×５．９１ Ｎ－１１．０°－Ｅ ９１２・９１５・９４３→９１１→９０６・９５１・９８１（９１３・
９１７）

１２ ＳＢ９１２ １ Ｏ～Ｑ－４・５ ４×２間 １面 １０．６７×７．１７ Ｎ－５．０°－Ｅ ９１４・９３７・９７７→９１２→９１１・９５７・９７０（９２４・
９３４）

１３ ＳＢ９１３ １ Ｑ～Ｔ－４・５ ６×２間 １面 １４．８４×５．４５ Ｎ－６．５°－Ｅ
９０３・９０７・９０９・９１５・９１７・９１８・９２０・９２６・
９４０・９４１・９４３・９５２・９７２・９８０・９８１・９８７・
９８８・ＳＤ２３３→９１３（９１１・９１６・９４７・９６２・
９７６）（１６Ｃ）

１３ ＳＢ９１４ １ Ｏ～Ｑ－３～５ ４×２間 なし １０．１５×５．４５ Ｎ－８．０°－Ｗ ９３３・９７１→９１４→９０８・９１２・９２９（９３７）

１４ ＳＢ９１５ １ Ｒ～Ｕ－４・５ ５×２間 なし １１．５１×４．２４ Ｎ－２．０°－Ｅ ９０９→９１５→９１１・９１３・９３９・９６２・９８３（９５９・
９６７・９８４）

１４ ＳＢ８４１ １ Ｓ～Ｕ－２～４ ３×１間 ２面 ８．４９×７．８４ Ｎ－６．０°－Ｅ ８４１→９４３→９４０

１４ ＳＢ９１６ １ Ｓ～Ｕ－４～６ ３×２間 １面 ９．２４×７．３７ Ｎ－１３．５°－Ｗ ９３９・９５０→９１６→９０３（９０４・９０９・９１３・９１８・
９６７・９８１・９８７）

１５ ＳＢ９１７ １ Ｑ・Ｒ－４・５ ３×２間 １面 ７．４３×６．６６ Ｎ－１．０°－Ｅ ９２３・９５２・ＳＤ２３３→９１７→９１３・９２４（９１１・
９４１）（１６Ｃ）

１５ ＳＢ９１８ １ Ｓ・Ｔ－４・５ ３×２間 なし ７．２３×５．００ Ｎ－１５．０°－Ｗ ９３８・９４３→９１８→９１３・９２０・９２４・９３９・９５１・
９５９・９８１・９８３（９１６・９４０・９６７・９８７・９８９）

１５ ＳＢ９１９ １ Ｓ～Ｕ－８・９ ３×２間？ なし ７．８８×５．４６ Ｎ－１９．０°－Ｅ なし

１５ ＳＢ９２０ １ Ｒ～Ｔ－４・５ ２×２間 １面 ８．４１×６．０６ Ｎ－３．５°－Ｅ ９１８・９４２・９８７→９２０→９１３（９０９・９８０・９８１）

１６ ＳＢ９２１ １ Ｏ・Ｐ－３～５ ３×２間 なし ７．４３×６．２１ Ｎ－５．０°－Ｅ ９６９→９２１→９４４（９３１・９７５）

１６ ＳＢ９２２ １ Ｓ～Ｕ－７・８ ３×２間 なし ６．４５×４．５５ Ｎ－２．５°－Ｅ ９０５・９２８→９２２（９０１・９４５）

１６ ＳＢ８４２ １ Ｔ～Ｖ－１・２ ４×２間 なし ９．２４×４．７０ Ｎ－４．０°－Ｅ なし

１６ ＳＢ９２３ １ Ｏ～Ｑ－５・６ ３×２間 なし ７．２６×４．５４ Ｎ－６．５°－Ｗ ９２３→９１７・９３１・９３５

１７ ＳＢ９２４ １ Ｑ～Ｓ－４～６ ３×２間 なし ６．０６×６．２１ 真北 ９６０→９２４→９１７・９１８・９３７（９０３・９１２・９４１・
９４３・９８９）（１６Ｃ）

１７ ＳＢ９２５ １ Ｏ・Ｐ－４～６ ３×２間 なし ７．２７×５．００ Ｎ－２．５°－Ｗ ９０８・ＳＤ３３５→９２５（１５Ｃ以降）

１７ ＳＢ９２６ １ Ｐ・Ｑ－４～６ ３×２間 なし ６．６６×５．１５ Ｎ－１．０°－Ｗ ９２６→９０８・９１３・９３２（９０６・９０７・９３４・９４７・
９６０）

１７ ＳＢ９２７ １ Ｒ～Ｔ－５～７ ３×２間 なし ８．４９×６．０６ Ｎ－７．５°－Ｗ ９０５・９６２→９２７（２・９０３・９６０・９８１）

１７ ＳＢ９２８ １ Ｓ・Ｔ－７・８ ３×２間 なし ６．８１×３．５６ Ｎ－８．５°－Ｅ ９２８→９０５・９２２（２・９７４）

１８ ＳＢ９２９ １ Ｎ・Ｏ－４～６ ２×２間 １面 ８．７９×６．１３ Ｎ－４．０°－Ｅ ９１４・９６４→９２９→９０８

１８ ＳＢ９３０ １ Ｓ・Ｔ－７・８ ２×２間 なし ５．７６×４．８４ Ｎ－６．０°－Ｅ ９３０→９０３（９０４）

１８ ＳＢ９３１ １ Ｏ・Ｐ－４・５ ２×２間 １面 ６．６７×５．１５ Ｎ－６．５°－Ｅ ９２３・９３４・９６１→９３１（９２１・９４９）（１５Ｃ以降）

１８ ＳＢ９３２ １ Ｏ～Ｑ－４・５ ２×２間 なし ５．６１×４．７０ Ｎ－９．５°－Ｅ ９２６・９３２→９０８・９３４（９０７・９４７）１５Ｃ以降

１８ ＳＢ９３３ １ Ｐ・Ｑ－３・４ ２×２間 なし ４．３６×３．７９ Ｎ－４．０°－Ｗ ９３３→９１４

１９ ＳＢ９３４ １ Ｐ・Ｑ－３～５ ２×２間 なし ７．４３×６．０６ Ｎ－１４．０°－Ｗ ９３２→９３４→９３１（９０８・９１２・９２６・９６９・９７０）（１５
Ｃ以降）

１９ ＳＢ９３５ １ Ｐ～Ｒ－５・６ ３×１間 １面 ９．０９×５．３０ Ｎ－３．０°－Ｅ ９０５・９２３・９４２・９５５→９３５

１９ ＳＢ９３６ １ Ｑ～Ｓ－６～８ ２×２間 なし ５．３０×５．００ Ｎ－１２．５°－Ｅ （９５５）

１９ ＳＢ９３７ １ Ｐ・Ｑ－４・５ ２×２間 なし ６．８１×４．７０ Ｎ－６．０°－Ｗ ９３７→９０６・９１２・９２４・９４１（９１４・９５７・９７７）

１９ ＳＢ９３８ １ Ｔ・Ｕ－３～５ ２×２間 なし ５．７６×４．５４ Ｎ－１３．０°－Ｅ ９０９・９６５→９３８→９１８・９８３（９３９・９８１）

２０ ＳＢ９３９ １ Ｓ～Ｕ－４・５ ３×１間 １面 ８．９３×４．４０ Ｎ－１３．０°－Ｅ ９１５・９１８→９３９→９１６・９５１・９８３・９８９（９０９・
９３８）

２０ ＳＢ９４０ １ Ｓ・Ｔ－３～６ ５×１間 なし １１．９７×３．３３ Ｎ－１１．０°－Ｅ ８４１・９４３→９４０→９０５・９０６・９１３（９１８）

２０ ＳＢ９４１ １ Ｑ・Ｒ－４～６ ４×１間 なし １０．００×３．４８ Ｎ－７．０°－Ｗ ９３７・９６０・９８８→９４１→９１３（９１７・９２４・９５９）（１６
Ｃ）

遺物観察表

１０９



２０ ＳＢ９４２ １ Ｒ～Ｔ－５・６ ４×１間 なし １０．１５×３．６３ Ｎ－１０．５°－Ｅ ９０３→９４２→９０１・９２０・９３５（９０４）

２０ ＳＢ８４０ １ Ｏ・Ｐ－２・３ ４×１間 なし ７．５８×３．７９ Ｎ－０．５°－Ｅ なし

２１ ＳＢ９４３ １ Ｒ～Ｔ－４・５ ４×１間 なし １１．０６×３．３３ Ｎ－１０．０°－Ｗ ８４１・９８７→９４３→９１１・９１３・９１８・９４０（９２４・
９５０・９８９）

２１ ＳＢ９４４ １ Ｏ・Ｐ－３・４ ３×１間 なし ８．６４×４．０９ Ｎ－４．５°－Ｅ ９２１→９４４

２１ ＳＢ９４５ １ Ｓ・Ｔ－７・８ ３×１間 なし ７．９２×３．１０ Ｎ－６．０°－Ｅ ９４５→９０５（９１０・９２２）

２１ ＳＢ９４６ １ Ｓ～Ｕ－７・８ ３×１間 なし ６．６７×３．３３ Ｎ－９．５°－Ｅ （２）

２１ ＳＢ９４７ １ Ｐ・Ｑ－３～５ ３×１間 なし ７．２６×３．９４ Ｎ－６．０°－Ｅ ９７０→９４７→９０８（９１３・９２６・９３２・９５７）

２１ ＳＢ９４８ １ Ｕ・Ｖ－７・８ ２×１間 なし ５．５４×２．１２ Ｎ－９．５°－Ｅ なし １６Ｃ末～１７Ｃ前半

５青 ＳＢ９４９ １ Ｐ・Ｑ－５・６ ３×１間 なし ６．６７×２．４２ Ｎ－２．０°－Ｗ ＳＤ２３３→９４９（９３１）（１６Ｃ）

５青 ＳＢ９５０ １ Ｔ～Ｖ－４・５ ３×１間 なし ６．６７×３．０３ Ｎ－０．５°－Ｅ ９５０→９１６（９４３・９６７）

５青 ＳＢ９５１ １ Ｓ・Ｔ－３～５ ３×１間 なし ８．４８×２．９６ Ｎ－３．０°－Ｅ ９１１・９１８・９３９→９５１→９６２

５青 ＳＢ９５２ １ Ｐ・Ｑ－３・４ ２×１間 なし ４．８４×２．２６ Ｎ－２０．０°－Ｅ ９１７・９２１→９５２→９０７・９１３・９１７・９７０（９４４・
９６１）

５青 ＳＢ９５３ １ Ｐ～Ｒ－５・６ ３×１間 なし ７．８８×２．４２ Ｎ－８．０°－Ｅ ＳＤ２３３→９５３（１６Ｃ）

５青 ＳＢ９５４ １ Ｒ－７・８ ２×１間 なし ３．２８×２．４８ Ｎ－２．５°－Ｅ なし

５青 ＳＢ９５５ １ Ｐ～Ｒ－６・７ ３×１間 なし ７．８２×３．４８ Ｎ－１３．０°－Ｗ ９５５→９０８・９３５（９３６・９６８・ＳＤ２３３）

５青 ＳＢ９５６ １ Ｐ・Ｑ－５・６ ３×１間 なし ６．７４×２．５８ Ｎ－２．０°－Ｅ なし

５青 ＳＢ９５７ １ Ｏ～Ｑ－３・４ ２×１間 なし ６．７８×２．１４ Ｎ－１７．０°－Ｅ ９１２・９７７→９５７→９０８・９６４（９３７・９４７）

５青 ＳＢ９５８ １ Ｍ・Ｎ－５・６ ２×１間 なし ４．２４×２．７３ Ｎ－８．０°－Ｅ なし

５青 ＳＢ９５９ １ Ｑ～Ｓ－５ ３×１間 なし ７．８８×３．４２ Ｎ－４．０°－Ｅ ２・９０３・９１８・９８９→９５９（９１５・９４１・９７６）（１６
Ｃ末～１７Ｃ初頭）

５青 ＳＢ９６０ １ Ｑ～Ｓ－５・６ ３×１間 なし ６．３６×２．３２ Ｎ－１２．５°－Ｅ ９０５→９６０→９０６・９２４・９４１（９２６・９２７・９８５・
９８６）

５青 ＳＢ９６１ １ Ｏ～Ｑ－３・４ ３×１間 なし ７．７０×３．９４ Ｎ－１０．０°－Ｅ ９７５→９６１→９３１（９５２）

５青 ＳＢ９６２ １ Ｓ・Ｔ－４～６ ３×１間 なし ６．００×２．７３ Ｎ－３５．０°－Ｗ ９０１・９０９・９１５・９５１・９８３→９６２→９２７（９０３・
９１３）

５青 ＳＢ９６３ １ Ｐ・Ｑ－５・６ ３×１間 なし ８．０６×３．２６ Ｎ－４．５°－Ｗ ９０８→９６３（９６８・９８３）

５青 ＳＢ９６４ １ Ｏ－３・４ ２×１間 なし ４．２４×２．５８ Ｎ－４．０°－Ｗ ９５７・９７９→９６４→９２９

５青 ＳＢ９６５ １ Ｔ～Ｖ－４ ４×１間 なし ９．７０×２．９４ Ｎ－１．５°－Ｅ ９８０→９６５（９３８）

５赤 ＳＢ９６６ １ Ｖ・Ｗ－６・７ ２×１間 なし ４．６６×３．２０ Ｎ－１０．０°－Ｅ （２）

５青 ＳＢ９６７ １ Ｓ～Ｕ－４～６ ３×１間 なし ８．４８×２．４２ Ｎ－２８．５°－Ｅ ９８３→９６７→９８７（９１６・９１８・９５０）

５青 ＳＢ９６８ １ Ｏ～Ｒ－６・７ ４×１間 なし １１．９０×３．１８ Ｎ－０．５°－Ｅ （９５５・９６３・ＳＤ２３３）

５青 ＳＢ９６９ １ Ｏ～Ｑ－４・５ ４×２間 なし ８．９４×３．０３ Ｎ－３．０°－Ｅ ９６９→９０８・９２１（９０７・９３４・９７６）

５青 ＳＢ９７０ １ Ｐ・Ｑ－３・４ ２×１間 なし ５．１２×１．７４ Ｎ－２５．０°－Ｅ ９１２・９３４・９５２→９７０→９４７（１５Ｃ以降）

５青 ＳＢ９７１ １ Ｑ－３・４ ２×１間 なし ４．７０×２．００ Ｎ－２．０°－Ｗ ９７１→９１４・９７７（９０８）

５青 ＳＢ９７２ １ Ｒ～Ｔ－４・５ ４×１間 なし ９．８０×２．８６ Ｎ－１３．５°－Ｗ ９８０→９７２→９１３（９８９）

５青 ＳＢ９７３ １ Ｕ～Ｗ－５・６ ４×１間 なし ９．３９×３．０３ Ｎ－８．５°－Ｅ なし

５青 ＳＢ９７４ １ Ｒ・Ｓ－７ ２×１間 なし ４．５４×２．０４ Ｎ－４．５°－Ｅ ９０５・９０６→９７４（９２８）（１６Ｃ）

５青 ＳＢ９７５ １ Ｎ・Ｏ－３・４ ３×１間 なし ５．４５×３．３３ Ｎ－１５．０°－Ｅ ９７５→９６１（９２１・９４４）

５青 ＳＢ９７６ １ Ｑ・Ｒ－４～６ ４×１間 なし １０．００×３．１８ Ｎ－１．０°－Ｅ ９７６→９０６・９０７（９５９・９６９・９８９）

５青 ＳＢ９７７ １ Ｐ・Ｑ－３・４ ２×１間 なし ４．８４×３．３３ Ｎ－２６．０°－Ｅ ９１２・９５７・９７１→９７７→（９３７）

５青 ＳＢ９７８ １ Ｒ・Ｓ－６・７ ３×１間 なし ６．９０×２．２６ Ｎ－１．０°－Ｅ ９７８→９０４

５青 ＳＢ９７９ １ Ｏ－３・４ ２×１間 なし ５．２０×３．１８ Ｎ－２．０°－Ｅ ９７９→９６４

５青 ＳＢ９８０ １ Ｓ～Ｕ－３・４ ４×１間 なし ７．５０×３．８０ Ｎ－１．５°－Ｅ ９０９・９８７→９８０→９１３・９６５・９７２（９２０）

５青 ＳＢ９８１ １ Ｓ・Ｔ－５ ３×１間 なし ７．２８×２．４２ Ｎ－１３．０°－Ｗ ９１１・９１８→９８１→９０６・９１３（９１６・９２０・９２７・
９３８）

５青 ＳＢ９８２ １ Ｐ～Ｒ－５・６ ４×１間 なし １０．４６×２．７３ Ｎ－３．０°－Ｅ ＳＤ２３３→９８２→９０６（９６３）

５青 ＳＢ９８３ １ Ｓ～Ｕ－４・５ ３×１間 なし ８．４０×２．１８ Ｎ－１３．０°－Ｅ ９１５・９１８・９３８・９３９・９８４→９８３→９６２・９６７

５青 ＳＢ９８４ １ Ｒ～Ｔ－４・５ ４×１間 なし ９．７６×２．５２ Ｎ－１２．０°－Ｅ ９８４→９８３→９１５（９０６）

５青 ＳＢ９８５ １ Ｑ～Ｓ－５・６ ３×１間 なし ７．６６×２．７３ Ｎ－１．５°－Ｅ ９８６→２→９８５→９０３（９６０）

５青 ＳＢ９８６ １ Ｐ～Ｒ－５・６ ３×１間 なし ８．１８×３．０３ Ｎ－１２．０°－Ｅ ９８６→９８５（２・９０３・９０８・９６０）

５青 ＳＢ９８７ １ Ｒ～Ｔ－４・５ ３×１間 なし ８．０２×３．０３ Ｎ－４．０°－Ｅ ９６７→９８７→９１３・９１８・９２０・９４３・９５９・９８０
（９０９・９１６・９８９）

５青 ＳＢ９８８ １ Ｑ～Ｒ－５・６ ３×１間 なし ７．６６×３．６４ Ｎ－０．５°－Ｅ ＳＤ２３３→９８８→９１３・９４１（１６Ｃ）

５青 ＳＢ９８９ １ Ｒ～Ｔ－４・５ ４×１間 なし ９．３８×３．３３ Ｎ－２．０°－Ｗ ９３９→９８９→２・９５９（９１８・９２４・９４３・９７２・
９７６・９８７）

２４ ＳＢ７１４ ２ Ｊ～Ｌ－５～７ ３×２間 ２面 １１．９０×７．６８ Ｎ－７．５°－Ｅ ７２６→７１４

２４ ＳＢ９９０ ２ Ｉ・Ｊ－６・７ ２×１間 ２面 ６．６６×４．５５ Ｎ－５°－Ｅ なし
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２５ ＳＢ７２６ ２ Ｊ～Ｌ－５～７ ３×２間 ３面 １０．３９×６．２１ Ｎ－７°－Ｅ ７２６→７１４

２５ ＳＢ７２７ ２ Ｊ～Ｌ－５・６ ３×１間 ２面 ８．１９×６．００ Ｎ－８．５°－Ｅ なし

２６ ＳＢ９９１ ２ Ｊ～Ｌ－５～７ ４×１間 １面 １２．７２×６．２１ Ｎ－５．５°－Ｅ なし

２６ ＳＢ９９２ ２ Ｊ～Ｌ－５～７ ３×１間 なし ７．８８×５．４５ Ｎ－９．５°－Ｅ なし

２６ ＳＢ９９３ ２ Ｌ・Ｍ－６・７ ２×１間 １面 ４．５４×４．７０ Ｎ－５．０°－Ｅ ＳＤ６８５→９９３

２７ ＳＢ７１９ ２ Ｉ～Ｌ－４～６ ５×２間 ３面 １６．８５×９．４４ Ｎ－４．０°－Ｅ （９９４）

２８ ＳＢ９９４ ２ Ｈ～Ｋ－４～６ ５×２間 ２面 １５．９２×６．５１ Ｎ－８．５°－Ｅ （７１４）

２８ ＳＢ９９５ ２ Ｋ・Ｌ－３・４ ２×１間 １面 ６．３６×３．６３ Ｎ－０．５°－Ｅ ９９５→９９６

２８ ＳＢ９９６ ２ Ｋ・Ｌ－３・４ ２×１間 なし ５．４５×３．４８ Ｎ－１．０°－Ｗ ９９５→９９６

２９ ＳＢ７１５ ２ Ｈ～Ｋ－３・４ ４×２間 なし １１．９７×７．５８ Ｎ－１．０°－Ｗ ７１５→８４４

２９ ＳＢ９９７ ２ Ｋ～Ｍ－１・２ ３×１間 なし ５．５６×３．９４ Ｎ－９．０°－Ｅ なし

３０ ＳＢ８４４ ２ Ｋ～Ｍ－３・４ ２×２間 ３面 ７．５７×８．０３ Ｎ－１．０°－Ｅ ７１５→８４４

３０ ＳＢ９９８ ２ Ｌ・Ｍ－０～２ ２×２間 なし ９．０９×４．５４ Ｎ－７．０°－Ｅ なし

３１ ＳＢ９９９ ３ Ｇ～Ｊ－１２・１３ ４×２間 １面 １１．３６×７．１２ Ｎ－４．０°－Ｅ １０３３→９９９（ＳＸ５５１）

３１ ＳＢ１０００ ３ Ｉ～Ｋ－１３・１４ ４×２間 なし １１．５１×５．６１ Ｎ－１４．０°－Ｅ なし １６～１７Ｃ

３２ ＳＢ１００１ ３ Ｈ～Ｋ－１０～１２ ４×２間 なし １１．９６×５．１５ Ｎ－１２．０°－Ｅ （１００２・１００９・１０３３）

３２ ＳＢ１００２ ３ Ｈ～Ｊ－１２～１４ ３×２間 なし １０．００×６．３６ Ｎ－８．０°－Ｗ
１００５・１００８・ＳＸ５５１→１００２（１００１・１００７・
１０２５・１０２８・１０３７・１０４６・１０５５）１６１０～１６４０年
代（１８～１９Ｃ）

３２ ＳＢ１００３ ３ Ｇ・Ｈ－１０～１２ ３×２間 なし ７．８８×４．５４ Ｎ－１６．５°－Ｅ １０４５→１００３（１０１７・１０３９）（１５９０～１６１０年代）

３３ ＳＢ１００４ ３ Ｈ～Ｊ－１２～１４ ２×２間 １面 ７．８８×７．５７ Ｎ－１７．５°－Ｅ １０２５→１００４（１００５・１００７・１０１１・１０１４・１０１５・
１０３７）１７Ｃ中～末？

３３ ＳＢ１００５ ３ Ｇ～Ｉ－１２～１４ ４×２間 なし ９．６９×４．５４ Ｎ－９．０°－Ｅ １０１１・１０２８→１００５→１００２（１００４）１６４０～１６６０年
代（１８～１９Ｃ）

３３ ＳＢ１００６ ３ Ｇ～Ｉ－１１～１３ ３×２間 なし ８．３３×６．５１ Ｎ－８．０°－Ｗ １０２５→１００６（１００８・１０１１・１０４６）（１７Ｃ中～末）

３３ ＳＢ１００７ ３ Ｉ・Ｊ－１２・１３ ２×２間 １面 ５．４５×５．９１ Ｎ－７．５°－Ｅ （１００２・１００４・１００８・１０１４・１０１５・１０２５・
１０３７）１７Ｃ中～末

３４ ＳＢ１００８ ３ Ｇ～Ｉ－１１～１４ ３×２間 なし ９．４０×７．８８ Ｎ－１５．５°－Ｅ １００８→１００２・１０１４・１０２５（１００６・１００７・１０１１・
１０１９・１０３９）

３４ ＳＢ１００９ ３ Ｊ・Ｋ－１１～１３ ３×２間 １面 ６．６６×６．５２ Ｎ－１７．５°－Ｗ １０４６→１００９→１０３５ （１００１・１０１３・１０４２）

３４ ＳＢ１０１０ ３ Ｇ・Ｈ－１２・１３ ３×２間 なし ７．２８×３．９４ Ｎ－４．５°－Ｗ １０１０→１０３７ １６３０～１６５０年代

３５ ＳＢ１０１１ ３ Ｇ・Ｈ－１２～１４ ４×２間 なし ９．５４×５．１５ Ｎ－８．５°－Ｅ ＳＸ５５１→１０１１→１００５（１００４・１００６・１００８・
１０４５）１８～１９Ｃ？

３５ ＳＢ１０１２ ３ Ｊ～Ｌ－１０・１１ ３×３間 なし ６．５２×５．４６ Ｎ－８．０°－Ｅ （１０１３）１６１０～１６４０年代

３５ ＳＢ１０１３ ３ Ｊ～Ｌ－１０～１２ ３×２間 １面 ７．８８×６．２１ Ｎ－８．０°－Ｅ １０１３→１０３５（１００９・１０１２）１６１０～１６４０年代

３５ ＳＢ１０１４ ３ Ｈ～Ｊ－１１・１２ ３×２間 なし ８．０３×５．７６ Ｎ－９．０°－Ｅ １００８→１０１４→ＳＫ６０６（１００４・１００７・１０１５・
１０３０）１７Ｃ中～末？

３６ ＳＢ１０１５ ３ Ｉ～Ｋ－１２～１４ ３×２間 なし ８．１９×６．０６ Ｎ－１９．５°－Ｅ １０１５→１０２４・１０３１（１００４・１００７・１０１４・１０１６・
１０２３・１０４１）１７Ｃ後半～１８Ｃ前半

３６ ＳＢ１０１６ ３ Ｊ～Ｌ－１２・１３ ３×２間 なし ７．７２×４．８４ Ｎ－７．０°－Ｅ （１０１５・１０２３）江戸時代

３６ ＳＢ１０１７ ３ Ｈ・Ｉ－１０～１２ ３×２間 なし ７．５７×３．３３ Ｎ－１１．０°－Ｅ １０１７→１０２１・１０３９（１００３）

３６ ＳＢ１０１８ ３ Ｊ・Ｋ－１１・１２ ３×２間 なし ７．２８×４．７ Ｎ－１１．５°－Ｗ （１０４６）

３６ ＳＢ１０１９ ３ Ｈ～Ｊ－１３・１４ ２×２間 なし ６．６６×４．２４ Ｎ－２３．０°－Ｅ １０２５・ＳＸ５５１→１０１９（１００８）１７Ｃ中～末

３７ ＳＢ１０２０ ３ Ｊ・Ｋ－１１・１２ ２×２間 なし ５．０１×４．０９ Ｎ－４．０°－Ｅ １０３２→１０２０→１０４２

３７ ＳＢ１０２１ ３ Ｈ・Ｉ－１１・１２ ２×２間 なし ４．５４×４．３９ Ｎ－１０．０°－Ｗ １０１７→１０２１（１０１４・１０３０）

３７ ＳＢ１０２２ ３ Ｉ～Ｌ－１３・１４ ４×１間 １面 １０．６２×４．３９ Ｎ－１．０°－Ｅ １０２５→１０２２（１０２８）（１７Ｃ中～末）

３７ ＳＢ１０２３ ３ Ｊ～Ｌ－１２～１４ ３×１間 １面 １０．７５×４．０１ Ｎ－１２．５°－Ｅ １０２３→１０４７（１０１５・１０１６・１０４１）１６５０～１７００年
代

３７ ＳＢ１０２４ ３ Ｊ～Ｌ－１３・１４ ３×１間 なし ９．６９×２．８８ Ｎ－８．０°－Ｗ １０１５→１０２４（１７Ｃ後半～１８Ｃ前半）

３８ ＳＢ１０２５ ３ Ｈ～Ｊ－１３・１４ ３×１間 なし ９．０９×３．０３ Ｎ－１８．５°－Ｅ １００８→１０２５→１００４・１００６・１０１９・１０２２（１００２・
１００７・１０２８）１７Ｃ中～末

３８ ＳＢ１０２６ ３ Ｋ・Ｌ－１１・１２ ３×１間 なし ７．２７×２．７３ Ｎ－６．０°－Ｗ （１０４６）

３８ ＳＢ１０２７ ３ Ｋ・Ｌ－１２～１４ ３×１間 なし ８．１８×２．５８ Ｎ－０．５°－Ｅ （１０４６）

３８ ＳＢ１０２８ ３ Ｈ～Ｊ－１３・１４ ３×１間 なし ８．７９×３．３３ Ｎ－１５．０°－Ｅ ＳＸ５５１→１０２８→１００５（１００２・１０２２・１０２５）１６５０
～１６７０年代

３８ ＳＢ１０２９ ３ Ｊ～Ｌ－１４・１５ ３×１間 なし ８．３４×３．４０ Ｎ－１１．０°－Ｅ なし

３８ ＳＢ１０３０ ３ Ｈ・Ｉ－１１・１２ ３×１間 なし ５．４６×２．７３ Ｎ－７．５°－Ｗ （１０１４）

３９ ＳＢ１０３１ ３ Ｋ・Ｌ－１２～１４ ３×１間 なし ９．０８×２．４２ Ｎ－２６．０°－Ｅ １０１５→１０３１（１７Ｃ後半～１８Ｃ前半）

３９ ＳＢ１０３２ ３ Ｉ～Ｋ－１１・１２ ３×１間 なし ６．３６×２．１２ Ｎ－１５．０°－Ｅ １０３２→１０２０

３９ ＳＢ１０３３ ３ Ｉ・Ｊ－１１・１２ ２×１間 なし ４．８４×１．９７ Ｎ－２３．０°－Ｅ １０３３→９９９（１００１）

３９ ＳＢ１０３４ ３ Ｋ・Ｌ－１１・１２ ２×１間 なし ４．６６×３．０３ Ｎ－２２．５°－Ｗ １０４３→１０３４
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３９ ＳＢ１０３５ ３ Ｋ・Ｌ－１１・１２ ６×１間以上 なし ５．４６× Ｎ－６．０°－Ｅ １００９・１０１３・１０４２→１０３５（１６１０～１６４０年代）

２３赤 ＳＢ１０３６ ３ Ｇ・Ｈ－１０～１２ ３×１間 なし ７．２７×３．０３ Ｎ－１．５°－Ｅ なし

２３赤 ＳＢ１０３７ ３ Ｇ～Ｉ－１２・１３ ３×１間 なし ８．４８×２．５８ Ｎ－１１．５°－Ｗ １０１０→１０３７（１００２・１００４・１００７）（１６３０～１６５０
年代）

２３赤 ＳＢ１０３８ ３ Ｋ・Ｌ－１２・１３ ２×１間 なし ４．４８×２．３６ Ｎ－１１．５°－Ｅ なし

２３赤 ＳＢ１０３９ ３ Ｈ－１１・１２ ２×１間 なし ４．８５×２．４２ Ｎ－６．０°－Ｗ １０１７→１０３９（１００３・１００８）

２３赤 ＳＢ１０４０ ３ Ｋ・Ｌ－１０～１２ ３×１間 なし ８．２７×２．４２ Ｎ－５．５°－Ｅ なし

２３赤 ＳＢ１０４１ ３ Ｊ～Ｌ－１３・１４ ３×２間 なし ７．４２×４．１７ Ｎ－１３．０°－Ｅ （１０１５・１０２３）

２３赤 ＳＢ１０４２ ３ Ｊ・Ｋ－１１・１２ ２×２間 なし ５．４６×４．８４ Ｎ－０．５°－Ｗ １０２０→１０４２→１０３５（１００９）

２３赤 ＳＢ１０４３ ３ Ｋ・Ｌ－１２～１４ ４×１間 なし ７．２７×２．８８ Ｎ－３２．０°－Ｅ １０４３→１０３４

２３赤 ＳＢ１０４４ ３ Ｉ・Ｊ－１１・１２ ３×１間 なし ５．３１×２．７３ Ｎ－２３．０°－Ｗ なし

２３赤 ＳＢ１０４５ ３ Ｇ・Ｈ－１１・１２ ２×１間 なし ５．１５×３．０３ Ｎ－２１．０°－Ｅ １０４５→１００３（１０１１）１５９０～１６１０年代 第５９図３７
肥前陶器皿出土

２３赤 ＳＢ１０４６ ３ Ｉ～Ｋ－１１～１３ ３×１間 なし １４．１２×４．８５ Ｎ－５．０°－Ｗ １０４６→１００９（１００２・１００６・１０１８・１０２６・１０２７）

２３赤 ＳＢ１０４７ ３ Ｊ・Ｋ－１１・１２ ３×１間 なし ７．２７×２．２７ Ｎ－２４．０°－Ｅ １０２３→１０４７（１６５０～１７００年代）

４０ ＳＢ６１０ ４ Ｆ～Ｉ－１５～１７ ４×２間 ３面 １２．９４×７．８８ Ｎ－７．０°－Ｅ ６１０→１０５２

４１ ＳＢ１０４８ ４ Ｇ～Ｉ－１５～１７ ３×２間 ２面 １０．３７×６．１４ Ｎ－１１．５°－Ｅ １０４８→１０５３

４１ ＳＢ１０４９ ４ Ｇ～Ｊ－１５～１７ ３×２間 ３面 １０．０１×６．０６ Ｎ－１０．０°－Ｅ １０４９→５１７・１０５２ １５Ｃ

４１ ＳＢ５７２ ４ Ｉ・Ｊ－１７・１８ ３×２間 なし ５．７２×３．９４ Ｎ－４．５°－Ｗ １０５０→５７２ １５９０～１６３０年代

４１ ＳＢ１０５０ ４ Ｉ・Ｊ－１７・１８ ３×２間 なし ５．８７×３．９４ Ｎ－１．０°－Ｅ １０５０→５７２

４２ ＳＢ５１７ ４ Ｈ～Ｊ－１５・１６ ４×２間 なし ９．０８×４．８４ Ｎ－１２．５°－Ｅ １０４９→５１７→１０５２ １７Ｃ後半

４２ ＳＢ１０５１ ４ Ｉ～Ｋ－１６～１８ ３×１間 なし ８．７９×２．７３ Ｎ－７．０°－Ｅ なし

４３ ＳＢ１０５２ ４ Ｈ～Ｊ－１５・１６ ４×３間 なし ９．０８×６．６６ Ｎ－１３．０°－Ｅ ６１０・５１７→１０５２ １７Ｃ後半

４３ ＳＢ１０５３ ４ Ｆ～Ｈ－１４～１６ ３×２間 なし ７．４３×４．５４ Ｎ－２７．０°－Ｅ ＳＤ５１５・１０４８→１０５３

４３ ＳＢ１０５４ ４ Ｉ～Ｋ－１８・１９ ３×２間以上 なし ７．４２× Ｎ－８．０°－Ｅ なし

４４ ＳＢ１０５５ ４ Ｈ～Ｊ－１４～１６ ４×２間 なし ８．４８×５．１６ Ｎ－１７．５°－Ｅ ＳＤ５１５→１０５５

４４ ＳＢ１０５６ ４ Ｈ～Ｊ－１４・１５ ３×２間以上 １面 ６．３７× Ｎ－１４．０°－Ｅ なし

４４ ＳＢ１０５７ ４ Ｊ・Ｋ－１５・１６ ２×１間 なし ４．３９×２．２７ Ｎ－５．５°－Ｅ なし

４４ ＳＢ１０５８ ４ Ｊ・Ｋ－１６・１７ ２×１間 なし ５．７６×２．７３ Ｎ－９．５°－Ｅ なし

４５ ＳＢ１０５９ ５ Ｓ・Ｔ－１８～２０ ３×２間以上 １面 １０．３０× Ｎ－３．０°－Ｅ （１０６２）１５９０～１６２０年代

４５ ＳＢ１０６０ ５ Ｒ～Ｔ－１９・２０ ３以上×１間 なし ［７．８８］×３．６４ Ｎ－５．０°－Ｅ なし １８Ｃ中葉～末葉

４５ ＳＢ１０６１ ５ Ｓ・Ｔ－１８～２０ ３×２間以上 なし ８．３３× Ｎ－７．０°－Ｅ なし

４５ ＳＢ１０６２ ５ Ｒ・Ｓ－１７・１８ ３×１間 なし ５．４６×４．９０ Ｎ－７．０°－Ｅ （１０５９）

４７ ＳＢ１０６３ ６ Ｓ・Ｔ－１３～１６ ６×２間以上 なし １１．８０× Ｎ－２．５°－Ｅ なし

４７ ＳＢ１０６４ ５ Ｒ～Ｔ－１６～１８ ３×２間 なし ６．９７×６．０６ Ｎ－６．０°－Ｅ なし

４７ ＳＢ１０６５ ６ Ｓ・Ｔ－１４・１５ ３×２間以上 なし ５．９１× Ｎ－１．５°－Ｅ なし

４７ ＳＢ１０６６ ６ Ｓ・Ｔ－１４・１５ ２×２間？ なし ６．６６× Ｎ－４．５°－Ｅ なし

４８ ＳＢ６１７ ６ Ｐ・Ｑ－１３～１５ ５×２間 ４面 １１．５１×６．６６ Ｎ－４．０°－Ｅ なし

４９ ＳＢ７２４ ６ Ｑ～Ｓ－１３～１５ ２×２間 ４面 ８．３４×８．０３ Ｎ－４．０°－Ｅ なし

４９ ＳＢ１０６７ ６ Ｑ・Ｒ－１４・１５ ２×１間 ２面 ７．１３×４．３９ Ｎ－５．０°－Ｅ なし

４９ ＳＢ１０６８ ６ Ｎ～Ｐ－１０～１２ ３×２間 なし ７．７４×４．２４ Ｎ－１０．０°－Ｅ なし

５０ ＳＢ７２３ ６ Ｒ～Ｕ－１２・１３ ４×２間 ４面 １０．４５×６．５１ Ｎ－５．０°－Ｅ １０６９・１０７０→７２３

５０ ＳＢ１０６９ ６ Ｓ～Ｕ－１２～１４ ３×２間 １面 ９．０９×６．６６ Ｎ－９．５°－Ｅ １０６９→７２３

５１ ＳＢ１０７０ ６ Ｓ・Ｔ－１２・１３ ３×２間 なし ７．５７×５．４６ Ｎ－１．５°－Ｗ １０７０→７２３

５１ ＳＢ１０７１ ６ Ｔ～Ｖ－１０・１１ ２×１間？ １面 ５．７８× Ｎ－８．０°－Ｅ なし

５１ ＳＢ１０７２ ６ Ｎ～Ｑ－１１・１２ ５×３間？ なし １３．２５×６．９６ Ｎ－１０．０°－Ｅ なし

５２ ＳＢ１ ６ Ｎ～Ｐ－９・１０ ３×２間 なし ７．８９×５．１６ Ｎ－６．０°－Ｅ なし

５２ ＳＢ１０７３ ６ Ｔ～Ｖ－９～１１ ２×２間 ４面？
（南・東）６．２１×６．８２ Ｎ－６．０°－Ｅ なし

５２ ＳＢ１０７４ ６ Ｍ・Ｎ－１４・１５ ３間× １面 ６．３６× Ｎ－１７．０°－Ｅ １０７６→１０７４

５２ ＳＢ１０７５ ６ Ｍ・Ｎ－１５ ３×２間以上 なし ５．０６× Ｎ－７．０°－Ｅ なし

５３ ＳＢ１０７６ ６ Ｍ～Ｏ－１４・１５ ５×２間以上 なし １０．６０× Ｎ－１５．０°－Ｅ １０７６→１０７４

５３ ＳＢ１０７７ ６ Ｍ～Ｏ－１４・１５ ５×１間以上 なし ９．３９× Ｎ－１７．５°－Ｅ （１０７８）

５３ ＳＢ１０７８ ６ Ｍ～Ｏ－１４・１５ ４×２間以上 なし ８．４８× Ｎ－１７．０°－Ｅ （１０７７）

５３ ＳＢ１０７９ ６ Ｍ・Ｎ－１４ ３間× なし ６．０６× Ｎ－１５．５°－Ｅ なし

５３ ＳＢ１０８０ ６ Ｍ・Ｎ－１４・１５ ３×２間以上 なし ５．４６× Ｎ－１３．０°－Ｅ （１０７４）

５３ ＳＢ１０８１ ６ Ｎ～Ｐ－１１ ３間× なし ６．８４× Ｎ－１３．０°－Ｅ なし

遺物観察表
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第５７図 青磁・白磁・青花・瀬戸美濃系陶器・珠洲
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第５８図 珠洲・戸長里・肥前系陶器他
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第５９図 肥前系陶器・瀬戸美濃系陶器他
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第６１図 肥前系磁器
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第６２図 肥前系磁器
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第６３図 肥前系磁器他
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第６５図 近代の陶磁器・かわらけ・瓦器・石製品
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第６６図 礎石
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第６７図 礎石
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第６８図 礎石
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第６９図 礎石
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第７０図 礎石・金属製品・木製品
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第７１図 縄文土器・石器
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遺物実測図

１２８



表５ 陶磁器観察表

１ ５７１５青磁碗 中国龍泉 Ｄ区 表土 （１２６）４８（４２） 鎬蓮弁文 ＲＰ１１８ １３Ｃ末～１４Ｃ前半

２ ５７１５青磁碗 中国龍泉 北Ⅰ層 細描連弁文 １５Ｃ

３ ５７１５白磁皿 中国景徳鎮 Ｂ区南 ＳＢ１０００ＥＰ５８９ （６０） 高台に砂付着 １６Ｃ

４ ５７１５白磁皿 中国景徳鎮 Ｄ区 表土 （６０） 高台付近に砂付着 １６Ｃ

５ ５７１５青花皿 中国景徳鎮 Ｂ区南 ＳＢ１０００ＥＰ５９９－Ｆ （７０） 玉取り獅子文 １６Ｃ前～中葉

６ ５７１５青花皿 中国�州 Ａ区北 ＥＰ６６１ （８０） 圏線（内外面） 貫入 １６Ｃ後半

７ ５７１５青花小坏 中国景徳鎮 Ｃ区北 ＳＢ９４８ＥＰ６１５ （６６）（２８）３６ 鋸歯文・櫛歯文（外面） ケズリ出し高台 １６Ｃ
末～１７Ｃ前半

８ ５７１５青花碗 中国景徳鎮 Ｃ区南 ＥＰ７２８ 龍文（外面） ＲＰ１１６ １６Ｃ末～１７Ｃ前半

９ ５７１５青花皿 中国�州 Ｂ区南 ＳＤ５１４－Ｆ ４９ 花卉文（外面） ＲＰ１０２ 底面に墨書 １６Ｃ後
半～１７Ｃ初

１０５７１５青花皿 中国景徳鎮 Ｂ区南 ＳＸ５５１－Ｆ （１１０） 芙蓉手 宝文（内面） 高台に砂付着 ＲＰ１０７
１５９０～１６３０年代

１１５７１５陶器天目茶碗 瀬戸・美濃 Ａ区北 ＳＢ９０６ＥＰ７９－Ｆ （１１４） 鉄釉 １６Ｃ

１２５７１５陶器皿 瀬戸・美濃 Ｃ区南 ＳＢ１０６０ＥＰ５１２ （１０２）（５６）２２ 灰釉 底面にトチン跡 １６Ｃ後半

１３５７１５陶器皿 瀬戸・美濃 Ａ区北 ＥＰ６８４ （９６）（５２）２２ 灰釉 １５Ｃ末～１６Ｃ前半

１４５７１５陶器皿 瀬戸・美濃 Ａ区北 ＳＢ９７８ＥＰ７２２ （１００） 灰釉 菊花文 １６Ｃ

１５５７１５陶器皿 瀬戸・美濃 Ａ区北 ＥＰ３２７ （１００） 灰釉 ＲＰ１４ １６Ｃ後半

１６５７１５陶器折縁皿 瀬戸・美濃 Ａ区北 ＳＢ２ＥＰ８４ （１０４） 灰釉 ＲＰ２ １６Ｃ末～１７Ｃ初頭

１７５７１５陶器皿 瀬戸・美濃 Ａ区北 ＳＢ２ＥＰ８４ ６４ 灰釉 ＲＰ１（ＳＢ９０４ＥＰ８５）・１３ 底面に輪
トチン痕 １５Ｃ末～１６Ｃ前半

１８５７１５陶器皿 瀬戸・美濃 Ａ区北 ＥＰ７２０ ５０ 灰釉 印花の菊文 ＲＰ１１７

１９５７１５陶器皿 瀬戸・美濃 Ａ区北 ＥＰ３２８ 灰釉 ＲＰ１５ １６Ｃ後半 １５Ｃ末～１６Ｃ前半

２０５７１５陶器皿 瀬戸・美濃 Ａ区北 ＥＰ６８３ 志野釉 鉄絵圏線（内面） １７Ｃ初頭

２１５７１６陶器壷 珠洲 Ａ区北 ＳＢ９０４ＥＰ９４ （１１６） ＲＰ１１ １５Ｃ

２２５７１６陶器片口鉢 珠洲 Ａ区北 ＳＢ９３２ＥＰ７２１ （２８０） 卸目 外面に漆付着 １５Ｃ

２３５７１６陶器擂鉢 珠洲 Ａ区南 ＥＰ５０９ 卸目 １５Ｃ

２４５８１６陶器擂鉢 珠洲 Ｂ区南 ＳＢ１０４９ＥＰ５４８－Ｆ 卸目 ＲＰ１０５ １５Ｃ

２５５８１７陶器擂鉢 Ｄ区 ３Ｔ－Ⅱ （１３２） 卸目 内面摩耗 １５Ｃ

２６５８１６陶器擂鉢 戸長里 Ｂ区南 ＳＢ１０２５ＥＰ５８６ （２６４） 鉄釉 卸目 漆接

２７５８１６陶器擂鉢 戸長里 Ｂ区南 Ｓ Ｂ１００４・１００７・
１０１４・１０１５ＥＰ５８５ （１１６） 鉄釉 卸目 漆接 ＲＰ１０９ ＲＰ７（ＳＢ１０２３

ＥＰ３２９）と接合
２８５８１７陶器 戸長里？ Ｃ区南 ＳＤ５１０ （１３０） 底面回転ヘラケズリ １７Ｃ初頭

２９５８１６陶器瓶 戸長里 Ｂ区南 Ｉ－１７ 鉄釉 ＲＰ８ 漆接 １７Ｃ初頭

３０５８１６陶器瓶 戸長里 Ｂ区南 Ｓ Ｂ１００４・１００７・１０１４・１０１５ＥＰ５８５
鉄 釉 ＲＰ１０８ ＥＰ５８８・ＳＢ１０２８ＥＰ５５８・Ｓ
Ｂ１０２３ＥＰ５６２の破片と接合 １７Ｃ初頭

３１５８１７陶器壺？ 瀬戸・美濃？ Ｃ区南 Ｓ－２０盛土 （８０） 鉄釉 二次加熱 内面と底面にトチン痕 １６～１７
Ｃ？

３２５８１７陶器皿 肥前 Ｃ区南 ＳＢ１０５９ＥＰ５０２ （１１０）４８ ３０ 灰釉 胎土目 底面に墨書「鬼ヵ」 １５８０～１６２０
年代

３３５８１７陶器皿 肥前 Ｂ区南 ＥＰ５９６－Ｆ （３８）３２ 灰釉胎土目底面に墨書「神ヵ」ＥＰ５９６と接合
１５８０～１６２０年代

３４５９１７陶器皿 肥前 Ｂ区南 Ｋ－１７ （４０） 灰釉 胎土目 底面に墨書「神ヵ」 １５８０～１６２０
年代

３５５９１７陶器皿 肥前 Ｂ区北 ＳＫ６０５－Ｆ １０３ ３７ ３５ 灰釉 ロクロ 回転糸切り ＲＰ１１４ １５８０～
１６１０年代

３６５９１７陶器皿 肥前 Ｂ区南 ＳＢ１０１１ＥＰ５８４ （１３４） 灰釉 胎土目

３７５９１７陶器皿 肥前 Ｂ区南 ＳＢ１０４５ＥＰ５９２－Ｆ（１２６） 灰釉 ＳＢ１００６ＥＰ６０８から同一１５９０～１６１０年代

３８５９１７陶器皿 肥前 Ａ区南 Ｍ－９ （５８） 灰釉 回転糸切り ＲＰ５ １５９０～１６１０年代

３９５９１７陶器沓形碗 肥前 Ｃ区南 ＳＢ１０５９ＥＰ５０２ ４８ 鉄釉 長石釉の文様 １５９０～１６２０年代

４０５９１７陶器皿 肥前 表土 （１７６） 鉄絵 絵唐津 １５９０～１６１０年代

４１５９１７陶器瓶 肥前・福岡 Ｃ区南 ＥＰ５１３ 鉄釉平行タタキメ（外面）同心円状アテ痕（内面）
１６Ｃ末～１７Ｃ初

４２５９１７陶器壺・甕 肥前・福岡 Ｂ区南 ＳＢ１０１９ＥＢ５９３－Ｆ 鉄釉 沈線・縄状突帯（外面） ＲＰ１０１ １６Ｃ
末～１７Ｃ初

４３５９１８陶器皿 肥前 Ｃ区南 ＳＤ５１０ （６０） 灰釉 砂目 １６１０～１６３０年代

４４５９１８陶器碗 肥前 Ｂ区南 ＳＢ１００７・１０２５ＥＰ
５８７ （１０８）４６ ７５ 透明釉 呉器手 １７Ｃ中葉～末

４５５９１８陶器碗 肥前 Ｂ区南 Ｓ Ｂ１００４・１００７・
１０１４・１０１５ＥＰ５８８ （１１０） 透明釉 呉器手 １７Ｃ中葉～末

４６５９１８陶器碗 肥前 Ｂ区南 ＳＢ１０１９ＥＰ５９３－Ｆ ５２ 透明釉 呉器手 ＲＰ１０３ １７Ｃ中葉～末

４７５９１７陶器擂鉢 肥前 Ｂ区南 ＳＢ５１７ＥＰ５２５ 鉄釉 卸目 ＲＰ１０４ １７Ｃ前半

４８５９１８陶器碗 福岡 Ｂ区南 ＥＰ５９０－Ｆ （４４） 藁灰釉 ＥＰ３２９から同一個体出土 １７Ｃ代
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４９５９１８陶器瓶 肥前 Ｃ区南 ＳＤ５１０ 灰釉 １７Ｃ代

５０５９１８陶器火入？ 肥前？ Ｂ区南 ＥＰ５９５－Ｆ （１３４） 灰釉 ＲＰ１１３ １７Ｃ代

５１５９１８陶器茶入 福岡？ Ｃ区南 ＳＤ５０１ （６４）４０ ３７ 鉄釉 漆接 １７Ｃ代？

５２５９１８陶胎染付碗 瀬戸・美濃 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ （１０４）５２ ６３ 透明釉 花文（内外面） １９Ｃ前半

５３６０１８陶器碗 大堀相馬 Ｂ区南 ＥＰ５６４ （５０） 灰釉 ＲＰ１０６ １８Ｃ～１９Ｃ初

５４６０１９陶器碗 大堀相馬 Ｃ区南 Ｓ－１８ ２９ 白色釉 １８Ｃ

５５６０１８陶器小坏 大堀相馬 表土 （５８）（２６）３１ 透明釉 １８Ｃ

５６６０１８陶器小坏 Ｂ区北 ＳＤ７００ ４８ ２４ ２３．５ 透明釉 撹乱中から出土

５７６０１８陶器水注 Ａ区北 Ⅰ層 透明釉

５８６０１８陶器涼炉 関西系 Ｃ区南 Ｓ－２０ 透明釉 透かし孔あり

５９６０１９陶器擂鉢 会津本郷 Ｃ区南 ＳＤ５０１ （３６０） 鉄釉 １８～１９Ｃ

６０６０１９陶器鉢 関西系 表土 （１７７）（６０） 透明釉 １８Ｃ後半～末

６１６０１９陶器擂鉢 岸？ Ｃ区南 ＥＰ６８２ 灰釉 １７Ｃ前半？

６２６０１９陶器甕 在地 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ （１６０） 鉄釉 沈線１条（外面） １８～１９Ｃ

６３６０１８陶器擂鉢 在地 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ （３０８）（１３０）１７７ 鉄釉 卸目 体部下半ヘラケズリ １８～１９Ｃ

６４６０１９陶器擂鉢 在地 Ｃ区南 Ｓ－１８ （３２０） 鉄釉？ 卸目 １８～１９Ｃ

６５６０１９陶器鉢 在地 Ｃ区南 ＳＸ５０８ （３９２） 灰釉？ １９Ｃ

６６６１２０磁器染付碗 肥前 Ｂ区南 ＳＢ１００２ＥＰ５５３－Ｆ（１１８） ＥＰ８４７出土破片と接合・ＳＢ１０１２・１０１３ＥＰ３３２
から同一個体 １６１０～１６４０年代

６７６１２０磁器染付皿 肥前 Ｃ区南 ＳＤ５１０－Ｆ （１３０）（５６）３１ 月に雁 １６１０～１６４０年代

６８６１２０磁器染付皿 肥前 Ｘ－０ （１３０）５８ ３２ 内面文様あり １６３０～１６４０年代

６９６１２０磁器染付皿 肥前 Ｃ区南 ＳＤ５１０－Ｆ （５８） 内面文様あり ＲＰ４ １６３０～１６４０年代

７０６１２０磁器染付皿 肥前 Ｄ区 表土 （５６） 型打ち成型 柳文（内面） １６３０～１６４０年代

７１６１２０磁器染付碗 肥前 Ｂ区南 ＳＢ１０２５ＥＰ６０１－Ｆ（１１０） 雲文（外面） ＳＢ１０１０ＥＰ５９７から同一個体出
土 １６３０～１６５０年代

７２６１２０磁器染付皿 肥前 Ｂ区南 ＳＢ１０２５ＥＰ５８６－Ｆ （５８） 文様あり（外面） １６３０～１６４０年代

７３６１２０磁器染付手塩皿 肥前 Ｄ区 ３Ｔ－Ⅱ （８６）（３１）２４．５ 菊花文（内面） １６３０～１６４０年代

７４６１２０磁器染付碗 肥前 Ｂ区南 ＳＢ１０２８ＥＰ５５８－Ｆ（１１８） 圏線２本（外面） 焼成むら、赤い斑あり １６５０
～１６７０年代

７５６１２０磁器染付碗 肥前 Ｂ区南 ＳＤ５１４－Ｆ 内外面に文様あり １７Ｃ後半

７６６１２０磁器染付碗 肥前 Ｃ区南 ＳＤ５１０ 一重網目文（外面） １６５０～１６６０年代

７７６１２０磁器染付碗 肥前 Ｂ区南 ＳＢ５１７ＥＰ５２６ーＦ 一重網目文 漆接 １６５０～１７００年代

７８６１２０磁器染付碗 肥前 Ｂ区南 ＳＸ５５１－Ｆ 一重網目文 １６５０～１７００年代

７９６１２０磁器染付碗 肥前 Ｂ区南 ＳＢ１０２３ＥＰ５６２－Ｆ 一重網目文 １６５０～１７００年代

８０６１２０磁器染付碗 波佐見 Ｄ区 表土 （９４）（４０）４８ 雪輪梅樹文（外面） １８Ｃ中葉～末

８１６１２１磁器染付碗 波佐見 Ｃ区南 Ｓ－２０盛土 （９６）４０ ５３ 二重網目文（外面） １８Ｃ後半

８２６１２１磁器染付碗 波佐見 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ （９８）３９ ４８ 雪輪梅樹文（外面） 崩れた「大明年製」（高台
内）

８３６１２０磁器染付碗 波佐見 Ｃ区南 ＳＤ５０１ （９０） 梅樹文？ １８Ｃ後半

８４６１２０磁器染付碗 肥前系 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ （１１０） 雪持ち笹文（外面） 圏線３本（内面） １８Ｃ後
半～１９Ｃ初

８５６１２０磁器染付碗 肥前 Ｃ区南 ＳＤ５１０－Ｆ （９２） 松竹梅文（外面） 四方欅文（内面） １７６０～１８００
年代

８６６１２０磁器染付小碗 肥前系 Ｃ区南 ＳＸ３２５－Ｆ （８０） 植物文？（外面） １７８０～１９Ｃ中葉

８７６１２１磁器染付小碗 肥前 表土 （６９）２６ ３３ 笹文（外面） １８Ｃ後半

８８６１２０磁器染付小坏 肥前 Ｃ区南 ＳＢ１０６０ＥＰ６６５ （７２） 笹文（外面） １８Ｃ中葉～末

８９６１２１磁器染付湯飲碗 肥前系 表土 ３２（３７） 市松網目文（外面） 崩した「壽」（内面） １７８０
～１８００年代

９０６１２１磁器染付湯飲碗 肥前系 表土 ３４（３６） 矢羽根文（外面） 手描き五弁花（内面） １７８０
～１８００年代

９１６２２０磁器染付湯飲碗 肥前系 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ （８６）（３６）５４ 矢羽根文（外面） 圏線（内面） １７８０～１８１０年
代

９２６２２０磁器染付湯飲碗 肥前系 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ （８３） 笹文（外面） 圏線（内面） １７８０～１８１０年代

９３６２２０磁器染付湯飲碗 肥前 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ （８５） 丸文（外面） ＳＤ５１０から同一個体破片 １７８０
～１８１０年代

９４６２２０磁器染付猪口 肥前 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ （７６）（６２）６５ 楼閣山水文（外面） 四方襷文（内面） １７８０～
１８Ｃ初

９５６２２０磁器青磁香炉 肥前？ 表土 （８８） 鎬状の文様（外面）

９６６２２１磁器青磁染付深皿 肥前 Ａ区南 ＳＤ６８０ （１７８） 波頭文（内面） ＳＤ５１０から同一個体出土 １８
Ｃ後半

９７６２２１磁器染付皿 肥前 Ｃ区南 Ｓ－２０ （１１０）（６６）２６ 唐草文（内外面）コンニャク印判五弁花（内面）
「大明年製」（高台内） １８Ｃ前半
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表６ 石製品・礎石観察表

１３２ ６５ ２４ 砥石 Ａ区北 ＥＰ６６３ １１２ ２８ １７ 研面４面 黒色の付着物あり

１３３ ６５ ２４ 砥石 Ｂ区南 ＥＰ６８６ ９０ ４１ ２３ 研面４面

１３４ ６５ ２４ 砥石 Ａ区北 ＳＢ９５９ＥＰ６６２ ［８７］ ［１６］ ［１０］ 被熱 周囲を破損

１３５ ６５ ２４ 石臼 Ｃ区南 Ｔ－１６ （２８３） ［８２］ 上臼 外周に鑿跡あり

１３６ ６６ ２５ 礎石 Ａ区北 ＳＢ９７８ＥＰ７２２ ２８９ ２６１ ６４ 両面に炭化物付着あり

１３７ ６６ ２５ 礎石 Ａ区北 ＳＢ９０６ＥＰ４５ ２１３ ２０３ ５９ １面に炭化物付着あり 凹あり

１３８ ６６ ２５ 礎石 Ａ区北 ＥＰ７５ １９９ １５０ ８６

１３９ ６６ ２５ 礎石 Ａ区北 ＳＢ９０５ＥＰ５７ ［２６６］ ［１８１］ ［１６５］ 破損

９８６２２１磁器染付皿 肥前系 Ⅱ層 （１１４） 外面文様あり 扇に蝶（内面） 蛇ノ目凹形高台
１８Ｃ第４四半期

９９６２２１磁器染付皿 肥前 表土 （１７６）（９４）３１ 唐草文（外面） 梅樹文？（内面） １８Ｃ前～中
葉

１００６２２１磁器染付皿 波佐見 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ （１３４）６２ ２７ コンニャク印判五弁花（内面） 蛇ノ目釉剥ぎ
１８Ｃ後半

１０１６２２１磁器染付皿 波佐見 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ １２８ ６８ ３６ 唐草文（外面） 崩し渦福（高台内） １８Ｃ後半

１０２６２２３磁器染付皿 波佐見 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ １３８ ８０ ２９．５ コンニャク印判五弁花・崩し唐草（外面） 蛇ノ
目釉剥ぎ １８Ｃ後半

１０３６２２１磁器染付手塩皿 波佐見 Ｃ区 トレンチ外 ９４ ５０ ２５．５ 折れ松葉文（外面） 雪持笹文（内面） １８Ｃ後
半

１０４６２２３磁器染付皿 波佐見 Ｄ区 表土 （１１８）４４ ３２ 二重斜格子文（内面） 蛇ノ目釉剥ぎ １８Ｃ後半

１０５６３２３磁器染付皿 肥前 表土 （１３２）（７５）４５ 唐草文（外面）植物文？（内面）蛇ノ目凹形高台
１８Ｃ末～１９Ｃ前半

１０６６３２３磁器染付仏飯器 肥前 Ｃ区南 Ｔ－１８撹乱 （６８）４４ ５９．５ 菊花ちらし（外面） １８Ｃ中葉～末

１０７６３２３磁器染付仏飯器 肥前 Ｘ－０ （７２） 氷割菊文（外面） １８Ｃ後半

１０８６３２３磁器染付猪口 肥前 Ｂ区南 ＥＰ５６４－Ｆ （６９） 山水文？（外面） ＲＰ１０６ １７８０～１８２０年代

１０９６３２３磁器染付碗 肥前 表土 （７６） 氷割菊文（外面） １７８０～１８１０年代

１１０６３２３磁器染付広東碗 肥前 Ｘ－０ （５６） 植物文？（外面） 見込に文様あり １７８０～１８４０
年代

１１１６３２３磁器染付広東碗 肥前 Ｃ区南 表土 ８０ ５３ ６６ 山水文（外面）岩波に東屋（見込）１７８０～１８４０年
代

１１２６３２３磁器染付端反小碗 Ｃ区南 ＳＤ５０１ （７８）３２ ４１ 宝珠文（外面） １８２０～１８６０年代

１１３６３２３磁器染付湯飲碗 肥前 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ ７１ ３６ ６０ 宝文（外面）ＳＸ３２５出土破片と接合 １８２０～１８６０
年代

１１４６３２３磁器染付小碗 肥前 Ｂ区北 Ｍ－９ （７８）３３ ３９ 文字（外面） １８２０～１８６０年代

１１５６３２３磁器青磁鉢 肥前？ Ｘ－０ （９０） 外面に青磁釉 植物文？（内面） 蛇ノ目凹形高
台 １８～１９Ｃ

１１６６３２３磁器染付瓶 肥前 Ⅰ層 笹文？（外面） １８Ｃ

１１７６３２３磁器染付瓶 肥前 表土 （４８） 圏線（高台外面） 漆接

１１８６３２３磁器染付段重 肥前 Ｓ－２１Ⅱ層 （１２７）（１１１）４３ 草花文（外面） １９Ｃ前半

１１９６３２３磁器色絵蓋 肥前 表土 （１０６）（４３）２９
松竹梅文（外面）四方欅・松竹梅文（内面）「大
明年製」（つまみ内）ＳＸ３２４から同一個体 １７６０
～１８００年代

１２０６３２３磁器染付蓋 肥前 表土 ８０ ２８ 昆虫文（外面） 漆接 １８２０～１８６０年代

１２１６３２３磁器染付碗蓋 肥前系 Ｃ区南 ＳＸ３２５－Ｆ （９８）３８ ３１ 牡丹文（外面） 雷文・植物文（内面） １８２０～
１８６０年代

１２２６３２４磁器染付碗蓋 表土 ３８ 草花文（外面） 雷文・松竹梅文（内面） 明治
以降

１２３６４２２磁器染付大皿 肥前 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ （４００）（２１９）６１
七宝結び（外面） 山水文・魚？（内面） 「太
明成化年製」（高台内） ハリ支え １８２０～１８６０
年代

１２４６５２４磁器染付鉢 表土 （１４８）（６６）７９ 雷文・「屋」の文字（外面） 牡丹文・雷文（内
面） 明治以降

１２５６５２４陶器染付徳利？ 平清水 Ｂ区南 ＥＰ５６４－Ｆ 楼閣山水文？（外面） ＲＰ１０６ 明治～大正

１２６６５２４磁器青磁染付瓶 Ａ区北 ＳＢ９１２ＥＰ７１８ 青磁釉 圏線（外面） 明治～大正

１２７６５２４磁器色絵小坏 Ｂ区南 ＥＰ３３０ ７０ ２８ ２７．５ 山（見込） 明治以降？

１２８６５２４かわらけ・皿 Ｂ区南 ＥＰ５８３ （１５０） ロクロ 内外面に炭化物付着 江戸？

１２９６５２４かわらけ・皿 Ｂ区南 ＳＢ１０１５ＥＰ５５７－Ｆ ロクロ 江戸？

１３０６５２４土器瓶？ Ｂ区南 ＳＢ１０１６ＥＰ３３１ ロクロ 江戸？

１３１６５２４亙器火鉢 Ｃ区南 ＳＸ３２４－Ｆ （３５４） 黒色処理 ミガキ（内外面） 江戸？

遺物観察表
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表７ 金属製品観察表

表８ 木製品観察表

表９ 縄文土器観察表

表１０ 石器・石製品観察表

１４０ ６６ ２５ 礎石 Ａ区北 ＳＢ９０５ＥＰ５７ ４５０ ２８２ ８３ １面に柱痕跡あり

１４１ ６７ ２５ 礎石 Ａ区北 ＳＢ９０５ＥＰ５７ ３１６ ２４６ ６５ 両面に炭化物付着あり

１４２ ６７ ２５ 礎石 Ａ区北 ＳＢ９０５ＥＰ８０ ３９８ ３３８ １４５ １面に炭化物付着あり

１４３ ６７ ２５ 礎石 Ａ区北 ＳＢ９０４ＥＰ６８ ２３８ ２０９ ５３ １面に炭化物付着あり

１４４ ６７ ２６ 礎石 Ａ区北 ＳＢ９０４ＥＰ６８ ２５８ ２３９ ６０ １面に炭化物付着あり

１４５ ６８ ２６ 礎石 Ａ区北 ＳＢ９０４ＥＰ６８ ３７５ ２８４ １３６

１４６ ６８ ２６ 礎石 Ａ区北 ＳＢ９０４ＥＰ６８ ２０４ １１５ ５４ 擦痕あり

１４７ ６８ ２６ 礎石 Ａ区北 ＳＢ９０４ＥＰ６８ ２４５ ２１５ １１２ １面に炭化物付着あり 被熱あり

１４８ ６８ ２６ 礎石 Ａ区北 ＳＢ９０４ＥＰ６８ ３１７ ２５８ ６１ 両面に炭化物付着あり

１４９ ６９ ２６ 礎石 Ａ区北 ＳＢ９０４ＥＰ６８ ３１３ ２３６ １１０

１５０ ６９ ２６ 礎石 Ａ区北 ＳＢ２ＥＰ１３０ ２１５ １８７ ９３ １面に炭化物付着あり

１５１ ６９ ２６ 礎石 Ａ区北 ＳＢ２ＥＰ６２ ２１１ １７０ ４７ 両面に炭化物付着あり 被熱あり

１５２ ６９ ２６ 礎石 Ｃ区北 ＳＢ２ＥＰ６５５ ３８９ ３２０ ９９ １面に柱痕跡あり

１５３ ６９ ２７ 礎石 Ｄ区 ＳＢ８４１ＥＰ８１７ ［２４０］ ［１１３］ ５１ １面に炭化物付着あり 破損

１５４ ７０ ２７ 礎石 Ｄ区 ＳＢ８４１ＥＰ８１８ ［２３２］ ［１６７］ ７５ 破損

１５５ ７０ ２７ 刀子の鞘 Ｂ区南 ＥＰ５９５－Ｆ ９６ １４ ５．５ 銅 溝状の装飾あり

１５６ ７０ ２７ 刀子 Ｃ区北 ＥＰ６１４ ［１３６］ １９ ５．５ 銅 ３片に破損

１７５ ２７ 銭貨（寛永通寳） Ｂ区南 ＳＢ１０２５・１００２ＥＰ５５６－Ｆ ２５ １．３ 銅 文銭（１６６８～１６８３年）

１７６ ２７ 銭貨（寛永通寳） Ｃ区南 ＳＸ５０８ ２３ １．２ 銅 古寛永（１６３６～１６５９）

１７７ ２７ 銭貨（寛永通寳） Ｘ－０ ２４ １．３ 銅 新寛永（１６９７～１７４７・１７６７～１７８１）

１７８ ２７ 銭貨（銭種不明） Ｂ区南 ＳＢ１００７・１０２５ＥＰ５８７－Ｆ ２４ １．３ 銅 銭種不明 □□通寳

１５７ ７０ ２７ 漆器鉢？ Ｂ区南 ＳＢ１０１１ＥＰ５８４ ［１０３］ ［２２］ 外面赤色漆 内面に漆膜付着 漆容器の用途か

１５８ ７０ ２７ 杭 Ａ区北 ＳＢ２ＥＰ２４８－Ｆ ［３８４］ ４６ ２８ 先端は加工され尖る

１５９ ７０ ２７ 柱材 Ａ区北 ＳＢ２ＥＰ５５－Ｆ ［５０２］ ［１５７］ 丸太材 両端を欠く

１６０ ７１ ２７ 深鉢 Ｂ区北 ＳＸ６７１ ＬＲ縄文 内面ナデ調整

１６１７１ ２８ 石箆 Ｄ区 ＳＫ８０５ ９０ ３８ ２０ 背面・腹面のほぼ全周に二次加工 頁岩

１６２７１ ２８ 削器 Ｄ区 表土 ［６９］ ２８ １０ 背面の両側縁、腹面の左側面に二次加工 先端折れる 頁岩

１６３７１ ２８ 削器 Ｃ区北 ＳＢ９１０ＥＰ６１３ ［６８］ ４４ １４ 背面の左側縁と先端に二次加工 破損 頁岩

１６４７１ ２８ 剥片 Ｂ区北 ＥＰ６６８ １２１ ３７ １３ 両面の縁辺に微小剥離あり 頁岩

１６５７１ ２８ 剥片 Ⅰ層 １００ ４０ １６．５ 頁岩

１６６７１ ２８ 剥片 Ｄ区 Ｔ－３ ６３．５ ４７．５ １１ 頁岩

１６７７１ ２８ 剥片 Ｄ区 表土 ［４３］ ４０ ８ 頁岩 先端折れる

１６８７１ ２８ 剥片 Ｃ区南 ＳＤ５１０ ６１ ６３ １７ 頁岩

１６９７２ ２８ 剥片 ＥＰ６１６ ８２ ５２ ２２ 節理多い 頁岩

１７０７２ ２８ 二次加工のある剥片 Ｄ区 Ｘ－０ ６４ ４４ １１ 腹面の左側縁に二次加工 頁岩

１７１７２ ２８ 二次加工のある剥片 Ｂ区北 Ｌ－８ ６３ ３４ １２ 背面の右側縁・腹面の両側縁に二次加工 破損 頁岩

１７２７２ ２７ 石棒 Ｄ区 表土 ［５５］ ［３２］［１４］横方向の切れ込みあり 研磨

１７３７２ ２７ 凹石 Ｂ区南 ＳＫ６０６ １２０ ９９ ３６ 凹は１ヶ所

１７４７２ ２７ 石皿 Ｂ区南 ＳＫ６０６ ［２１３］［１５６］３５ 磨面は１面 裏面に敲打痕あり

遺物観察表
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写真図版



遺跡遠景（平成元年８月撮影・南東から）

飛泉寺（地蔵尊）と銀杏の木（平成５年１１月撮影・南から）

写真図版１



調査区近景（北東から） 表土除去・面整理作業（南から）

Ａ区遺構検出状況（南東から） Ｄ区掘立柱建物跡の精査（西から）

Ｂ区南北土層断面（西から）

写真図版２



調査区全景（北から）

調査区全景（北から）

写真図版３



第１遺構ブロック（Ａ区）完掘状況（東から）

写真図版４



第１遺構ブロック（Ａ・Ｄ区）完掘状況（東から）

第１遺構ブロック完掘状況（北から）

写真図版５



第１遺構ブロックＳＢ２完掘状況（東から）

ＳＢ２ＥＰ６５３完掘状況（南東から）

写真図版６



第１遺構ブロック（Ａ区）完掘状況（西から） 第１遺構ブロック完掘状況（南から）

Ｄ区ＳＢ８４２（前）・ＳＢ８４１（奥）完掘状況（北から） ＳＢ９０１ＥＰ８３（左）・ＳＢ９０５ＥＰ８１（右）断面（西から）

ＳＢ９０５ＥＰ８７断面（南西から）

ＳＢ９０５ＥＰ５７完掘状況（南東から） ＳＢ９０４ＥＰ６８（奥）完掘状況（北西から）

写真図版７



第２遺構ブロック（Ｂ区北）完掘状況（北から）

写真図版８



第２遺構ブロック（Ｂ区北）ＳＢ７１４・７２６・７２７完掘状況（東から）

第２遺構ブロック（Ｂ区北）ＳＢ８４４（前）・ＳＢ７１５（奥）完掘状況（東から）

写真図版９



第３・４遺構ブロック（Ｂ区南）完掘状況（北から）

写真図版１０



第４遺構ブロック（Ｂ区南）完掘状況（東から）

第３遺構ブロック（Ｂ区南）完掘状況（東から）

写真図版１１



第３遺構ブロック完掘状況（北東から） 第３遺構ブロック完掘状況（南から）

第３遺構ブロックＳＫ６０６（東から） ＲＰ１０７青花皿出土状況（南東から）

第６遺構ブロック（Ｃ区）完掘状況（北から）

写真図版１２



第６遺構ブロック（Ｃ区）ＳＢ６１７完掘状況（北から）

第６遺構ブロック（Ｃ区）ＳＢ７２３完掘状況（東から）

写真図版１３



第５遺構ブロック（Ｃ区）完掘状況（北から） 第６遺構ブロックＳＢ１完掘状況（東から）

Ａ区ＳＰ７２０瀬戸小皿出土状況（西から） Ｄ区青磁碗出土状況（西から）

第２遺構ブロック（Ｂ区北）ＳＫ６０５唐津皿出土状況（南から）

写真図版１４



青磁・白磁・青花・瀬戸美濃系陶器

青花
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珠洲

戸長里
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戸長里・瀬戸美濃系陶器・肥前系陶器他

２８
３１

２５

３９ａ

３９ｂ

３３
３５

３２

３７３７

３４
３４

３８３８

４１
４１

３６３６ ４０

４０

４７
４２

４２
４７

写真図版１７



肥前系陶器・瀬戸美濃系陶器・在地系陶器他

５３４５
５０

５６
５５４３

５７
５８４９

４６

４４

５１

４８

６３
５２

写真図版１８



在地系陶器他

９底面の墨書（赤外線写真） ３２底面の墨書（赤外線写真）

３３底面の墨書（赤外線写真） ３４底面の墨書（赤外線写真）
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肥前系磁器
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肥前系磁器
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木材・炭化材・種実遺体（１）

写真図版２９



木材・炭化材・種実遺体（２）
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